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学修について	

	

	 本校では，１学年から諸君を「学生」と呼んでいます．それは諸君を，学業においても日常生活において

も，自律的に自己管理ができる人であると期待しているからです．『学生便覧』の有明工業高等専門学校学則

および教育課程の内容を理解した上で，この『授業要目（シラバス）』を熟読し，学生らしく主体的に学習に

取り組んでください．	

	 本校の教育理念および学習・教育到達目標についても，その内容を理解しなければなりません．とくに，

学習・教育到達目標は，諸君が本校で学ぶ学習の目標を，また卒業（あるいは修了）時に身につけておくべ

き能力を簡潔にまとめたものです．繰り返し読んでいつでも言えるようにするとともに，目標を達成するた

めの学習ができているかどうか，常に自分自身の学習状況を振り返る習慣を身につけてください．	

	

	 履修科目には必修科目と選択科目があります．必修科目は必ず修得しなければならない科目です．選択科

目には単独開講と並列開講の種別があります．単独開講選択科目は全学生に修得してほしい科目で，並列開

講選択科目は自分の興味や将来の進路などを考慮して選択できる科目です．その他に授業外科目もあります。

たとえば，『学生便覧』に記した技能審査による資格なども，所定の手続きを経た後に単位として認定します．

在学中にさまざまな資格試験に挑戦してください．	

	 それぞれの科目は系統的に深く関連しています。『授業要目（シラバス）』の中の「科目系統図」をみて，

履修科目の位置づけを理解してください．低学年の基礎科目から理解を積み上げていかないと高学年の関連

科目を理解できません．低学年から基礎学力をつけなければならないのは，そのためです．	

	 『学生便覧』の教育課程に記した進級・卒業の要件は，それを満たす最低限の要件を示したものです．諸

君が将来活躍する「世界」を広げるために，また余裕をもって進級・卒業するために，修得単位数は最低限

ではなく多めに設定してください．就職や進学の際には，どのような科目をどのような成績評価で修得した

かが問われます．低学年からできるだけ多くの科目（の単位）を高い評価で修得するよう努めてください．	

	

	 これからは学歴よりも諸君ひとり一人の学力，言い換えれば，在学中に身につけた能力が評価される時代

になります．向上心をもち，自分の学習・生活状況を自己点検し，不十分なところは絶えず改善していくよ

う心がけてください．	

	 社会から求められるのは，卒業時点での学力・能力です．全学生が学修の意義や到達目標を把握し，日々

の学習計画を立て，主体的に勉学に励み，成果を上げることを期待しています．	
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有明高専の教育理念と学習・教育到達目標	
	

	 有明高専では，「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性・多様性・学際性・国際性に富む実践的な

高度技術者の育成をめざす」ことを教育理念としています．	

	 １・２学年においては，多くの一般科目を学習することで自然科学の基礎と国際的な視野を養い，さまざ

まな視点から物事を考える姿勢を育みます．また，一連の工学基礎科目の学習と混合学級制による他学科の

学生との交流を通して，工学や技術に対する動機付けを行うとともに，創造性・学際性・多様性を培います．	

	 ３・４・５学年においては，工学に不可欠な自然科学を修得し，専門科目の学習と並行して多くの実験・

実習，設計製図，卒業研究等に取り組むことによって，専門性と創造性を育みます．また，実験・実習や卒

業研究等の発表会，および人文科目の学習を通して，コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を

育成します．	

	 専攻科においては，高度な自然科学を学ぶとともに国際的に活躍するために発展的な人文科学を修得しま

す．また，全専攻に共通した科目の学習を通して学際的な専門性を育むとともに，３・４・５学年で学び培

われた専門性や創造性をさらに深め，発展させます．さらに，技術と人・自然・社会との調和を図るために，

技術者倫理の涵養を目指します．	

	 このような教育を通して教育理念を実現するために，以下の学習・教育到達目標を掲げています．	

	

	

（Ａ）豊かな教養と国際性	

	

(A-1)	考察力	 地球的視野から物事を多面的に理解できること．	

	

(A-2)	倫理観	 社会や自然の中での技術の役割を理解し，技術者としての責任を自覚できること．	

	

(A-3)	コミュニケーション能力	 適切かつ円滑に読解・表現ができること．	

	

（Ｂ）専門知識と学際性	

	

(B-1)	基礎知識	 専門分野の基礎となる内容を理解していること．	

	

(B-2)	専門知識	 専門分野の内容を理解していること．	

	

(B-3)	実践力	 実験・実習等の内容を理解・実行・考察できること．	

	

(B-4)	学際的知識	 様々な分野の知識と技術を理解し，複合的に活用するための視野を持っていること．	

	

（Ｃ）創造性とデザイン能力	

	

(C-1)	課題探究力	 自ら課題を発見し，その本質を理解できること．	

	

(C-2)	課題解決力	 身につけた教養と実践力を活用し，課題を解決できること．	
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「複合生産システム工学」プログラム	
	

有明工業高等専門学校は「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」を目的として設

置され（学校教育法70条の2），5年間の一貫教育の特色を生かした｢くさび型｣カリキュラムによって多くの実

践的技術者の育成を行なってきました．	

しかし，近年の産業界の情勢は大きく変化し，産業の国際化，融合･複合化が進みつつあり，技術者教育に

は工学の専門知識と学際的知識を総合した判断力と問題解決能力，および創造性と国際性に富んだ技術者の

育成が求められています．このような状況の中で，平成13年度に本校に専攻科が設置されました．	

これに伴い，本科4年次から専攻科2年次までを一貫した技術者教育プログラムとし，社会のさまざまな要

請にこたえられる技術者教育を行なっています．	

一般に技術者とは，数理科学および自然科学の知識を駆使し，社会や環境に対する影響を予見しながら資

源と自然力を活用し，経済活動の担い手として人類の利益と安全に貢献するハード･ソフトの人工物やシステ

ムを研究･開発･製造･運用･維持する専門職業人のことを言いますが，技術が急速に進歩し複合化している現

在では専門分野のみならず，他の専門分野との境界領域についても責任を持たなければなりません．	

また，構築，製作された｢もの｣が安全であること，さらには｢もの｣が社会や自然環境と共存できることに

まで責任を負うことが技術者には求められています．	

このような背景と本校の｢幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性･多様性･学際性･国際性に富む実

践的な高度技術者の育成をめざす｣という教育理念を踏まえ，本校では本科4年次から専攻科2年次までの4年

間に相当する学習・教育に対して，一貫した一つの教育プログラムとして｢複合生産システム工学｣プログラ

ム（以下，本プログラムという）を設定しています．	

本プログラムでは，工業生産活動（機械，電気，電子情報，物質，建築）における諸課題を自ら発掘し，

多角的な視点から解決するため，ものづくりに重点をおき，工学の専門知識と学際・複合的知識を総合した

判断力と問題解決能力を備えた技術者の育成を目指しています．さらにはこれらの教育を通じて，人々に優

しく，自然と共存できる技術の開発に携わり，環境問題･食糧問題･エネルギー問題など今日的な諸課題につ

いて柔軟に対応できる技術者を育成することを目的としています．	

このような技術者を育成するために，先に示した学習・教育到達目標を掲げています．ただし，「複合生産

システム工学」プログラムの履修対象者は本科 4 年次～専攻科 2 年次までの学生ですが，本プログラムの最

終的な履修者は専攻科に入学した学生とします．	

なお，本校の「複合生産システム工学」プログラムは，平成16年度にJABEEから認定されております．	JABEE

認定制度についての詳細はhttp://www.jabee.org/を参照してください．	
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シラバスの記載事項について	

	

	 シラバスは，各授業の内容などを記載したものですが，単にそれらを寄せ集めただけではありません．	

	 本校は高専であり技術者を育成する学校です．学生諸君が技術者として新たな社会の一員になるためには，

卒業時までに身につけておくべき能力などを明示した「学習・教育到達目標」を設定し，諸君がその到達目

標を達成できるような教育を行う必要があります．そして，学習・教育到達目標を達成できるような教育（学

生が技術者に必要な能力を身につけられるような教育）を行うためには，目標と関係する科目を効果的に配

置する必要があります（これが教育課程（カリキュラム）の編成です）．	

	 つまり，「この科目はカリキュラムの中でどのような位置づけにあるのか」，「この科目の到達目標を達成で

きたかどうかの判定（評価）はどのように行われるのか」，「どのような科目を修得すれば，どの学習・教育

到達目標が達成できるのか」など，各授業の内容だけでなく，カリキュラム編成の趣旨に沿って作成された

ものがシラバスです．	

	 シラバスは，本校の教育全体と関わりをもった内容が記載された冊子です．本校の教育理念を体現するよ

うな技術者になるために，シラバスを活用してください．	

	

	 次のア）からカ）までの項目は，各科目のページに記載されている項目自体の意味内容を説明しています．

参考にしてください．	

	

	

ア)	 科目基礎情報	

①	 科目番号…	 各科目の番号です．Z は各学年全体に共通する科目です．M,E,I,C,A はそれぞれの学科

（2学年から 5 学年）で開講される専門科目です。	

②	 科目区分…「必修」・「選択」の種別です．	

③	 授業形式…「授業」・「演習」・「実験」の種別です．	

④	 単位数…修得できる単位数および「履修単位」・「学修単位」の種別を記載しています．	

「履修単位」は，1単位につき 30	コマの授業をさします．	

「学修単位」は，1単位につき	45	コマの学習を必要とします．授業が	n	コマ行われると，	45-n	コ

マの自学自習を必要とします．たとえば，「学修単位(15/45)」の	科目は，1 単位につき，15	コマの

授業が行われ，30	コマの自学自習を必要とします．授業時間はもちろん，時間外も計画的に学習に

励んでください。	

⑤	 開設学科…対象学科を記載しています．1 学年は新しい創造工学科，2 学年以上は従来の機械工学科・

電気工学科・電子情報工学科・物質工学科・建築学科となります．また，「全学科」は 2 学年から 5

学年までの各学年の全クラスをさします．	

⑥	 対象学年…対象学年を記載しています．	

⑦	 開設期…「通年」・「前期」・「後期」の種別です．	

⑧	 週時限数…90 分授業を規準として，１週間に実施される授業の回数を記載しています．	

⑨	 教科書╱教材…使用する教科書，参考書等を記載しています．	

⑩	 担当者…授業を担当する教員名を記載しています．複数の教員で担当する科目もあります．	

イ)	 到達目標と評価（ルーブリック）	

「到達目標」には「（当該）科目の到達目標」を記載しています．	

「ルーブリック」とは「科目の到達目標」に対して，学生自身がどのような「行動特性」（○○するこ
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とができる）をとれば，どの評価が得られるかを明示したものです．つまり，学生が（自学自習を含め）

授業を受けた後に「○○することができる」ようになったレベルに応じて，「優・良・可・不可」など

の成績評価の目安が示されていると思ってください．	

ウ)	 学科の到達目標項目との関係	

当該科目が学校の「学習・教育到達目標」（Ａ−1〜Ｃ−2）のどれと関係しているかを記載しています．

科目により，複数の学習・教育到達目標と関係しているものもあります．	

学習・教育到達目標と「主体的（密接）に」関係する場合には「◎」，「付随的に」関係する場合には「○」

の記号を記し，関係性を示しています．	

Ａ-1 からＣ-2 の横にある(a)から(i)は JABEE の目標です．それぞれの目標は下に示しています．	

エ)	 教育方法等	

①	 概要…授業の概要を記載しています．	

②	 授業の進め方と授業内容・方法…授業の進め方や内容・方法について具体的に記載しています．	

③	 注意点…当該科目を受講する際に前提となる知識などを記載しています．	

オ)	 授業計画	

週ごとに授業内容・方法の計画を示し，そこでの到達目標を記載しています．	

カ)	 評価割合	

当該科目での総合評価を，どのような割合にもとづいて行うかを記載しています．	

「ポートフォリオ」とは，小テスト・レポート・成果品などをさしています．	

	

JABEEの(a)から(i)の説明	

（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養	

（b）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解	

（c）数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力	

（d）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力	

（e）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力	

（f）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力	

（g）自主的、継続的に学習する能力	

（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力	

（i）チームで仕事をするための能力	

	

	

 

 

 



1年 2年 3年 4年 5年
文学Ⅰ 3 3
文学Ⅱ 2 2
基礎解析学 4 4
解析学Ⅰ 4 4
解析学Ⅱ 3 3
基礎物理学 5 2 3
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2

保�体 保健体育 5 3 2
英語Ⅰ 5 3 2
英語Ⅱ 6 3 3

42 21 18 3 0 0
文学Ⅲ 2 2
日本語コミュニケーションⅠ 1 1
地理学 2 2
歴史学 2 2
社会学 2 2
政治学・経済学 1 1
基礎数学Ⅰ 2 2
基礎数学Ⅱ 1 1
代数・幾何 3 2 1
数学特講 1 1
数学演習 1 1

理�科 生�物 1 1
保健体育 2 2
体育実技 2 1 1
音�楽 1 1
美�術 1 1
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝB 2 2
英�語 4 2 2
英会話 1 1
英語演習Ⅰ 1 1

36 6 8 13 6 3
日本語コミュニケーションⅡ 1 1
文学特講 1 1
社会科学Ⅰ 1 1
社会科学Ⅱ 1 1
環境科学Ⅰ 1 1
環境科学Ⅱ 1 1
人間科学Ⅰ 1 1
人間科学Ⅱ 1 1
英語演習Ⅱ 1 1
英語演習Ⅲ 1 1
第二外国語Ⅰ 1 1
第二外国語Ⅱ 1 1
複素関数論 1 1
ベクトル解析 1 1
フ−リエ解析 1 1
統計学 1 1

�    小�計 16 0 0 0 6 10
94 27 26 16 12 13
82 27 26 16 7 6

ボランティア活動 1
小�計 1

開設単位数
修得可能単位数

授業外科目
1

並
�

列
�

開
�

講

国�語

数�学
（前期開設科目）

この中から
1科目選択

選

択

単
�

独
�

開
�

講

国�語

社�会

芸�術

外国語

小  計

必

修

国�語

この中から
3科目選択

社�会

外国語

授��業��科��目 単位数

数�学

保�体

学年別配当
備��考

数�学

理�科

外国語

小  計

教育課程表

一般科目（各学科共通）



1年 2年 3年 4年 5年

工学基礎Ⅰ 1 1  

工学基礎Ⅱ 1 1  

工学基礎Ⅲ 2 2  

情報処理基礎 2 2  

応用物理学Ⅰ 3 3  

応用数学Ⅰ 2 2 30H+15H/単位

応用数学Ⅱ 2 2 30H+15H/単位

電気基礎 1 1  

電気製図 1 1  

電気磁気学 5 1 2 2 15H+30H/単位

電気回路 7 1 2 4 15H+30H/単位

電気電子計測 3 2 1 30H+15H/単位

制御工学 2 2 30H+15H/単位

電気電子基礎演習 1 1

電気電子工学演習 1 � 1 30H+15H/単位

電気電子工学実験 12 3 3 4 2 45H/単位

電力工学系 電気機器 4 2 2 30H+15H/単位

電子デバイスⅠ 2 2  

電子回路Ⅰ 2 2 30H+15H/単位

情報工学系 情報処理 5 1 2 2 15H+30H/単位

6 6  

65 7 8 18 24 8

応用物理学Ⅱ 1 1 � 30H+15H/単位

システム制御 2 2 30H+15H/単位

機械工学概論 2 � 2 30H+15H/単位

高電圧工学 1 1 30H+15H/単位

パワーエレクトロニクス 1 1 30H+15H/単位

電力輸送工学 2 2 30H+15H/単位

電力発生工学 2 2 30H+15H/単位

電子デバイスⅡ 1 1 30H+15H/単位

電子回路Ⅱ 2 2 30H+15H/単位

電子物性 2 2 30H+15H/単位

通信工学Ⅰ 2 � 2 30H+15H/単位

計算機工学 2 � 2 15H+30H/単位

論理回路 1 1 � 30H+15H/単位

� 小�計 21 0 0 0 5 16

電気材料 1 1 30H+15H/単位

電気法規 1 1 30H+15H/単位

電気応用 1 1 30H+15H/単位

電気設計 2 2 30H+15H/単位

計算機工学特論 1 1 30H+15H/単位

電子工学特論 1 1 30H+15H/単位

通信工学Ⅱ 1 1 30H+15H/単位

電子設計 2 2 30H+15H/単位

� 小�計 10 0 0 0 0 10  

96 7 8 18 29 34

91 7 8 18 29 29

学外実習 1(2)

課題研究 1

特別講義 1

小�計 3(4)

※備考欄での「aH+bH/単位」の表記は4・5年における学修単位で、1単位につきa時間の授業とb時間の自学が含まれることを意味します。

開設単位数
授業外科目を除く

修得可能単位数

授業外科目

1(2)

1

1

選

択

単
 

独
 

開
 

講

工学複合・総合

電力工学系

電子工学系

情報通信工学系

並
列
開
講

電力工学系

電子情報工学系

必

修

工学基礎

電気工学基礎

電子工学系

卒業研究

小�計

授��業��科��目 単位数
学 年 別 配 当

備��考

教育課程表

電気工学科



平
成
2
8
年
度
　
科
目
系
統
図
　
電
気
工
学
科
・
生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
（
電
気
系
）

◎
必
修

◎
選
択

○
必
修

○
選
択

学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

地
理
学

社
会
学

政
治
学
・
経
済
学

社
会
科
学
Ⅰ

社
会
科
学
Ⅱ

地
球
環
境
と
人
間

地
域
特
性
と
人
間
生
活

歴
史
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

生
物

音
楽

美
術

保
健
体
育

保
健
体
育

保
健
体
育

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

地
理
学

社
会
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

現
代
化
学

地
球
環
境
と
人
間
環
境
科
学

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

環
境
調
整
学

工
学
基
礎
Ⅰ

環
境
工
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

英
語
演
習
Ⅲ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
英
語

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

A
-
1

考
察
力

A
-
2

倫
理
観

A
-
3

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

基
礎
解
析
学

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

数
学
演
習

数
学
演
習

複
素
関
数
論

応
用
解
析
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅰ

代
数
・
幾
何

数
学
特
講

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅰ

ベ
ク
ト
ル
解
析

応
用
解
析
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅱ

代
数
・
幾
何

応
用
数
学
Ⅱ

応
用
数
学
Ⅱ

フ
ー
リ
エ
解
析

現
代
化
学

現
代
物
理

環
境
科
学

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

統
計
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
環
境
調
整
学

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

応
用
物
理
学
Ⅰ
応
用
物
理
学
Ⅱ

機
械
シ
ス
テ
ム
制
御

環
境
工
学

設
備
設
計

工
学
基
礎
Ⅰ

工
学
基
礎
Ⅲ

機
械
工
学
概
論
機
械
工
学
概
論
情
報
シ
ス
テ
ム

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
設
計

工
学
基
礎
Ⅱ

電
気
電
子
計
測

電
気
基
礎

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

電
気
製
図

電
気
回
路

電
気
回
路

制
御
工
学

制
御
工
学

電
気
機
器

電
気
機
器

電
気
機
器

電
気
設
計

電
気
設
計

電
気
材
料

電
子
物
性

電
子
物
性

電
子
設
計

電
子
設
計

計
算
機
工
学

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理

情
報
処
理

情
報
処
理

電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅰ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
英
語

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

シ
ス
テ
ム
制
御
シ
ス
テ
ム
制
御

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験

電
気
回
路

電
気
回
路

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

電
気
電
子
計
測

電
気
電
子
計
測
電
力
輸
送
工
学
電
力
輸
送
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
デ
ィ
ジ
タ
ル
制
御

自
動
生
産
シ
ス
テ
ム

電
力
発
生
工
学
電
力
発
生
工
学
精
密
加
工
学

応
用
流
体
工
学
塑
性
加
工
学

高
電
圧
工
学

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論

画
像
処
理
工
学

パ
ル
ス
パ
ワ
ー
工
学

電
気
法
規

電
気
応
用

機
能
デ
バ
イ
ス
工
学
応
用
電
子
回
路
工
学

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路
Ⅱ

電
子
回
路
Ⅱ

電
子
物
性
工
学

シ
ス
テ
ム
情
報
モ
デ
ル

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
管
理
論

電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅱ
電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅱ
電
子
工
学
特
論

計
算
機
工
学
特
論
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
光
応
用
工
学

応
用
情
報
工
学
情
報
通
信
工
学

論
理
回
路

通
信
工
学
Ⅰ

通
信
工
学
Ⅰ

通
信
工
学
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

工
学
基
礎
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

電
気
製
図

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験

電
気
電
子
基
礎
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

合
同
特
別
実
験

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

B
-
1

基
礎
知
識

B
-
2

専
門
知
識

B
-
3

実
践
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

工
学
基
礎
Ⅲ

制
御
工
学

制
御
工
学

合
同
特
別
実
験

環
境
科
学

創
造
設
計
合
同
演
習
環
境
調
整
学

電
気
機
器

電
気
機
器

環
境
工
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
設
備
設
計

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理

情
報
処
理

情
報
処
理

機
械
工
学
概
論
機
械
工
学
概
論

機
械
シ
ス
テ
ム
要
素

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
概
論

建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
分
子
生
物
学

情
報
シ
ス
テ
ム

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

材
料
工
学
概
論

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

現
代
物
理

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

機
械
シ
ス
テ
ム
制
御

電
気
設
計

電
気
設
計

機
能
デ
バ
イ
ス
工
学

電
子
設
計

電
子
設
計

応
用
情
報
工
学

特
別
実
習
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教科名 体育実技 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z001 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 イラストでみる最新スポーツルール（大修館書店） 

担当者 野口 欣照 

 
到達目標 

１．生涯を通して運動に親しむ態度を育て，各運動に必要な技能の習得及び体力の向上を図

ることができる 
２．ネット型の球技でサーブやラリーができる 
３．ターゲット型の球技で意図したところに打つことができる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解し，た

くさんのスポーツに積

極的に参加することが

できる 

「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解し，社

会人になっても健康

的に過ごせるよう積

極的にスポーツに親

しむことができる 

「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解でき

ず，スポーツに積極的

に親しむことができ

ない 

評価項目２ ネット型の球技のルー

ルを理解し，基本的な

プレーの応用がゲーム

でできる 

ネット型の球技のル

ールを理解し，基本的

なプレーができる 

ネット型の球技のル

ールが理解できず，基

本的なプレーができ

ない 

評価項目３ ターゲット型の球技の

ルールを理解し，基本

的なプレーができる 
 
 

ターゲット型の球技

のルールを理解し，

10m 程度であれば意

図したところに打つ

ことができる 

ターゲット型の球技

のルールを理解でき

ず，10m 程度であっ

ても意図したところ

に打つことができな

い 
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学科の到達目標項目との関係 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要  運動を行うことにより，運動することの楽しさや喜びの実感，運動に必

要な技能の習得及び体力の向上を図る． 
 主体的に運動に取り組む姿勢や，生涯を通して運動に親しむ態度を育

て，各運動に必要な技能の習得及び体力の向上を図ることができる 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実技中心に進める 
実技テスト，ルールテスト有り 

注意点 実技点 80％，ルールテスト 20％で総合評価とする 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 シラバス説明 シラバスの内容を説明できる 

2 週 新体力テスト，集団行動 自分の現在の体力を確認できる，号令に合わせ

て（集団で）行進や方向転換などができる 

3 週 新体力テスト，集団行動  
4 週 ゴルフ（雨天時卓球） アプローチを意図したところに落とせる 

5 週 ゴルフ（雨天時卓球）  
6 週 実技テスト  
7 週 卓球（雨天時に卓球をし

ていた場合は晴天時ゴ

ルフ） 

ダブルスで試合ができる 

8 週 卓球（雨天時に卓球をし

ていた場合は晴天時ゴ

ルフ） 

ダブルスで試合ができる 

9 週 実技テスト  
10 週 テニス（雨天時バドミン

トン） 
ダブルスで試合ができる，ラリーからボレーや

スマッシュなどを打つことができる 

11 週 テニス（雨天時バドミン

トン） 
 

12 週 実技テスト  
13 週 バドミントン ダブルスで試合ができる，ハイクリア，クリア，

ドロップと打ち分けることができる 
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14 週 バドミントン  
15 週 実技テスト  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 English (ⱥㄒ) 
 
 

科目基礎情報  

科目番号 5Z002 科目区分 選択 

授業形式 授業࣭₇習 単位数 ２（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 Engineering English (beta) 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．Improve English accuracy 
２．Improve reading efficiency 
３．Improve sentence writing variety 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Can accurately parse 
both complex and 
compound sentences 

Can accurately parse 
simple sentences 

Unable to parse even 
simple sentences 

評価項目２ Can identify phrases 
and parts of speech  
and understand their 
relations 

Can identify phrase 
and parts of speech   

Can not identify 
phrases or parts of 
speech 

評価項目３ Can read and 
understand most 
complex and 
compound sentences 

Can read and 
understand most 
simple sentences 

Can not read or 
understand even 
simple sentences 

 
 

学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
 

教育方法等 
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概要 Learn about English grammar through sentence diagramming  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Most classes will begin with a question to focus student attention on an 
aspect of English grammar to be answered in class followed by a lecture 
on the grammar point and instruction on diagramming the point and 
then group work to practice diagramming.   

注意点 Require basic Jr. high school level English grammar and vocabulary 
(TOEIC 300+)  
Test will be given quarterly and count 25% each.  Homework will be 
assigned from the text each week.   

 
 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 Basic Sentence 
Structure/lecture and 
group work 

Learn about parts of speech and basic simple 
sentence structure 

2 週 Predicates/lecture and 
group work 

Learn to identify predicates and their objects 
and compliments 

3 週 Prepositional Phrases/ 
lecture and group work 

Learn to identify prepositional phrases 
including their heads and objects. 

4 週 Adjectives/ lecture and 
group work 

Learn to identify adjectives and associated 
phrases 

5 週 Adverbs and Adjunct 
Adverbials/ lecture and 
group work 

Learn to identity adverbials and understand 
their relationship to the sentence 

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Verbs: Auxiliary and 
Lexical Verbs/ lecture 
and group work 

Learn to identify longer verb phrases and 
their parts 

10 週 Verb Tenses/ lecture 
and group work 

Learn to identify all the verb tenses 

11 週 Verb Voice/ lecture and 
group work 

Learn to identify verb voice and associated 
objects 

12 週 Yes/No Questions/ 
lecture and group work 

Learn verb fronting in yes/no questions 
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13 週 Noun Details/ lecture 
and group work 

learn about count/non-
count/singular/plural/proper nouns 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 Gerunds/ lecture and 
group work 

learn to identify gerunds and gerund phrases 

2 週 Infinitive Verbs/ lecture 
and group work 

learn to identity infinitives and infinitive 
phrases 

3 週 Possessives and 
Appositives/ lecture and 
group work 

learn to identify possessives and appositives 

4 週 Pronoun Details/ 
lecture and group work 

learn about pronoun details: demonstrative, 
relative, question,  indefinite, personal 

5 週 Conjunctions and 
Subordination/ lecture 
and group work 

Learn about coordinating and subordinating 
conjunctions  

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Adjective Clause/ 
lecture and group work 

learn to identify adjective clauses 

10 週 Noun Clause/ lecture 
and group work 

learn to identify noun clauses 

11 週 Wh Questions/ lecture 
and group work 

learn to identify Wh questions 

12 週 Other Adverbials/ 
lecture and group work 

learn about conjunctive and disjunctive 
adverbials 

13 週 Ambiguous Sentences/ 
lecture and group work 

learn to identify ambiguous sentences and 
diagram their different interpretations 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᩥ学≉ㅮ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠗ୕ᅄ㑻 （࠘新₻ᩥᗜ） 

担当者 ⳻ᒸ ᠇ྖ 

 
到達目標 

１．ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘をㄞ解し㚷㈹することを通してࠊ多面的なもののぢ方ࠊ感ࡌ方を῝

めࠊ進んで⾲現しㄞ書することによって人生を㇏かにする態度を㌟につけることができるࠋ 
２．సရをㄞんで考えたことをࠊ㐺ษかつに⾲現することができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᩥ❶やసရをㄞ解しࠊ

ᩥ⬦と要点を㐺ษにᢕ

ᥱすることができるࠋ 

ᩥ❶やసရをㄞ解しࠊ

ᩥ⬦と要点をᢕᥱす

ることができるࠋ 

ᩥ❶やసရをㄞ解しࠊ

ᩥ⬦と要点をᢕᥱす

ることができないࠋ 

評価項目２ ㏆௦ᩥ学に㛵する基♏

▱㆑を῝く理解しࠊ㌟

につけることができ

るࠋ 

㏆௦ᩥ学に㛵する基

♏▱㆑を理解しࠊ㌟に

つけることができるࠋ 

㏆௦ᩥ学に㛵する基

♏▱㆑を理解しࠊ㌟に

つけることができな

いࠋ 

評価項目３ 時㛫࣭Ꮠᩘでඃれたᩥ

❶をసᡂすることがで

きるࠋ 

ᐃめられた時㛫࣭ Ꮠᩘ

でᩥ❶をసᡂするこ

とができるࠋ 

ᐃめられた時㛫࣭ Ꮠᩘ

でᩥ❶をసᡂするこ

とができないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること． 

 
教育方法等 

概要 ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘のㄞ解を行いࠊ㚷㈹ᩥを書くࠋ 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘をㅮㄞするࡑࠋの㝿ࠊస⪅ₙ▼についてࠊ明期のᩥ

⫼ᬒࠗࠊ ୕ᅄ㑻࠘௨እのసရとのẚ㍑などࠊᵝࠎなアプローチでࠗ୕ᅄ

㑻࠘に㏕ることでࠊ多面的な▱㆑が⋓得できࠊ㔜ᒙ的なㄞ解を行うことが

できるࠋ各ᅇࠊᑠレポートとして㚷㈹ᩥをㄢしࠊḟᅇࡑࠊのうちのඃれた

㚷㈹ᩥを⤂しࠊ㉁ၥ➼に⟅えることでࠊ学生の⯆㛵心に༶した授業ᒎ

㛤と方向のやりとりをྍ能にするࠋ 

注意点 ₎Ꮠ᳨ᐃ‽２⣭程度のㄒᙡ力ࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࣭࢞イダンス 
࣭ኟ┠ₙ▼について 

࣭学習┠ᶆと授業の進め方を理解できるࠋ 
࣭స⪅についての▱㆑を㌟につけるࠋ 

2 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの１ 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

3 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの２ 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

4 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの３ 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

5 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸲 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

6 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの５ 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

7 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸴 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

8 週 ࣭ࡲとめの㚷㈹ᩥ  
9 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸵 

࣭㚷㈹ᩥ 
࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

10 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸶 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

11 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸶 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

12 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸷 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

13 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの 10 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 
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14 週 ࣭ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの 11 
࣭㚷㈹ᩥ 

࣭Ⓩ場人物の心理と行動を理解できるࠋ 
࣭自分の考えを㐺ษに⾲現できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 30    70  100 

基礎的能力 30    70  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 社会科学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 参考書： 
 ᮌୗ康ᙪ ⦅ࠗヲ説 ୡ⏺ྐ◊✲ ᨵゞ∧ （࠘ᒣᕝฟ∧社，2008 ᖺ） 
 ᑿᙧ ຬ ⦅ࠗୡ⏺ྐ㹀 （࠘ᮾி書⡠，2013 ᖺ） 

担当者 ㇂口 ග⏨ 

 
到達目標 

１．20 ୡ⣖後༙のアࢪア地ᇦのṔྐを，大きなᯟ組みとὶれの中で，説明できるࠋ 
２．21 ୡ⣖のᅜ㝿社会のㅖㄢ㢟を，Ṕྐ的ഃ面から，説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ あなたは，「20 ୡ⣖後

༙のアࢪア地ᇦのṔ

ྐ」を，大きなᯟ組み

とὶれの中で，必要な

基♏▱㆑をṇしく用

することができ，ㄽ理

的に（₎Ꮠやᩥἲ上の

ㄗりなく）ㄞみᡭに説

明できているࠋ 

あなたは，「20 ୡ⣖後

༙のアࢪア地ᇦのṔ

ྐ」を，大きなᯟ組み

とὶれの中で，必要な

基♏▱㆑をㄗりがあ

るものの用するこ

とができ，₎Ꮠやᩥἲ

上のㄗりがྵࡲれる

もののㄞみᡭに説明

できているࠋ 

あなたは，「20 ୡ⣖後

༙のアࢪア地ᇦのṔ

ྐ」を，大きなᯟ組み

とὶれの中で説明す

る㝿に，必要な基♏▱

㆑をṇしく用する

ことができず，₎Ꮠや

ᩥἲ上のㄗりが多い

ため，ㄞみᡭに説明で

きていないࠋ 

評価項目２ あなたは，「21 ୡ⣖の

ᅜ㝿社会のㅖㄢ㢟」を，

必要な基♏▱㆑をṇし

く用することがで

き，ㄽ理的に（₎Ꮠや

ᩥἲ上のㄗりなく）ㄞ

みᡭに説明できてい

あなたは，「21 ୡ⣖の

ᅜ㝿社会のㅖㄢ㢟」

を，必要な基♏▱㆑を

ㄗりがあるものの

用することができ，₎

Ꮠやᩥἲ上のㄗりが

れるもののㄞみࡲྵ

あなたは，「21 ୡ⣖の

ᅜ㝿社会のㅖㄢ㢟」を

説明する㝿に，必要な

基♏▱㆑をṇしく

用することができず，

₎Ꮠやᩥἲ上のㄗり

が多いため，ㄞみᡭに
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るࠋ ᡭに説明できているࠋ 説明できていないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．AѸ1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

 
教育方法等 

概要  「人㛫は社会的動物である」といわれるように，⚾たちは社会の中でし

か生きることができࡲせんࡑࠋして，ࡑの社会の中で，をあるいはᮍ᮶

をよりよく生きようとするなら，主体的に社会のことを▱り，考え，ാき

かけなければなりࡲせんࠋ  

こで本授業では，21ࡑ  ୡ⣖のᵝࠎな「社会」を▱るにあたり，最も大き

な単位となる「ᅜ㝿社会」をᑐ㇟とし，「Ṕྐ」のഃ面からアプローチし

ようとᛮいࡲすࠋ後もᅜ㝿がࡲすࡲす進ᒎし，ࡑれにకい᪥本の社会

もᙳ㡪をཷけていくことを考えると，大きなぢ方で社会をとらえることが

要ồされると考えるからですࡲࠋた，どのような社会であれ，必ずṔྐ的

過程を⤒てᡂ❧するわけですから，ࡑの過程を考ᐹすることで現在をより

よく理解することができるからですࠋ 

 ⚾たちに最も㌟㏆なところから考えていくことが，ᅜ㝿社会を考えるう

えで，大ษな୍Ṍとなるでしࡻうࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 プリントにࡑってㅮ⩏ᙧᘧで進めࡲすࠋ単ඖ࣭内容によって，ࢢループ

࣡ーク➼を取りධれることもありࡲす（ཷㅮ⪅ᩘにもよりࡲすが）ࠋ 

た，授業内容はかなり「ᑓ㛛的」ですから，習はもちろん，ண習もࡲ 

積極的に行ってୗさいࠋ授業内容の理解をຓけるために，参考となるሗ

 ࠋすので，こちらも積極的に参照してୗさいࡲを㐺ᐅ⤂し（ースࢯ）

注意点  ୍⯡科┠で⣔⤫的に学習してきた「地理学」，「Ṕྐ学」，「社会学」，「ᨻ

学࣭⤒῭学」の▱ぢがみなさんの理解をຓけることになるでしࡻうࠋ 

た，授業でᢅえる内容は時㛫的ไ⣙からかなり㝈ᐃされたものになるࡲ 

ため，授業時㛫௨እでもさࡲࡊࡲな学習ά動を取りධれ，⯆࣭㛵心をも

つことが必要ですࠋ≉に，新⪺はẖ᪥ㄞんでḧしい「ᩍᮦ」ですࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ᗎ❶ ࢞イダンス シラバスの内容をࡲࡩえ，本授業をཷㅮする

態度を㌟につけることができるࠋ 

2 週 ᡓ後ୡ⏺のฟⓎ ➨ḟୡ⏺大ᡓのᛶ᱁と෭ᡓ体ไのᵓ㐀につ

いて説明できるࠋ 
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3 週 中⳹人Ẹඹᅜのᡂ❧ 中⳹人Ẹඹᅜのᡂ❧過程と「つの中ᅜ」

について説明できるࠋ 

4 週 ᮅ㩭༙ᓥと分᩿ᅜᐙ ෭ᡓ体ไୗでのᮅ㩭ᡓதの過程࠾よびᙳ㡪を

説明できるࠋ 

5 週 ᮾ༡アࢪアのᅜẸᅜᐙձ ෭ᡓ体ไୗでのᮾ༡アࢪアㅖᅜの⊂❧を説明

できるࠋ 

6 週 ᮾ༡アࢪアのᅜẸᅜᐙղ ෭ᡓ体ไୗでのᮾ༡アࢪアㅖᅜの⊂❧を説明

できるࠋ 

7 週 すアࢪアのᅜẸᅜᐙձ ෭ᡓ体ไୗでのすアࢪアㅖᅜの⊂❧を説明で

きるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  

9 週 テスト㏉༷と解説ځ➨୕勢

力のᙧᡂ 
฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度を自ᕫ評価できるځࠋ➨୕勢

力のᙧᡂとࡑの現௦ྐ的意⩏を説明できるࠋ 

10 週 すアࢪアのᅜẸᅜᐙղ 中ᮾᡓதの過程࠾よびᙳ㡪を説明できるࠋ 

11 週 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ձ 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ࡲでにいたる過程を説

明できるࠋ 

12 週 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ղ ᩥ大㠉のṔྐ的意⩏࠾よびࡑの後の中ᅜ

のṔྐを説明できるࠋ 

13 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮅ㩭༙ᓥ ᮅ㩭ᡓத௨㝆のᮅ㩭༙ᓥのṔྐを説明でき

るࠋ 

14 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アࢪ

アձ 
1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アࢪアのṔྐを説明で

きるࠋ 

15 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アࢪ

アղ 
よびṔྐ的意⩏を説明࠾ムᡓதの過程ࢼト࣋

できる 

16 週 テスト㏉༷と解説 ฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度を自ᕫ評価できるࠋ 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ⎔ቃ科学ϩ 
 
科目基礎情報 

科目番号 5Z005 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 
開設学科 学科 対象学年 ５ 
開設期 ๓期 週時限数 １ 
ཧ⪃教材 ᡂ㛗の㝈⏺㸭㝈⏺を㉸えて（ダイࣖࣔンド社） 

 ータブック㣗ᩱ（ᒾἼ書店）ࢹータブック人口㸭ࢹ
担当者 中ᓥ ὒ 

 
到達目標 

１．⎔ቃၥ㢟を生みฟす⫼ᬒの୍つである㈨本主⩏⤒῭の≉ᚩについて説明できるࠋ 
２．༡ၥ㢟にྵࡲれる人口࣭㣗ᩱ࣭㈨※の各ၥ㢟の≉ᚩについて説明できるࠋ 
３．地球つᶍで㉳こっている⎔ቃၥ㢟と人㛫ά動の㛵ಀの≉ᚩについて説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⎔ቃၥ㢟を生みฟす⫼

ᬒの୍つである㈨本主

⩏⤒῭の≉ᚩについて

用ㄒを的確に用して

Ⓨᒎ的な説明ができるࠋ 

⎔ቃၥ㢟を生みฟす

⫼ᬒの୍つである㈨

本主⩏⤒῭の≉ᚩに

ついて基本的な説明

ができるࠋ 

⎔ቃၥ㢟を生みฟす

⫼ᬒの୍つである㈨

本主⩏⤒῭の≉ᚩに

ついてㄽ理的な説明

ができないࠋ 
評価項目２ ༡ၥ㢟にྵࡲれる人

口 㣗࣭ᩱ࣭ ㈨※の各ၥ㢟

の≉ᚩについて用ㄒを

的確に用してⓎᒎ的

な説明ができるࠋ 

༡ၥ㢟にྵࡲれる

人口࣭㣗ᩱ࣭㈨※の各

ၥ㢟の≉ᚩについて

基本的な説明ができ

るࠋ 

༡ၥ㢟にྵࡲれる

人口࣭㣗ᩱ࣭㈨※の各

ၥ㢟の≉ᚩについて

ㄽ理的な説明ができ

ないࠋ 
評価項目３ 地球つᶍで㉳こってい

る⎔ቃၥ㢟と人㛫ά動

の㛵ಀの≉ᚩについて

用ㄒを的確に用して

Ⓨᒎ的な説明ができるࠋ 

地球つᶍで㉳こって

いる⎔ቃၥ㢟と人㛫

ά動の㛵ಀの≉ᚩに

ついて基本的な説明

ができるࠋ 

地球つᶍで㉳こって

いる⎔ቃၥ㢟と人㛫

ά動の㛵ಀの≉ᚩに

ついてㄽ理的な説明

ができないࠋ 
 
学科の到達目標項目との関係 

 .A—1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A—2(b)：社会や自↛の中での技⾡のᙺを理解し，技⾡⪅としての㈐௵を理解できること. 
 
教育方法等 

概要 この科┠の㔜要な࢟ー࣡ードの୍つが⎔ቃၥ㢟であるࠋしかし授業でᢅう内
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容はࠊ ᬮ現㇟や᳃ᯘ◚ቯといったಶูのၥ㢟ではないࡑࠋれらの⎔ቃၥ

㢟をᘬき㉳こすඹ通のᅉᏊの୍つが人㛫ά動であるࠋつࡲり⎔ቃၥ㢟とは地

球という✵㛫とࡑれを用する人㛫のά動のアンバランスな≧態をいうので

あるࠋこの科┠の┠的はࡑの人㛫のά動にὀ┠してࡑࠊれらのఱがアンバラ

ンス≧態をⓎ生させているのかを考えようとすることであるࠋ地球⎔ቃၥ㢟

というスࢣールの大きなᑐ㇟であるがࡑࠊれを考えるษり口は㌟㏆な✵㛫の

中にᏑ在しているࠋᡃࠎもࡑのၥ㢟の୍㒊に㛵ಀしているのࠊࡔという⮫場

感をᣢってこれらのၥ㢟を考えてもらいたいࠋ 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᩍ科書のような᪤Ꮡのᩍᮦは用しないがࠊᩍ科内容を説明するために必要

な㈨ᩱをプリントᩍᮦとして㓄ᕸするࡑࠋのプリントの内容を説明するᙧᘧ

で授業を進めていくࠋ 
注意点 この科┠でᢅう内容はⓙさんがᬑẁຮᙉしている内容とはかなり␗なる社会

科学的な内容が中心となる３ࠋᖺ生ࡲでに学習した社会科の各ᩍ科┠を୍度

習してもらいたいࠋしかしࠊ地球⎔ቃに㛵するᩥ⊩や㈨ᩱはⓙさんの࿘ᅖ

にたくさんᏑ在しているしࠊ授業でも㛵ಀᩥ⊩の⤂を行うணᐃであるࡑࠋ

れらに᥋しながらࠊ積極的な姿勢で学習に⮫んでもらいたいࡲࠋたࠊල体的

な⎔ቃၥ㢟と授業でᢅった内容の㛵ಀについてはࠊ授業時㛫እ学習としてレ

ポートをㄢすணᐃであるࠋ 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1週 地球⎔ቃのኚ㑄と現≧ 多ᵝな⎔ቃၥ㢟をⓎ生させている地球のኚ㑄と

現≧について理解できるࠋ 
2週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（１） ⎔ቃၥ㢟をⓎ生させる㈨本主⩏⤒῭のᙧᡂ過程

について理解できるࠋ 
3週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（２） ⎔ቃၥ㢟をⓎ生させる㈨本主⩏⤒῭の≉ᛶにつ

いて理解できるࠋ 
4週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（３） 地球つᶍの⎔ቃၥ㢟と㈨本主⩏⤒῭との㛵ಀに

ついて理解できるࠋ 
5週 ⎔ቃၥ㢟としての༡ၥ

㢟（１） 
㈨本主⩏⤒῭を⫼ᬒとした༡㛫のᐩの㓄分の

ᆒ⾮について理解できるࠋ 
6週 ⎔ቃၥ㢟としての༡ၥ

㢟（２） 
⎔ቃၥ㢟の⫼ᬒといわれる༡㛫の᱁ᕪとࡑの

⫼ᬒについて理解できるࠋ 
7週 ⎔ቃၥ㢟と人口ၥ㢟（１） ୡ⏺人口のቑ加現㇟とࡑの⫼ᬒについて理解で

きるࠋ 
8週 ⎔ቃၥ㢟と人口ၥ㢟（２） 㛤Ⓨ㏵上地ᇦの人口ቑ加現㇟とࡑの⫼ᬒについ

て理解できるࠋ 
9週 ⎔ቃၥ㢟と人口ၥ㢟（３） ୡ⏺人口のቑ加現㇟が地球⎔ቃに及ࡰすၥ㢟点

について理解できるࠋ 
10週 ⎔ቃၥ㢟と㣗ᩱၥ㢟（１） ୡ⏺つᶍでの㣗ᩱ生⏘の現≧とࡑのὶ通につい

て理解できるࠋ 
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11週 ⎔ቃၥ㢟と㣗ᩱၥ㢟（２） ༡ၥ㢟を⫼ᬒとしたୡ⏺の㣗ᩱၥ㢟について

理解できるࠋ 
12週 ⎔ቃၥ㢟と㈨※ၥ㢟（１） ୡ⏺つᶍでの各✀㈨※の生⏘の現≧とࡑのὶ通

について理解できるࠋ 
13週 ⎔ቃၥ㢟と㈨※ၥ㢟（２） ༡ၥ㢟を⫼ᬒとしたୡ⏺の㈨※ၥ㢟について

理解できるࠋ 
14週 地球⎔ቃの◚ቯのシステ

ム 
地球つᶍでの⎔ቃၥ㢟を進行させる地球と人㛫

ά動の㛵ಀについて理解できるࠋ 
15週 期ᮎ試㦂 
16週 テスト㏉༷と解説  

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 人㛫科学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 参考図書（㉎ධの必要はない） 
Ώ㎶ ◊ࠗࣕࢪイࢼᩍ̿㠀ᡤ有࣭㠀ᭀ力࣭㠀ẅ生 ࡑのᩍ⩏と実生ά࠘㸭ㄽ

社  
中ᮧ ඖࠗᛮの自⏤とࣕࢪイࢼᩍ࠘中ᮧඖ選集➨ 10 ᕳ㸭⛅社 

担当者 ᒣ口 ⱥ୍ 

 
到達目標 

１．バラࣔンᩍとは␗なる「自⏤ᛮᐙ」とはఱかを説明できるࠋ 
 ࠋᩍの基本的な考え方について説明できるࢼイࣕࢪ．２
３．現௦インドのᩥ࣭価್ほに㛵して，᪥本との㐪いを説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ バラࣔンᩍとは␗なる

「自⏤ᛮᐙ」たちの

ᛮ体⣔の≉ᚩを社会

ኚと㛵㐃࡙けて説明

できるࠋ 

バラࣔンᩍとは␗な

る「自⏤ᛮᐙ」とは

ఱかを༑分ながら

説明できるࠋ 

バラࣔンᩍとは␗な

る「自⏤ᛮᐙ」とは

ఱかを説明できないࠋ 

評価項目２ ࣕࢪイࢼᩍᛮによる

ୡ⏺理解，ࡑれをᨭえ

る理ㄽ，理ㄽに基࡙く

行動つ⠊などを説明で

きるࠋ 

ᩍの基本的ࢼイࣕࢪ

な考え方について

༑分ながら説明でき

るࠋ 

ᩍの基本的ࢼイࣕࢪ

な考え方について説

明できないࠋ 

評価項目３ 現௦インドのᩥ࣭価

್ほに㛵して，いくつ

かを自分の視点から説

明できるࠋ 

現௦インドのᩥ࣭ 価

್ほに㛵して，᪥本と

の㐪いを༑分なが

ら説明できるࠋ 

現௦インドのᩥ࣭ 価

್ほに㛵して，᪥本と

の㐪いを説明できな

いࠋ 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A-2(b)：社会や自↛の中での技⾡のᙺを理解し，技⾡⪅としての㈐௵を自ぬできること． 

 
教育方法等 

概要 授業は基本的にᯈ書を中心としたㅮ⩏ᙧᘧで行いࡲすࣕࢪࠋイࢼᩍの᐀ᩍ

的実㊶に㛵しての大きな≉ᚩは「ᚭᗏしたẅ生の実行」ですࠋこの理ㄽ

的けとなる㟋㨦ほ࣭㍯ᘔ説といったࣕࢪイࢼᩍᛮの᰿ᖿをᩥ⊩に基

࡙き説明しࡲすࡲࠋた᐀ᩍᛮのල現されたものとして，ᩍのീに

┦ᙜするࢼࢪീをጞめとする᙮้࣭⤮⏬などの⨾⾡，ᑎ㝔ᘓ⠏も⧊りࡐ，

現௦のಙ⪅の姿と᐀ᩍ♩もࣕࢪイࢼᩍを理解する上で㔜要な要⣲とし

て授業の中で⤂しࡲすࠋ 
ཷㅮ生ㅖྩに୍ᒙの⯆をᣢってもらうために，ᩥ⊩㈨ᩱをもとにしたㅮ

⩏内容を⿵うために，⚾自㌟が現地でᙳしたものを中心に，┿࣭㘓㡢࣭

て，␗なࡌこの授業を通ࠋけうつもりですࡔなどの㈨ᩱをできる࢜ࢹࣅ

るุ᩿基‽と生き方にゐれ，␗ᩥの理解を῝めてもらいたいとᛮいࡲ

すࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᯈ書を中心とするㅮ⩏ᙧᘧですが，授業では学生とのやり取りをしながら

説明を行いࡲすので積極的な参加姿勢を期ᚅしࡲすࠋ授業内容の理解，␗

ᩥをᰂ㌾にཷけධれる視点とࡑのኚをチ࢙ックするため，ẖᅇの授業

後に࣓ࢥント࣭࢝ードを書いてもらいࡲすࠋ 

注意点 授業中に㓄ᕸする㈨ᩱの㒊は時㛫内にㄞめࡲせんから，ண習࣭習とし

て自分でㄞんで࠾いてୗさいࡑࠋのに，参考ᩥ⊩やインターネット上で

のሗࢯースなどを♧しࡲすࠋ各自の⯆でࡑれらを参照し，より୍ᒙの

理解を῝めてୗさいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ᑟධ㸻インドୡ⏺とࢪ

ࣕイࢼᩍ１ 
ᩍᚐは現在，どこにどれくらいᏑ在すࢼイࣕࢪ

るのかを理解する 

2 週 ᑟධ㸻インドୡ⏺とࢪ

ࣕイࢼᩍ２ 
現௦インドのの᐀ᩍとのẚ㍑でࣕࢪイࢼᩍ

のᴫ要を理解する 

3 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのࢪ

 １ࢼ
㛤♽マハーࣦーラのఏᢎと実ീについての

ᴫ␎を理解する 

4 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのࢪ

 ２ࢼ
 とはఱかを説明できるࢼルࣖー࢝ンチ࣭ࣕࣃ
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5 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのࢪ

 ３ࢼ
ᩍでいうࢼイࣕࢪ 24 ♽ᖌとはఱかを理解する 

6 週 ᩍ団のᡂ❧とⓎᒎ１ 「シュラーマࢼ」のఏ⤫とࣕࢪイࢼᩍとの㛵ಀ

を理解する 

7 週 ᩍ団のᡂ❧とⓎᒎ２ ⓑ⾰ὴと✵⾰ὴの༊ูについて理解する 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 テスト㏉༷と解説  
10 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ１ ࢪーࣦとはఱかを理解する 

11 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ２ ࣕࢪイࢼᩍのୡ⏺ほ（Ᏹᐂㄽ）を理解する 

12 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ３ ࣕࢪイࢼᩍで説明される㍯ᘔからの解ᨺの理

ㄽを理解する 

13 週 ᡄᚊと生ά１ ࣕࢪイࢼᩍᚐの大ㄋとはఱかを説明できる 

14 週 ᡄᚊと生ά２ ᐀ᩍ的⳯㣗主⩏の理⏤を説明できる 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    20 10 100 

基礎的能力 70    20 10 100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ⱥㄒ₇習Ϫ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z007 科目区分 選択 

授業形式 授業࣭₇習 単位数 １（履修単位）   

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Hyper Listening （Intermediate) 3rd edition 

担当者 ᚨ⏣ ோ  

 
到達目標 

１㸬Natural speed のⱥㄒの㡢ኌࡇࡿྲྀࡁ⪺ࢆとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

２㸬ⱥㄒㄒᙡࡸ表⌧ࢆṇࡃࡋ発ኌࠊࡋ書ࡇࡃとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

３㸬ⱥㄒ≉᭷の㡢㡩ኚࢆ理ゎࠊࡋ㡢ኌとᩥᏐࡇࡿࡏࡉ⮴୍ࢆとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

200㹼600 ㄒ程度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

てࠊスクリプトをぢず

に内容を説明できるࠋ 

200㹼600 ㄒ程度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

てࠊスクリプトをぢな

がら内容を説明でき

るࠋ 

200㹼600 ㄒ程度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

てࠊ内容を説明できな

いࠋ 

評価項目２ 

 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡや

㐃ㄒ➼の⾲現の 80%௨

上をṇしくⓎ㡢しࠊ書

くことができるࠋ 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡ

や㐃ㄒ➼の⾲現の

60%௨上をṇしくⓎ

㡢しࠊ書くことができ

るࠋ 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡ

や㐃ㄒ➼の⾲現の

60%ᮍ‶しかṇしく

Ⓨ㡢できずࠊ書くこと

ができないࠋ 

評価項目３ 

 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを理解

しࠊ授業で習った⾲現

の 80%௨上の㡢ኌとᩥ

Ꮠを୍⮴させることが

できるࠋ 
 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを理

解しࠊ授業で習った⾲

現の 60%௨上の㡢ኌ

とᩥᏐを୍⮴させる

ことができるࠋ 
 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを

とんど理解せずࠊ授業

で習った⾲現の 60%
ᮍ‶の㡢ኌとᩥᏐし

か୍⮴させることが

できないࠋ 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ࡲとࡲりのある分㔞のⱥㄒを⪺いてࠊ内容を理解するためのカ⦎ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ニュースࠊド࢟ュ࣓ンタリーࠊ会ヰࠊクイࢬ➼のࡲとࡲりのあるⱥᩥ㡢ኌ

を⪺いて内容を理解するࠊ┠ࠊ⪥ࠋᡭࠊ口をά動させての⫈解カ⦎ࠊ 

注意点 ẖᅇの₇習ᙧᘧの授業に┿ᦸに取り組むこと࣡ࠋークシートをẖᅇᥦฟࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 時ไの⪺き取り 時ไの⪺き取ることができるࠋ 

2 週 位⨨㛵ಀの⾲現 位⨨㛵ಀの⾲現を理解することができるࠋ 

3 週 ᩘのィ⟬ ⡆単なᩘのィ⟬ができるࠋ 

4 週 ᩘの⾲現 ൨の位ࡲでᩘの⾲現をすることができるࠋ 

5 週 ㉁ၥᩥの⪺き取り ㉁ၥᩥの⪺き取ることができるࠋ 

6 週 ▷⦰ᙧの⪺き取り ᵝࠎな▷⦰ᙧを⪺き取ることができるࠋ 

7 週 㡢㡩のつながり 㡢㡩のつながりをᩥᏐにኚ換できるࠋ 

8 週 会ヰのリࢬム 会ヰのリࢬムを習得できるࠋ 

9 週 ⤫ィで用いる⾲現 ⤫ィで用いる⾲現を理解できるࠋ 

10 週 Ⓨ㡢がఝているㄒ Ⓨ㡢がఝているㄒを㆑ูできるࠋ 

11 週 Ꮚ㡢とᏊ㡢のつながり Ꮚ㡢とᏊ㡢のつながりをᩥᏐにኚ換できるࠋ 

12 週 時を⾲す⾲現 時を⾲す⾲現を運用できるࠋ 

13 週 時้を⾲す⾲現 ᵝࠎの時้を⾲す⾲現を運用できるࠋ 

14 週 ẕ㡢とᏊ㡢のつながり ẕ㡢とᏊ㡢のつながり㆑ูできるࠋ 
15 週 期ᮎ試㦂  
16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
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分野横断的能力        
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教科名 ➨እᅜㄒϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠗ₎ᩥカㄞධ㛛 （࠘ྂ⏣ᓥὒかⴭ࣭2014 ᖺ∧࣭明書㝔） 

担当者 ྂ㈡ ᓫ㞞 

 
到達目標 

１．ྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）のᩥἲᵓ㐀について理解できるࠋ 
２．₎ᩥカㄞができるࠋ 
３．ᮾアࢪアのఏ⤫ᩥについて理解できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自ら積極的にྂ中ᅜ

ㄒ（₎ᩥ）のᩥἲᵓ㐀

について理解できるࠋ 

ྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）の

ᩥἲᵓ㐀について理

解できるࠋ 

㛵心を♧さずࠊᐃ期試

㦂でも学力のᐃ╔が

ぢられないࠋ 

評価項目２ 積極的にㄢ㢟に取り組

みࠊ₎ᩥカㄞができるࠋ 
₎ᩥカㄞができるࠋ 
 

ㄢ㢟に取り組ࡲずࠊᐃ

期試㦂でも学力のᐃ

╔がぢられないࠋ 

評価項目３ いくつかのᩥ⊩をㄞ

みࠊᮾアࢪアのఏ⤫ᩥ

について理解でき

るࠋ 

ᮾアࢪアのఏ⤫ᩥ

について理解できるࠋ 
ᮾアࢪアのఏ⤫ᩥ

について㛵心を♧さ

ないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 この科┠ではྂࠊ中ᅜㄒ（₎ᩥ）をとりあࡑࠊࡆのᩥἲᵓ㐀を解説しࠊ
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₎ᩥカㄞἲによるㄞ解࠾ࠊよび᪥本ㄒによる⩻ヂについて学ࡑࠋࡪの㝿ࠊ

あわせてྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）の⫼ᬒとなる中ᅜを中心とするᮾアࢪアのఏ

⤫ᩥをわかりやすく⤂するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
テ࢟ストを用しࠊ要点をᯈ書しながら授業を進めるࠋ 
㐺ᐅプリントを㓄ᕸしࠊㄢ㢟をㄢすࠋ 

注意点 ึṌ的な中ᅜのṔྐに㛵する▱㆑を必要とするࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス 授業内容とὀ意点を理解するࠋ 

2 週 ₎ᩥとはఱか ₎ᩥの基♏的▱㆑を理解するࠋ 

3 週 ₎ᏐのⓎ㡢 ㄞᩥᏐと⨨きᏐについて理解するࠋ 

4 週 ᩥἲの要点 基本的なᩥ型を理解するࠋ 

5 週 ㏉り点 ➢号と用ἲのཎ๎を理解するࠋ 

6 週 ㏦り௬ྡ ㄒᙡ㡿ᇦと⿵ㄞ㡿ᇦを理解するࠋ 

7 週 書きୗしᩥ 書きୗしᩥのཎ๎を理解するࠋ 

8 週 これࡲでのࡲとめ（1） これࡲでの授業内容が習できるࠋ 

9 週 カㄞの要㡿 カㄞのὀ意点を理解するࠋ 

10 週 ᅄᏐᡂㄒとఏ⤫ᩥ ఏ⤫ᩥについて理解するࠋ 

11 週 ▷ᩥカㄞ ㄞᩥᏐと㏉ㄞᩥᏐをྵむカㄞができるよう

になるࠋ 

12 週 㛗ᩥカㄞ 大意を参考にしながら㛗ᩥのカㄞができるよ

うになるࠋ 

13 週 ᩥ⦎習 ᩥのస業ᡭ㡰を理解するࠋ 

14 週 これࡲでのࡲとめ（2） これࡲでの授業内容が習できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 テスト⤖ᯝが確認できるࠋ 

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 」⣲㛵ᩘㄽ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5Z009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 㧗ᑓテ࢟ストシリーࢬ 応用ᩘ学 上野健∞/᳃ฟ∧ᰴᘧ会社 

担当者 㟷ᙳ ୍ဢ 

 

到達目標 

１．」⣲㛵ᩘに㛵する基本的事㡯を理解し，ࡑれらの್をィ⟬できる. 

２．」⣲㛵ᩘのᚤ分のᴫᛕを理解し，㛵ᩘのᚤ分をィ⟬できる. 

３．」⣲㛵ᩘの積分を理解し，᭤⥺に応ࡌた方ἲで積分್をィ⟬できる. 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 主್のᴫᛕࡲでྵめた

㛵ᩘの理解ができる. 

 

」⣲㛵ᩘに㛵する基

本的事㡯を理解し，ࡑ

れらの್がィ⟬でき

る. 

」⣲㛵ᩘの್がィ⟬

できない. 

評価項目２ ࢥーシー࣭リーマンの

ᐃ理を用い，ṇ๎㛵ᩘ

のุᐃを行うことがで

きる.  

」⣲㛵ᩘのᚤ分のᴫ

ᛕを理解し，ṇ๎㛵ᩘ

のᚤ分がィ⟬できる. 

ṇ๎㛵ᩘのᚤ分がィ

⟬できない.  

評価項目３ 単⣧㛢᭤⥺上に㧗位≉

␗点が」ᩘᏑ在すると

きの」⣲積分を␃ᩘᐃ

理を用いてィ⟬でき

る. 

」⣲㛵ᩘの積分を理

解し，᭤⥺に応ࡌた方

ἲで積分್がィ⟬で

きる. 

」⣲㛵ᩘの積分を理

解し，᭤⥺に応ࡌた方

ἲで積分್がィ⟬で

きない.  

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔
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教育方法等 

概要 この科┠の内容は，ࡲず，㸲ᖺḟの」⣲ᖹ面の事㡯(n ᰿➼)を習した

後，」⣲ᩘの㛵ᩘをᑟධし，基本的な㛵ᩘ(ᣦᩘ㛵ᩘ࣭ᑐᩘ㛵ᩘ࣭୕ゅ㛵

ᩘ➼)についてࡑのィ⟬⦎習を行いࡲす．ḟに，ࡑれらの㛵ᩘの」⣲ᩘの

意でのᚤ分࣭積分を学び，とくに，」⣲ᩘの意でᚤ分できる㛵ᩘ（ṇ

๎㛵ᩘ）について，ࡑれらがᣢっているᛶ㉁をヲしくぢて行きࡲす．ࡑし

て最後に，「ࡰṇ๎な㛵ᩘの」⣲積分が(積分のィ⟬ではなく)ᚤ分のィ

⟬によってồめられる」という「␃ᩘᐃ理」を学び，ࡑれを実ᩘの㛵ᩘの

積分のィ⟬にも応用しࡲす． 

 㸲学ᖺࡲでのᩘ学の中の解ᯒ学㛵ಀで，㛵ᩘについてᵝࠎなことを学ん

できࡲした．とくに，ᚤ分積分とࡑの応用は，工学のᑓ㛛科┠応用され

ることが多かったとᛮいࡲす．しかし，ࡑこで学んࡔ㛵ᩘはて実ᩘの㛵

ᩘでした．ここでは，」⣲ᩘの㛵ᩘについて，ᚤ分積分➼を学ࡪことにな

りࡲす． 

 さて，実ᩘより」㞧な」⣲ᩘでᚤ分積分➼を考えることは，実ᩘの場合

より㞴しくなりࡑうな気がしࡲすが，ᛮ㆟なことに，」⣲ᩘで考えた方

が⡆単になる事㡯もありࡲす．ࡲた，実ᩘの⠊ᅖではィ⟬できないような

積分が，⮳極⡆単にィ⟬できるᐃ理もありࡲす．これは，「 ⊃い視野でぢ

ていたときは↹㞧にぢえていた物事が，ᗈい視野でぢると，すっきりぢえ

る場合がある」という≧ἣにఝていࡲす． 

こで，この」⣲㛵ᩘㄽでは，ḟのࡑ 1),2),3)に㔜点を⨨いて，授業を行っ

て行きࡲす． 

1)ࡲで実ᩘの㛵ᩘで 学んできた事㡯を確認し，▱㆑࣭実力のᐃ╔を

図ること． 

2)ࡲで 実ᩘの㛵ᩘで 学んできた事㡯が」⣲ᩘの㛵ᩘになると，どのよ

うにኚわり，どのような新しいことがᡂり❧つのかを理解すること． 

3)物事を，⊃い視野からᗈい視野でぢてみるという姿勢をᇵうこと． 

 解ᯒ学というᩘ学の分野では，」⣲ᩘのୡ⏺は㠀ᖖに⨾しいୡ⏺ࡔとゝ

われていࡲす．ࡑの⨾しさをᑡしでも感ࡌてもらえればᖾいです． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏ᙧᘧ，ࢢループ࣡ーク➼による授業࠾よびၥ㢟₇習 

内容の理解とᐃ╔をはかるため，ㅮ⩏内容にἢったレポートをᥦฟしても

らいࡲす． 

注意点 有明㧗ᑓのᩘ学➨ 1㹼4ᕳࡲでの内容を理解している必要がありࡲす.  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 
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๓期 

1 週 授業のᴫ要説明 

」⣲ᩘ 

」⣲ᩘに㛵するグ号を理解し，」⣲ᩘのィ⟬が

確実にできる． 

2 週 n ，㹬᰿ 」⣲ᩘの⣼࣭㹬᰿のィ⟬ができる． 

3 週 」 ⣲ ᩘ の ᣦ ᩘ 㛵 ᩘ

(𝑒𝑧)࣭୕ゅ㛵ᩘ 

」⣲ᩘのᣦᩘ㛵ᩘ(𝑒𝑧)࣭ ୕ゅ㛵ᩘのᐃ⩏を理解

し，್のィ⟬ができる．ࡲたࡑの」⣲方程ᘧが

解ける. 

4 週 」⣲ᩘのᑐᩘ㛵ᩘ࣭ᣦᩘ

㛵ᩘ(𝑎𝑧) 
」⣲ᩘのᑐᩘ㛵ᩘࠊᣦᩘ㛵ᩘ(𝑎𝑧)のᐃ⩏を理解

し，್のィ⟬ができる．ࡲたࡑの」⣲方程ᘧが

解ける. 

5 週 」⣲㛵ᩘの極㝈 」⣲㛵ᩘの᮰࣭Ⓨᩓのᴫᛕを理解し, ㄪる

ことができる. 

6 週 」⣲㛵ᩘ，」⣲ᚤ分 」⣲㛵ᩘ，」⣲ᚤ分，ṇ๎㛵ᩘのᴫᛕを理解し，

」⣲ᚤ分のィ⟬ができる． 

7 週 ࢥーシー࣭リーマンのᐃ

理 

ṇ๎㛵ᩘのุᐃ᮲௳を理解し，ุᐃができる． 

8 週 中㛫試㦂  

9 週 」⣲積分 」⣲㛵ᩘの⥺⦼分のᴫᛕを理解し，積分のィ⟬

ができる．  

10 週 ࢥーシーの積分ᐃ理，積

分බᘧ，積分⾲♧ 

 ．ーシーのㅖᐃ理を理解するࢥ

11 週 テイラーᒎ㛤, ローラ

ンᒎ㛤 

」⣲㛵ᩘのテイラーᒎ㛤, ローランᒎ㛤のᴫ

ᛕを理解する． 

12 週 ≉␗点，␃ᩘ，␃ᩘのィ

⟬方ἲ 

」⣲㛵ᩘの≉␗点࣭極，␃ᩘのᴫᛕを理解し，

␃ᩘのィ⟬ができる． 

13 週 ␃ᩘᐃ理 ␃ᩘᐃ理の組みを理解し，␃ᩘᐃ理を用いた

」⣲積分のィ⟬ができる． 

14 週 実積分の応用 ␃ᩘᐃ理を応用した実積分のィ⟬ができる. 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 
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専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ࣋クトル解ᯒ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に㈨ᩱを㓄 

担当者 㧗本 㞞⿱ 

 
到達目標 

 ．クトルについてのᚤ分࣭積分をྵむ基本₇⟬ができる࣋．１
 ．クトル場の໙㓄࣭Ⓨᩓ࣭ᅇ転について理解し，ィ⟬ができる࣋．２
３．積分බᘧについて理解し，ィ⟬ができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࣋クトルについてのᚤ

分࣭積分をྵむ基本₇

⟬がṇ確にできる． 

クトルについての࣋

ᚤ分࣭ 積分をྵむ基本

₇⟬ができる． 

クトルについての࣋

ᚤ分࣭ 積分をྵむ基本

₇⟬ができない． 

評価項目２ ࣋クトル場の໙㓄࣭Ⓨ

ᩓ࣭ᅇ転について理解

し，ࡑの意について

説明できる． 

クトル場の໙㓄࣭࣋ Ⓨ

ᩓ࣭ ᅇ転について理解

し，ィ⟬ができる． 
 

クトル場の໙㓄࣭࣋ Ⓨ

ᩓ࣭ ᅇ転について理解

できず，ィ⟬ができな

い． 

評価項目３ 積分බᘧついて理解

し，ࡑの意について

説明できる． 

積分බᘧついて理解

し，ィ⟬ができる． 
積分බᘧついて理解

できず，ィ⟬ができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 工学的な㔞は，大ᴫ࣋クトルでグ㏙されࡲす．物理やᑓ㛛科┠でᢅわれ

る㔞，えば力，㏿度，電場，☢場➼ࠎは͇大きさと方向͇をᣢつ㔞です．
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したがって，工学上あるいは自↛現㇟をグ㏙する理ㄽᘧを⡆␎するため

に，物理や工学のᑓ㛛分野に࠾いては，ᢅう㔞を࣋クトル㔞の㛵ᩘとして

⾲現することがよく行われていࡲす．ࡑこで本ㅮ⩏では，࣋クトルのᚤ

分࣭積分のᐃ⩏とィ⟬ἲやᑓ㛛科┠の応用ィ⟬などを行い，工学的な現

㇟を࣋クトル㔞でとらえて理解し，ィ⟬ができる力を㣴ᡂすることを┠ᣦ

しࡲす． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで授業を行いࡲすࠋ 
内容の理解とᐃ╔をはかるため，₇習ၥ㢟のいくつかを㐺ᐅレポートとし

て解⟅࣭ᥦฟしてもらいࡲす． 

注意点 有明㧗ᑓのᩘ学 ➨ 1㹼4 ᕳの内容を理解している必要がありࡲすࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，࣋クトルの

௦ᩘ（࣋クトル，内積）

のᐃ⩏࠾よびィ⟬の

習 

௦ᩘ࣭ᗄఱで学習した࣋クトルの௦ᩘィ⟬が確

実にできる． 

2 週 ࣋クトルの௦ᩘ（እ積）

のᐃ⩏とィ⟬の習，₇

習 

௦ᩘ࣭ᗄఱで学習した࣋クトルのእ積のィ⟬が

確実にできる． 

3 週 ࣋クトルのᚤ分࣭積分の

ᐃ⩏及び₇習 
クトルのᚤ分࣭積分の意を理解し，ィ⟬が࣋

できる． 

4 週 ス࢝ラー場࣭࣋クトル場

のᐃ⩏ 
ス࢝ラー場࣭࣋クトル場のᐃ⩏を理解できる． 

5 週 ໙㓄のᐃ⩏及び₇習 ス࢝ラー場の໙㓄の意を理解し，ィ⟬ができ

る． 

6 週 Ⓨᩓのᐃ⩏及び₇習 ࣋クトル場のⓎᩓの意を理解し，ィ⟬ができ

る． 

7 週 ᅇ転のᐃ⩏及び₇習 ࣋クトル場のᅇ転の意を理解し，ィ⟬ができ

る． 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ࣭✵㛫᭤⥺の࣋クトル⾲

現のᐃ⩏ 
࣭⥺積分 

࣭✵㛫᭤⥺の࣋クトル⾲現が理解できる． 
࣭⥺積分の意を理解し，ィ⟬ができる． 

10 週 ス࢝ラー場の面積分 ス࢝ラー場の面積分の意を理解し，ィ⟬がで

きる． 
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11 週 ࣋クトル場の面積分 ࣋クトル場の面積分の意を理解し，ィ⟬がで

きる． 

12 週 Ⓨᩓᐃ理 Ⓨᩓᐃ理の意を理解し，ィ⟬ができる． 

13 週 ᖹ面上のࢢリーンのᐃ

理 
ᖹ面上のࢢリーンのᐃ理の意を理解し，ィ⟬

ができる． 

14 週 ストークスのᐃ理 ストークスのᐃ理の意を理解し，ィ⟬ができ

る． 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
分野横断的能力        

 
 

32



教科名 フーリ࢚解ᯒ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 プリント➼ 

担当者 ᮧᒸ Ⰻ⣖ 

 
到達目標 

１．フーリ࢚⣭ᩘについて説明できࡑࠊのィ⟬ができるࠋ 
２．フーリ࢚ኚ換について説明できࡑࠊのィ⟬ができるࠋ 
３．１ḟඖのἼ動方程ᘧ࣭⇕ఏᑟ方程ᘧについて説明できるࠋኚᩘ分㞳ἲࠊフーリ࢚⣭ᩘ࣭

ኚ換を用いた解ἲを理解するࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フーリ࢚⣭ᩘをのィ

⟬に応用できるࠋ 
フーリ࢚⣭ᩘについ

て説明できࡑࠊのィ⟬

ができるࠋ 

フーリ࢚⣭ᩘについ

て説明できないࡑࠋの

ィ⟬ができないࠋ 

評価項目２ フーリ࢚ኚ換࣭㏫ኚ換

に㛵㐃する㛵ಀᘧにつ

いて説明できるࠋ 

フーリ࢚ኚ換につい

て説明できࡑࠊのィ⟬

ができるࠋ 

フーリ࢚ኚ換につい

て説明できないࡑࠋの

ィ⟬ができないࠋ 

評価項目３ １ḟඖのἼ動方程ᘧ࣭

⇕ఏᑟ方程ᘧのᑟฟを

説明できるࠋ 
 

１ḟඖのἼ動方程

ᘧ࣭ ⇕ఏᑟ方程ᘧにつ

いて説明できるࠋኚᩘ

分㞳ἲࠊフーリ࢚⣭

ᩘ࣭ ኚ換を用いた解ἲ

を理解しているࠋ 

１ḟඖのἼ動方程

ᘧ࣭ ⇕ఏᑟ方程ᘧにつ

いて説明できないࠋኚ

ᩘ分㞳ἲࠊフーリ࢚⣭

ᩘ࣭ ኚ換を用いた解ἲ

を理解できていないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔
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教育方法等 

概要  ೫ᚤ分方程ᘧはᖖᚤ分方程ᘧの多ኚᩘのᣑᙇとしてᩘ学的に⯆῝

いばかりではなくࠊ多くの自↛現㇟が೫ᚤ分方程ᘧを用いてグ㏙されるこ

とをぢても明らかなようにࠊᗈく理工学に࠾いて中心的な㔜要ᛶをᣢって

いるࠋ 
 この科┠の➨１の┠ᶆはࠊ学生は࿘期㛵ᩘ࣭㠀࿘期㛵ᩘがフーリ࢚⣭

ᩘ࣭ኚ換により⾲されることを理解しࠊフーリ࢚⣭ᩘ࣭ኚ換に㛵する基本

事㡯についても学習しࠊ基本的な㛵ᩘのフーリ࢚⣭ᩘ࣭ኚ換のᑟฟができ

ることであるࠋ 
  ➨２の┠ᶆはࠊ学生が理工学に࠾いて最も㢖⦾にあらわれ応用上㠀ᖖ

に㔜要な意をᣢつ基本的な２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分方程ᘧを理解することで

あるࠋල体的にはࠊ学生が௦⾲的な２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分方程ᘧであるἼ動方

程ᘧࠊ⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)方程ᘧ➼がࡑのඖとなる物理現㇟からどのようにして

ᑟฟされるかを理解することであるࠋ 
 ➨３の┠ᶆはࠊ学生がኚᩘ分㞳ἲを用いて２㝵の೫ᚤ分方程ᘧのቃ⏺᮲

௳࣭ึ期᮲௳を‶㊊する解をồめる方ἲを理解することであるࠋἼ動方程

ᘧ࣭⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)方程ᘧを解く場合にはࠊ本科㸲ᖺの「応用ᩘ学」に࠾い

て学習したᖖᚤ分方程ᘧの解ἲに加えてフーリ࢚⣭ᩘ࣭ኚ換の▱㆑も必要

となるࠋἼ動方程ᘧの解として得られたᅛ有動を図♧することによりࠊ

学生はἼ動方程ᘧによってグ㏙されている現㇟の理解を῝めることࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧによる授業࠾よびၥ㢟₇習 
内容の理解とᐃ╔をはかるため₇ࠊ習ၥ㢟を㐺ᐅレポートとして解⟅࣭ᥦ

ฟしてもらいࡲすࠋ 

注意点 有明㧗ᑓのᩘ学 ➨１ࠥ㸲ᕳの内容を理解している必要がありࡲすࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 授業のᴫ要説明  
2 週 フーリ࢚⣭ᩘのᐃ⩏ ࣭ᐃ⩏にしたがってࠊ⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フーリ࢚⣭ᩘをồめることができるࠋ 

3 週 フーリ࢚వᘻ⣭ᩘ࣭ṇᘻ

⣭ᩘ୍ࠊ⯡の࿘期㛵ᩘの

フーリ࢚⣭ᩘ 

 

࣭അ㛵ᩘ࣭ወ㛵ᩘにᑐしてフーリ࢚వᘻ⣭ᩘ࣭

ṇᘻ⣭ᩘをồめることができるࠋ 

୍࣭⯡の࿘期㛵ᩘにᑐしてフーリ࢚⣭ᩘをồめ

ることができるࠋ 

4 週 ㏆ఝᘧとしてのフーリ

⣲ᙧᘧのフ「ࠊ多㡯ᘧ࢚

࣭フーリ࢚多㡯ᘧが最ᑠἲの意で最Ⰻの

㏆ఝᘧであることを理解するࠋ 
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ーリ࢚⣭ᩘ 

 
࣭⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして」⣲ᙧᘧのフーリ࢚

⣭ᩘをồめることができるࠋ 

5 週 フーリ࢚ኚ換のᐃ⩏ࠊフ

ーリ࢚వᘻኚ換࣭ṇᘻኚ

換 

࣭ᐃ⩏にしたがってࠊ⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フーリ࢚ኚ換をồめることができるࠋ 

࣭അ㛵ᩘ࣭ወ㛵ᩘにᑐしてフーリ࢚వᘻኚ換࣭

ṇᘻኚ換をồめることができるࠋ 

6 週 フーリ࢚ኚ換のᛶ㉁ ࣭フーリ࢚ኚ換のᛶ㉁を理解し，用できるࠋ 

7 週 たたみこみ積分（合ᡂ

積） 
フーリ࢚ኚ換のたたみこみ積分ᐃ理を理解し，

 ࠋの⡆単な応用を理解するࡑ

8 週 中㛫試㦂  
9 週 テスト㏉༷と解説 

೫ᚤ分方程ᘧᴫ説 

࣭೫ᚤ分方程ᘧに基本事㡯を理解するࠋ 

࣭೫ᚤ分方程ᘧの୍⯡解について理解するࠋ 

10 週 １ḟඖἼ動方程ᘧのᑟ

ฟ 

࣭ᘻのᚤᑠ動をグ㏙する運動方程ᘧから１ḟ

ඖἼ動方程ᘧがᑟかれることを理解するࠋ 

11 週 １ḟඖἼ動方程ᘧのኚ

ᩘ分㞳解 
࣭೫ᚤ分方程ᘧのኚᩘ分㞳解による解ἲを理解

するࠋ 

࣭ቃ⏺᮲௳を‶たすᅛ有㛵ᩘをồめることがで

きるࠋ 

12 週 ึ期᮲௳を‶たす１ḟ

ඖἼ動方程ᘧの解 
࣭ึ期᮲௳のフーリ࢚⣭ᩘよりึ期᮲௳を‶た

す１ḟඖἼ動方程ᘧの解が得られることを理

解するࠋ 

13 週 １ḟඖ⇕ఏᑟ方程ᘧの

ᑟฟ 

࣭物体にฟධりする⇕㔞がಖᏑすることからࠊ

１ḟඖ⇕ఏᑟ方程ᘧがᑟかれることを理解す

るࠋ 

14 週 ↓㝈㛗のᲬの⇕ఏᑟ ࣭↓㝈㛗のᲬの１ḟඖ⇕ఏᑟ方程ᘧにᑐするフ

ーリ࢚ኚ換を用いた解ἲを理解するࠋ 

࣭ึ期᮲௳がࢹラックࢹルタ㛵ᩘでえられ

た場合について理解するࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 
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専門的能力        
分野横断的能力        

 
 

36



教科名 ⤫ィ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 㛤ㅮ時の㓄プリント 

担当者 すᒣ  

 
到達目標 

１．確⋡ኚᩘの期ᚅ್や分ᩓをồめることができࠊ確⋡ኚᩘによる確⋡をィ⟬できるࠋ 
２．ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 確⋡ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめることが

できࠊ確⋡ኚᩘによる

確⋡のィ⟬が応用で

きるࠋ 

確⋡ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめることが

できࠊ確⋡ኚᩘによる

確⋡をィ⟬できるࠋ 

確⋡ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめたりࠊ確⋡

ኚᩘによる確⋡のィ

⟬ができないࠋ 

評価項目２ ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

が説明できるࠋ 

ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

を㐺用できるࠋ 

ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

が説明できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要  工学の修得に，ᩘ学は必要ྍḞです．工学の主たる㒊分は，ᩘ学的グ

ἲ(新しいᩘᘧなど)やᩘ学的ᡭἲ(新しいィ⟬方ἲなど)を用いてᒎ㛤され

るからです．ࡲた，工学のၥ㢟を解Ỵするためのㄽ理的ᛮ考ᙧ態(➽㐨を❧

てた考え方)はᩘ学のࡑれと㢮ఝのものࡔからです． 

 この科┠では，１学ᖺの基♏ᩘ学で学んࡔ確⋡の内容をⓎᒎさせて，ᑓ

37



㛛科┠などでࢹータを分ᯒするときに用される⤫ィという内容を学び

 ．りです࠾す．したがって，この科┠の授業┠ᶆは，主として，ḟのとࡲ

1) ⤫ィに㛵する内容(確⋡ኚᩘのᴫᛕ，᥎ᐃ᳨࣭ᐃのᡭἲ)などを理解する

こと． 

2) 確⋡ኚᩘによる確⋡のィ⟬，᥎ᐃ᳨࣭ᐃのᡭἲを用いてࡑれらのィ⟬が

できること． 

3) ᖖに，➽㐨を❧てた考え方を行う習័をけること． 

 1)については，確⋡のィ⟬をよりᩘ学的にⓎᒎさせたものです．内容を

しっかり理解することがࡲず➨୍Ṍです． 

 2)については，1)で理解した内容を実㝿にィ⟬できなければなりࡲせん．

せࡲの応用にᙺ❧てることができなければなりして，ᑓ㛛科┠などࡑ

ん． 

 3)については，たとえば，㢟の解ἲを理解し，ࡑの解ἲを㢮ఝのၥ㢟

して㐺用できるようになることはㄽのこと，新しいᩘᘧがᑓࢪアレン

㛛科┠にわれるときにすࡄに応用できるようになること，さらに，ᩘ学

やᑓ㛛科┠などの学ၥࡔけに㝈らず，᪥ᖖのさࡲࡊࡲな場面でも，新しい

ᩘᘧなどが用できないかと考え⥆けることもྵࡲれࡲす． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏ᙧᘧによる授業࠾よびၥ㢟₇習のᙧで進めࡲす．ࡲた，内容の理解と

ᐃ╔をはかるため，ᩍ科書本ᩥ中の₇習ၥ㢟あるいはᩍ科書ᕳᮎのၥ㢟集

の₇習ၥ㢟のいくつかを㐺ᐅレポートとして解⟅࣭ᥦฟしてもらいࡲす． 

注意点 有明㧗ᑓのᩘ学 ➨１ࠥ㸲ᕳࡲでの内容を理解している必要がありࡲす． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 授業のᴫ要説明  
2 週 㞳ᩓ型確⋡ኚᩘとࡑの

期ᚅ್࣭分ᩓ 
㞳ᩓ型確⋡ኚᩘの確⋡がィ⟬できࡑࠊの期ᚅ
್と分ᩓをồめることができるࠋ 

3 週 㡯分ᕸࠊポアࢯン分ᕸ 㡯分ᕸ࣭ポアࢯン分ᕸのᐃ⩏を理解し，確
⋡࣭期ᚅ್࣭分ᩓをồめることができるࠋ 

4 週 㐃⥆型確⋡ኚᩘとࡑの
期ᚅ್࣭分ᩓ 

㐃⥆型確⋡ኚᩘの確⋡がィ⟬できࡑࠊの期ᚅ
್と分ᩓをồめることができるࠋ 

5 週 ୍ᵝ分ᕸࠊṇつ分ᕸのᐃ
⩏ 

୍ᵝ分ᕸのᐃ⩏を理解し，確⋡࣭期ᚅ್࣭分
ᩓをồめることができるࡲࠋたࠊṇつ分ᕸの
ᴫᛕについて理解するࠋ 

6 週 ṇつ分ᕸの確⋡ ṇつ分ᕸの確⋡がィ⟬できるࠋ 

7 週 ṇつ分ᕸの応用 ṇつ分ᕸを応用したၥ㢟を解くことできるࠋ 

8 週 中㛫試㦂 
 

 

9 週 2 ḟඖ確⋡ኚᩘの期ᚅ
್࣭分ᩓ 

２ḟඖ確⋡ኚᩘの期ᚅ್࣭分ᩓのᛶ㉁につい
て理解するࠋ 
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10 週 ẕ集団とᶆ本ࠊᶆ本ᖹᆒ
の分ᕸࠊᶆ本ẚ⋡の分ᕸ 

ẕ集団とᶆ本のᴫᛕを理解するࠋ中心極㝈ᐃ
理を理解しࠊ用できるࠋ 

11 週 ᥎ᐃᴫ説ࠊẕᖹᆒの༊㛫
᥎ᐃ 

᥎ᐃのᴫᛕを理解しࠊẕᖹᆒの༊㛫᥎ᐃがで
きるࠋ 

12 週 ẕẚ⋡の༊㛫᥎ᐃ ẕẚ⋡の༊㛫᥎ᐃができるࠋ 

13 週 ᳨ᐃᴫ説ࠊẕᖹᆒの᳨ᐃ ᳨ᐃのᴫᛕを理解しࠊẕᖹᆒの᳨ᐃができるࠋ 

14 週 ẕẚ⋡の᳨ᐃ ẕẚ⋡の᳨ᐃができるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80    20  100 

基礎的能力   80    20  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ボランテアά動 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z013 科目区分 選択 

授業形式 ₇習 単位数 １ 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数  
教科書／教材  
担当者 各クラスᢸ௵ 

 
到達目標 

１．ボランテアά動を通ࡌて社会の୍人としての自ぬをᣢつことができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ボランテアά動を通

て社会の୍人としてࡌ

の自ぬを積極的にᣢつ

ことができるࠋ 

ボランテアά動を

通ࡌて社会の୍人と

しての自ぬをᣢつこ

とができるࠋ 

ボランテアά動を

通ࡌて社会の୍人と

しての自ぬをᣢつこ

とができないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．技⾡⪅としての㈐௵を自ぬできることࠊA-2(b)：社会や自↛の中での技⾡のᙺを理解し۔

 
教育方法等 

概要 ボランテアά動を通ࡌてࠊ社会の୍人としての自ぬをᣢちࠊ自↛や社

会とのಀわりの中での技⾡⪅としてのᙺを自ぬすることを┠ᣦすࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ボランテアのᶵ㛵はࠊ㛵ಀ団体のᥦ౪のかにḟにᥖࡆるものとするࠋ 

（１）⎔ቃಖに㛵するもの 

（２）⅏ᐖに࠾けるᩆຓ及びᪧά動➼に㛵するもの 

（３）㌟㞀⪅࣭⪁人などのㆤに㛵するもの 

（㸲）ᅜ㝿ὶに㛵するもの 

（５）地方බඹ団体➼が主ദする体育࣭ᩥなどの行事に㛵するもの 

（㸴）ࡑのᰯ㛗が認めたもの 
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ボランテアά動にᚑ事する学生はࠊ௨ୗのᡭ⥆きにᚑうことࠋ 

１．ボランテアにᚑ事する学生はࠊ実する᪥の１５᪥๓ࡲでにボラン

テアά動チྍ㢪（ᵝᘧ１号）を学⣭ᢸ௵ࠊ学科㛗を⤒て学生ㄢᩍົಀに

ᥦฟすることࠋ 

２．ボランテアにᚑ事した学生が単位認ᐃをᕼᮃする場合はࠊḟの書㢮

➼を学⣭ᢸ௵を⤒て学生ㄢᩍົಀにᥦฟすることࠋ 

（１）ボランテアά動ド明書（ᵝᘧ２号） 

（２）ボランテアά動᪥ㄅ（ᵝᘧ３号） 

（３）ボランテアά動ሗ࿌書（ᵝᘧ㸲号） 

注意点 ᚑ事した総時㛫ᩘが 45 時㛫௨上（」ᩘのά動の合ィでもྍ）でࠊᥦฟさ

れたボランテアά動ド明書ࠊボランテアά動᪥ㄅ࠾よびボランテア

ά動ሗ࿌書に基࡙きᑂᰝしࠊ必要に応ࡌて面ㄯを࠾こなったうえでࠊ評価

を࠾こなうࠋ 

単位修得は合ྰによるࠋ評価は５ẁ㝵評価で行い３ࠊ௨上を合᱁とするࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

or 

後期 

1 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

2 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

3 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

4 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

5 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

6 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

7 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

8 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

9 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

10 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

11 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

12 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

13 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

14 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

15 週 ボランテアά動 ά動を実できる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力        

分野横断的能力     100  100 
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教科名 電気電Ꮚ工学実㦂

科目基礎情報 

科目番号 5E001 科目区分 必修

授業形式 実㦂 単位数 ２（学修単位，45/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５

開設期 通ᖺ 週時限数 1.5

教科書／教材 授業中に㓄するテ࢟スト

担当者 ሯ本 ಇ，Ἠ ᘯ，▼ ᬛኈ

到達目標 

１．⌜ဨと༠力し，ィ⏬的に実㦂を㐙行することができるࠋ

２．ᑓ㛛科┠で学んࡔ▱㆑を理解し，実㊶࣭ά用することができるࠋ

３．実㦂した内容࠾よび⤖ᯝをሗ࿌書にࡲとめ，期㝈ࡲでにᥦฟすることができるࠋ

㸲．実㦂の意図するㄢ㢟を自ら理解し，ㄽ理的にሗ࿌書にグ㍕することができるࠋ

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 積極的に⌜ဨと༠力

し，ィ⏬的に実㦂を㐙

行することができるࠋ

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

に実㦂を㐙行するこ

とができるࠋ

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

に実㦂を㐙行するこ

とができないࠋ

評価項目２ ᑓ㛛科┠で学んࡔ▱㆑

を理解し，積極的に実

㊶࣭ά用することがで

きるࠋ

ᑓ㛛科┠で学んࡔ▱

㆑を理解し，実㊶࣭ά

用することができるࠋ 

ᑓ㛛科┠で学んࡔ▱

㆑を理解し，実㊶࣭ά

用することができな

いࠋ

評価項目３ 実㦂した内容࠾よび⤖

ᯝをㄽ理的な᪥本ㄒで

ሗ࿌書にࡲとめ，期㝈

でにᥦฟすることがࡲ

できるࠋ

実㦂した内容࠾よび

⤖ᯝをሗ࿌書にࡲと

め，期㝈ࡲでにᥦฟす

ることができるࠋ

実㦂した内容࠾よび

⤖ᯝをሗ࿌書にࡲと

め，期㝈ࡲでにᥦฟす

ることができないࠋ

評価項目㸲 実㦂の意図するㄢ㢟を

自ら理解し，ㄽ理的ᛮ

考を加えたうえでሗ࿌

書に⾲現することがで

きるࠋ

実㦂の意図するㄢ㢟

を自ら理解し，ㄽ理的

にሗ࿌書にグ㍕する

ことができるࠋ

実㦂の意図するㄢ㢟

を自ら理解し，ㄽ理的

にሗ࿌書にグ㍕する

ことができないࠋ
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-3(d-2)：実㦂࣭実習➼の内容を理解できること۔

 
教育方法等 

概要 本科┠ではᑓ㛛科┠で学んࡔ▱㆑をもとに実㦂を行うことで，ᑓ㛛的▱

㆑の理解࠾よびィ 技⾡を習得するとともに，実㦂を通してィ⏬ᛶや実行

力を㣴うࡲࠋた，実㦂後はㄽ理的なᛮ考のもとにሗ࿌書సᡂを通して，事

㇟の本㉁を⡆₩かつ༑分に人にఏえる能力を㣴うࠋ 
実㦂のテーマは，電Ꮚ⣔࣭ไᚚ⣔࣭電気応用⣔の 3 分野からᡂって࠾り，

3 ྡのᩍဨがࡑれࡒれのᑓ㛛分野のテーマᣦᑟをᢸᙜするࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実㦂では，クラスを 4㹼5 ྡによる 9 つの⌜に分ける༙ࠋᖺで 9 つのテ

ーマを週ごとにᅇしながら，ての⌜がᖺ㛫 18 テーマの実㦂を実するࠋ

1 ᖺ㛫 30 週 30 ᅇの実㦂の時㛫には，Ᏻᩍ育࣭テーマ説明࣭≉ูㅮ₇な

どをྵむࠋテーマを༙ᩘ程度ᾘした時点で，ࡑれࡲでの実㦂についての

᳨ウを行わせるために，“テーマをタᐃしない᪥”をタᐃしているࠋ ᑵ

⫋試㦂➼で実できなかったテーマでも，確実に実㦂を行いレポートのᥦ

ฟをさせるために実㦂ணഛ᪥をタᐃして，⌜ဨの༠力のもとテーマを必

ず実させているࡲࠋた，実㦂科┠ではᐃ期試㦂を実しない௦わりに工

場ぢ学を取りධれ，業の工場࣭◊✲ᡤなどにある✀ࠎのᶵჾ࣭⨨や実

㝿のものసりのぢ学を通して実㊶的な技⾡力が㌟に╔くように工ኵして

いるࠋ 

注意点 評価方ἲのヲ⣽はḟの通りとするࠋ 
実した㡯┠のレポートのฟ᮶ල合を上グ評価㡯┠についてチ࢙ック

し，10 点‶点で評価する3ࠋ つの分野のテーマすての点ᩘを総合して

100 点‶点に換⟬するࠋ 
たࡔし，1 通でもᮍᥦฟのレポートがあった場合には，30 点ᮍ‶とするࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，Ᏻᣦᑟ  㓄ᕸされた実㦂テ࢟ストの確認，ならびに学

習内容やὀ意事㡯，ᡂ⦼の評価方ἲについて

理解できるࠋ 
実㦂実習中に࠾けるᏳに㛵するὀ意事㡯を

理解できるࠋ 

2 週 実㦂テーマの説明 実㦂テーマのᴫ要を⪺いて，ࡑのテーマにᑐ
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する実㦂のᴫ␎のᵓと心ᵓえができるࠋ 

3 週 アンテࢼのᣦ向≉ᛶ ダイポールアンテ࠾ࢼよびඵᮌアンテࢼのᣦ

向≉ᛶを ᐃすることで，ࡑれࡒれのアンテ

 ࠋのཷಙ≉ᛶを理解することができるࢼ

4 週 㠀Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ 
㠀Ᏻᐃマルチバイブレータのᅇ㊰ᵓᡂとⓎ

ཎ理について理解することができるࠋ 

5 週 単Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ࠾よび୕ゅἼⓎ生

ᅇ㊰ 

単Ᏻᐃマルチバイブレータのᅇ㊰ᵓᡂとⓎ

ཎ理について理解するとともに，CR 積分ᅇ㊰

を用いた୕ゅἼⓎ生ᅇ㊰とブートストラップ

ᅇ㊰のฟ力≉ᛶの㐪いについて理解すること

ができるࠋ 

6 週 Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ 
ブレッドボードを用いてᏳᐃマルチバイブ

レータをᵓᡂするとともに，ࡑのㄽ理≉ᛶに

ついて理解できるࠋ 

7 週 テーマをタᐃしない᪥ ࡑれࡲでの実㦂で理解できていないところ

を，自分でㄪᰝしたり⌜ဨとヰし合ったりし

て，習することができるࠋ 

8 週 ὶ┦サーボࣔー

タ࣭タ࢙ࢪࢥネレータ 
ὶ┦サーボࣔータ⣔のఏ㐩㛵ᩘを理解

し，ࡑのࣃラ࣓ータを ᐃできるࠋ 

9 週 ボード⥺図と࣋クトル

㌶㊧ 
アンプでᵓᡂされたᅇ㊰の࿘Ἴᩘ応⟅か࣌࢜

ら，ボード⥺図と࣋クトル㌶㊧をᥥき，これ

を理解できるࠋ 

10 週 シミュレータを用いた

ไᚚ⣔の応⟅解ᯒ 
ᘧでえられたఏ㐩㛵ᩘを࣌࢜アンプを用い

たシミュレータ上にᵓᡂし，ࡑのステップ応

⟅を理解できるࠋ 

11 週 照明ჾලのຠ⋡ẚ㍑と

㧗ᅽỈ㖟ⅉの≉ᛶ試㦂 
各✀照明ჾලのຠ⋡ィ⟬をできるようにな

り，さらに㧗ᅽỈ㖟ⅉの≉ᛶを理解できるࠋ 

12 週 㧗電ᅽ試㦂と極ᛶຠᯝ 㧗電ᅽ実㦂を通してᨺ電≉ᛶを▱り，加えて

㔪ᑐᖹᯈ電極に࠾ける極ᛶຠᯝについて理解

できるࠋ 

13 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 

14 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 

15 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 
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後期 

1 週 A/D㸫D/A ンバータ A/Dࢥ よび࠾ンバータࢥ D/A ンバータのしくࢥ

みについて理解することができるࡲࠋた，ࡑ

れらを┦᥋⥆したときのධฟ力の㛵ಀにつ

いて理解することができるࠋ 

2 週 サイリスタの≉ᛶ サイリスタの㟼≉ᛶについて理解することが

できるࡲࠋた，サイリスタを用いた電力ไᚚ

ᅇ㊰のしくみについて理解することができ

るࠋ 

3 週 ኴ㝧電ụの電ὶ̿電ᅽ

≉ᛶ 
単⤖ᬗシリࢥンኴ㝧電ụの電ὶ㸫電ᅽ≉ᛶを

 ᐃし，ኚ換ຠ⋡を⟬ฟすることができるࠋ

よび㛤ᨺ電ᅽがධᑕග㔞に࠾た，▷⤡電ὶࡲ

ᑐしどのようにኚするか理解できるࠋ 

4 週 アࢼロࢢไᚚ⣔の≉ᛶ アࢼロࢢ PI ไᚚჾの≉ᛶを理解できるࠋ 

5 週 ࢪࢹタルไᚚ⣔の≉

ᛶ 
タルࢪࢹ PI ไᚚჾの≉ᛶを理解できるࠋ 

6 週 工場ぢ学 ぢ学業の工場࣭◊✲ᡤなどにある✀ࠎのᶵ

ჾ࣭⨨や実㝿のものసりをぢ学し，実㊶的

な技⾡力を㌟に╔けることができるࠋ 

7 週 テーマをタᐃしない᪥ ࡑれࡲでの実㦂で理解できていないところを

自分で習したりㄪᰝしたりすることができ

るࠋ 

8 週 ┤ὶ電動ᶵไᚚ⣔ マイࢥンを用いたไᚚჾによる┤ὶ電動ᶵไ

ᚚ⣔の≉ᛶを理解できるࠋ 

9 週 FPGA を用いたㄽ理ᅇ

㊰₇習 
FPGA により࢘࢝ンタと PWM ಙ号Ⓨ生ᅇ㊰

をᵓᡂし，FPGA が理解できるࠋ 

10 週 照度ィを用いた照度 

ᐃ 
JIS によってᐃめられた照度基‽のᴫ要を理

解したうえでᒇ内እの照度をィり，実㦂ᐊの

➼照度᭤⥺をᥥくことができるࠋ 

11 週 ⾪ᧁ電ᅽⓎ生⨨（イン

 （ネレータ࢙ࢪルスࣃ
インࣃルス࢙ࢪネレータを用した⾪ᧁ電ᅽ

≉ᛶを▱り，ᠱᆶ☀Ꮚの⤯⦕◚ቯ電ᅽを実㦂

にてồめることができるࠋ 

12 週 ≉ูㅮ₇ 業➼からᣍ⪸されたㅮᖌのヰを⪺くことに

よって，ᗈい視野に❧った技⾡⪅としての▱

ぢを㌟に╔けることができるࠋ 

13 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 
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14 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 

15 週 実㦂ணഛ᪥ ⌜ဨと༠力して，ᮍ実㦂テーマの実㦂をィ⏬

的に㐙行できるࠋ 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ༞業◊✲ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E002 科目区分 必修 

授業形式 ₇習࣭実㦂 単位数 㸴（履修単位） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 ３ 

教科書／教材 ◊✲テーマごとにᢸᙜᩍဨからᣦ♧する． 

担当者 ᩍဨ 

 
到達目標 

１．◊✲テーマに㛵する◊✲ㄽᩥ࣭ᩥ⊩をㄞみ，テーマに㛵するᑓ㛛▱㆑を㌟にけ，取り

組むㄢ㢟のၥ㢟を理解できる． 
２．◊✲テーマに㛵するㄢ㢟を解Ỵするためにィ⏬を❧て，実㦂➼を行い，◊✲を進めるこ

とができる． 
３．得られた◊✲ᡂᯝを口㢌Ⓨ⾲࠾よびㄽᩥで説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

◊✲テーマに㛵する◊

✲ㄽᩥ࣭ᩥ⊩をㄞみ，

テーマに㛵するᑓ㛛▱

㆑を㌟にけ，取り組

むㄢ㢟のၥ㢟を明確に

理解できる． 

◊✲テーマに㛵する

◊✲ㄽᩥ࣭ᩥ⊩をㄞ

み，テーマに㛵するᑓ

㛛▱㆑を㌟にけ，取

り組むㄢ㢟のၥ㢟を

理解できる． 

◊✲テーマに㛵する

◊✲ㄽᩥ࣭ ᩥ⊩をㄞࡲ

ず，取り組むㄢ㢟のၥ

㢟を理解できない． 
 

評価項目２ 

 

◊✲テーマに㛵するㄢ

㢟を解Ỵするため，主

体的にィ⏬を❧て，実

㦂➼を行い，◊✲を進

めることができる． 

◊✲テーマに㛵する

ㄢ㢟を解Ỵするため

にィ⏬を❧て，実㦂➼

を行い，◊✲を進める

ことができる． 

◊✲テーマに㛵する

ㄢ㢟を解Ỵするため

のィ⏬を❧てること

ができず，◊✲を進め

ることができない． 

評価項目３ 

 

得られた◊✲ᡂᯝを口

㢌Ⓨ⾲࠾よびㄽᩥで分

かりやすく，ṇしく説

明できる． 

得られた◊✲ᡂᯝを

口㢌Ⓨ⾲࠾よびㄽᩥ

で説明できる． 
 

得られた◊✲ᡂᯝを

口㢌Ⓨ⾲，もしくはㄽ

ᩥで説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること۔

 ．B-2(g)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 ．の本㉁を理解できることࡑ，C-1(d-3)：自らㄢ㢟をⓎぢし۔

○B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること． 

○B-3(d-2)：実㦂࣭実習➼の内容を理解࣭実行࣭考ᐹできること． 

○C-2(e)(h)：㌟につけたᩍ㣴と実㊶力をά用し，ㄢ㢟を解Ỵできること． 

 
教育方法等 

概要 ༞業◊✲はのᩍ科┠と␗なり，単にᑓ㛛分野に㛵する▱㆑を修得する

のࡑ，解Ỵされていないㄢ㢟をぢいฟし，認㆑を῝めࡔけではなく，ᮍࡔ

解Ỵの㐨程を自らษり㛤くものであるࠋ◊✲テーマはᵝࠎであるため，

ㄢ㢟やࡑの解Ỵᡭẁもࡑれࡒれ␗なるࠋ 

༞業◊✲の┠ᶆは，各分野の認㆑を῝めるࡔけでなく，ㄢ㢟に取り組む

ことを通して，༞業してからも技⾡⪅としてᖖに要ồされる㈨㉁（᥈ồ心

や向上心）࣭◊✲能力などを⋓得することであるࡲࠋた，より㧗度な実㊶

的な▱㆑や学㝿ᛶ，⊂ᛶを体得することも合わせて要ồされるࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᢸᙜᩍဨのᣦᑟのもと，自らィ⏬を❧て，ㄢ㢟を解Ỵするために◊✲を

㐙行するࠋ㐺ษな時期に中㛫Ⓨ⾲を行い，後期の⤊わり㡭にㄽᩥをసᡂし，

Ⓨ⾲要᪨をసᡂし，本Ⓨ⾲を行うࠋ 

注意点 本科で学習した学㆑を総合させることはもとより，◊✲テーマに㛵㐃

したᑓ㛛科┠を῝く認㆑するとともに，୍方で，解ᯒや分ᯒに必要な応用

ᩘ学や⤫ィ学，現㇟を理解するのに必要な応用物理学，ࡲたᩥ⊩をㄞんࡔ

り，ㄽᩥをࡲとめるために必要なᅜㄒ力やⱥㄒ力を必要とするࠋ 

評価は௨ୗの㡯┠で行うࠋ各㡯┠について５ẁ㝵で評価するࠋ            

 

１．◊✲の取組とㄽᩥ評価  

ձㄽᩥは୍⯡的な◊✲ㄽᩥの書き方にᚑって書かれていたかࠋ 

ղ◊✲┠的は現≧のㄢ㢟࣭ၥ㢟をᢕᥱし，ᚑ᮶の◊✲とのẚ㍑もྵめて，

㐺ษにタᐃされていたかࠋ 

ճ◊✲方ἲは㐺ษであったかࠋ 

մ⤖ᯝ࠾よび考ᐹは㐺ษであったかࠋ 

յ図や⾲は㐺ษであったかࠋ 

ն◊✲に㛵するᩥ⊩をㄞむ➼して，◊✲内容の理解にດめたかࠋ 

շ自Ⓨ的にィ⏬を❧てて◊✲を行えるようになったかࠋ 

ոᢸᙜᩍဨがᣦ♧したࢨࢹイン能力育ᡂのための取組を行ったかࠋ 

49



 

２．Ⓨ⾲評価                                  

չⓎ⾲要᪨（๓ๅり，ண✏➼）は୍⯡的なⓎ⾲要᪨の書き方にᚑって書か

れていたかࠋ 

պⓎ⾲㈨ᩱはわかりやすくసᡂされていたかࠋ 

ջ✲内容の説明は㐺ษであったかࠋ 

ռ㉁にᑐする応⟅は㐺ษであったかࠋ 

 

㡯┠ղ，ճ，մ，ն，շ，ոはᢸᙜᩍဨが評価する． 

㡯┠ձ，յは」ᩘᩍဨが評価する． 

㡯┠չ，պ，ջ，ռは学科ᩍဨ（」ᩘᩍဨ）が評価する． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス 各◊✲ᐊの༞業◊✲の内容を理解できる． 

2 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テーマに㛵するㄢ㢟を理解できる． 

3 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テーマと࠾࠾よࡑの◊✲ィ⏬がỴᐃでき

る． 

4 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

5 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

6 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

7 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

8 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

9 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

10 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

11 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

12 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 
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13 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

14 週 中㛫Ⓨ⾲‽ഛ 口㢌Ⓨ⾲により◊✲の⤒過をㄽ理的にఏえる

ことができる． 

15 週 中㛫Ⓨ⾲‽ഛ 口㢌Ⓨ⾲により◊✲の⤒過をㄽ理的にఏえる

ことができる． 

後期 

1 週 ༞業◊✲中㛫Ⓨ⾲会 口㢌Ⓨ⾲により◊✲の⤒過をㄽ理的にఏえる

ことができる 

2 週 ◊✲の᳨ウ 中㛫Ⓨ⾲での㉁応⟅をࡲࡩえ，◊✲内容の

᳨ウ࣭修ṇができる． 

3 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

4 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

5 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

6 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

7 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

8 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

9 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

10 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

11 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，実㦂➼を行い，実㦂

⤖ᯝの᳨ウ࠾よび考ᐹができる． 

12 週 ༞業◊✲最⤊Ⓨ⾲会の

‽ഛ 
口㢌Ⓨ⾲のための㈨ᩱをసᡂできる． 

13 週 ༞業◊✲最⤊Ⓨ⾲会 口㢌Ⓨ⾲により◊✲の⤖ᯝをㄽ理的にఏえる

ことができる． 

14 週 ༞業ㄽᩥのసᡂ ᩥ❶により◊✲の⤖ᯝをㄽ理的にఏえること

ができる． 

15 週 ༞業ㄽᩥのసᡂ ᩥ❶により◊✲の⤖ᯝをㄽ理的にఏえること

ができる． 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        
専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
 
 

52



教科名 システムไᚚ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 システムไᚚ工学㸹㜿㒊健୍，ྜྷ⃝ㄔ㸭ᮅ書店 

担当者 ụஅ上 ṇ人 

 
到達目標 

１．必要なㄒ࣭ྃ図࣭ᩘᘧを用いて，システムไᚚに㛵する事࣭理ㄽを説明できる． 
２．必要な方ἲㄽや解ᯒἲを用いて，システムไᚚに㛵するィ⟬をできる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 必要なㄒ࣭ྃ図࣭ᩘᘧ

を用いて，システムไ

ᚚに㛵する事࣭理ㄽ

をヲ⣽に説明できる． 

必要なㄒ࣭ྃ図࣭ᩘᘧ

を用いて，システムไ

ᚚに㛵する事࣭ 理ㄽ

を説明できる． 

必要なㄒ࣭ྃ図࣭ᩘᘧ

を用いて，システムไ

ᚚに㛵する事࣭ 理ㄽ

を説明できない． 

評価項目２ 必要な方ἲㄽや解ᯒἲ

を用いて，システムไ

ᚚに㛵するⓎᒎ的なၥ

㢟をィ⟬できる． 

必要な方ἲㄽや解ᯒ

ἲを用いて，システム

ไᚚに㛵する基本的

なၥ㢟をィ⟬できる． 

必要な方ἲㄽや解ᯒ

ἲを用いて，システム

ไᚚに㛵するၥ㢟を

ィ⟬できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

  ．ᑓ㛛分野の内容を理解していること：(d-1)2-%۔

 
教育方法等 

概要 ㏆ᖺのィ⟬ᶵのⓎᒎにより，」㞧な₇⟬が㧗㏿で実行できるようにな

り，ᚑ᮶ྍ能であったไᚚシステムが実できるようになってきた．ࡲ

た，ไᚚ⣔タィのためのࢯフト࢙࢘アが㛤Ⓨされ，ẚ㍑的⡆単に㧗度なไ

ᚚ⣔のタィができるようになってきた．このため，ࢪࢹタルᐙ電࣭自動

㌴࣭ロボット࣭人工⾨ᫍなど，ᡃࠎの㌟のᅇりのいたるところでไᚚ技⾡
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が用いられるようになってきている．これらで用いられているไᚚ理ㄽで

は，システムをධฟ力ኚᩘ௨እに，≧態ኚᩘとばれるシステムの内㒊≧

態も用いた「≧態方程ᘧ࣭ฟ力方程ᘧ」でไᚚᑐ㇟が⾲現されて࠾り，こ

の≧態方程ᘧ࣭ฟ力方程ᘧに基࡙くไᚚ⣔タィ࣭解ᯒの方ἲㄽは「現௦ไ

ᚚ理ㄽ」とばれている． 
本授業では，⥺ᙧシステムの現௦ไᚚ理ㄽを主にㅮ⩏し，⥺ᙧシステム

の⾲現，⥺ᙧシステムの解ᯒ，フードバック⣔のタィ，ࢪࢹタルไᚚ

について理解する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏を中心として行う． 

注意点 ᩘ学，ไᚚ工学に㛵しては༑分に習して࠾くこと． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（１） 
システムไᚚの基本的な考え方が理解できる． 
 

2 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（２） 
システムのᚤ分方程ᘧによる⾲現が理解でき

る． 

3 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（３） 
システムの≧態方程ᘧ࣭ฟ力方程ᘧによる⾲現

が理解できる． 

4 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（㸲） 
≧態方程ᘧ，ᚤ分方程ᘧ，ఏ㐩㛵ᩘの㛵ಀが理

解できる． 

5 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（５） 
システムの┦ఝኚ換が理解できる． 
 

6 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の ⾲ 現

（㸴） 
システムのᑐᛶが理解できる． 
 

7 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（１） 
≧態方程ᘧの解が理解できる． 
 

8 週 ࠙๓期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（２） 
ᅛ有್とఏ㐩㛵ᩘの極の㛵ಀが理解できる． 
 

10 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（３） 
ྍไᚚᛶとྍほ ᛶが理解できる． 
 

11 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（㸲） 
ᑐゅᶆ‽ᙧが理解できる． 
 

12 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム 野 解 ᯒ ྍไᚚᶆ‽ᙧとྍほ ᶆ‽ᙧが理解できる． 
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（５）  
13 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（㸴） 
最ᑠ実現が理解できる． 
 

14 週 ⥺ ᙧ シ ス テ ム の 解 ᯒ

（㸵） 
リࣖプࣀフのᏳᐃุูἲが理解できる． 
 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 フードバック⣔のタ

ィ（１） 
極㓄⨨ἲによる≧態フードバックไᚚ⣔の

タィἲが理解できる． 

2 週 フードバック⣔のタ

ィ（２） 
ྍไᚚᶆ‽ᙧに基࡙く≧態フードバックไ

ᚚ⣔のタィἲが理解できる． 

3 週 フードバック⣔のタ

ィ（３） 
アッ࢝ーマンのබᘧによる≧態フードバッ

クไᚚ⣔のタィἲが理解できる． 

4 週 フードバック⣔のタ

ィ（㸲） 
た，ే合ࡲ．ーバのタィἲが理解できるࢨブ࢜

⣔のタィἲが理解できる． 

5 週 フードバック⣔のタ

ィ（５） 
サーボ⣔のタィἲが理解できる． 
 

6 週 フードバック⣔のタ

ィ（㸴） 
最㐺ไᚚが理解できる． 
 

7 週 ࢪࢹタルไᚚ（１） Z ኚ換が理解できる． 
 

8 週 ࠙後期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 ࢪࢹタルไᚚ（２） サンプル್ಙ号のラプラスኚ換と Z ኚ換の㛵

ಀが理解できる． 

10 週 ࢪࢹタルไᚚ（３） ㏫ Zኚ換が理解できる．ࡲた，ࣃルスఏ㐩㛵ᩘ

が理解できる． 

11 週 ࢪࢹタルไᚚ（㸲） ࢪࢹタルシステムのᏳᐃᛶが理解できる．ࡲ

た，࣍ールドᅇ㊰が理解できる． 

12 週 ࢪࢹタルไᚚ（５） 㞳ᩓ時㛫⣔の≧態方程ᘧ࣭ฟ力方程ᘧが理解で

きる．ࡲた，㐃⥆時㛫⣔との㛵ಀが理解できる． 

13 週 ࢪࢹタルไᚚ（㸴） 㞳ᩓ時㛫⣔のྍไᚚᛶとྍほ ᛶが理解でき

る．ࡲた，㞳ᩓ時㛫⣔の≧態フードバックと

 ．ーバが理解できるࢨブ࢜

14 週 ࢪࢹタルไᚚ（㸵） ࣔࢹルマッチンࢢἲ࠾よび㞳ᩓ時㛫㏆ఝἲに

よるࢪࢹタルไᚚ⣔のタィἲが理解できる． 
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15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 
基礎的能力        
専門的能力 100      100 
分野横断的能力        
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教科名 ᶵᲔ工学ᴫㄽ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍဨసᡂᩍᮦ 

担当者 ๓期：ᆤ᰿ ᘯ明，後期：ᇼ⏣ ※ 

 
到達目標 

１．Ỉ力学の物理的ᛶ㉁や㟼Ṇὶ体の㟼力学について理解し，説明できる． 
２．ὶ体運動の基♏理ㄽ࠾よび⢓ᛶと࢚ネルࢠーᦆኻについて理解し，説明できる． 
３．⇕力学の基♏と物㉁の≧態ኚについて理解し，説明できる． 
㸲．⇕力学➨୍ἲ๎と⇕力学➨ἲ๎について理解し，説明できる． 
５．物㉁の≧態ኚに⇕力学➨୍ἲ๎と⇕力学➨ἲ๎を応用することで෭ᬮᡣᶵჾに 
  ついて理解し，説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Ỉ力学の物理的ᛶ㉁

や㟼Ṇὶ体の㟼力学

について理解し，ṇし

いㄒྃを用してヲ

⣽に説明できる． 

Ỉ力学の物理的ᛶ㉁

や㟼Ṇὶ体の㟼力学

について理解し，説

明できる． 

Ỉ力学の物理的ᛶ㉁

や㟼Ṇὶ体の㟼力学

について理解してい

ない，࠾よび説明で

きない． 

評価項目２ ὶ体運動の基♏理ㄽ

ネル࢚よび⢓ᛶと࠾

ーᦆኻについて理ࢠ

解し，ṇしいㄒྃを

用してヲ⣽に説明で

きる． 

ὶ体運動の基♏理ㄽ

ネル࢚よび⢓ᛶと࠾

ーᦆኻについて理ࢠ

解し，説明できる． 
 

ὶ体運動の基♏理ㄽ

ネル࢚よび⢓ᛶと࠾

ーᦆኻについて理ࢠ

解していない，࠾よ

び説明できない． 

評価項目３ ⇕力学の基♏（⇕，⇕

㔞， 度，ẚ⇕，≧態

㔞，㠀≧態㔞）や≧態

ኚ，理気体につい

⇕力学の基♏（⇕，

⇕㔞， 度，ẚ⇕，

≧態㔞，㠀≧態㔞）

や≧態ኚ，理気

⇕力学の基♏（⇕，

⇕㔞， 度，ẚ⇕，

≧態㔞，㠀≧態㔞）

や≧態ኚ，理気
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てについて理解し，ṇ

しいㄒྃを用して

ヲ⣽に説明できる． 

体についてについて

理解し，説明できる． 
体についてについて

理解していない，࠾

よび説明できない． 

評価項目㸲 ⇕力学➨୍ἲ๎と⇕

力学➨ἲ๎やࡑれ

らに㛵㐃する≧態ኚ

ついて理解し，ṇし

いㄒྃを用してヲ

⣽に説明できる． 

⇕力学➨୍ἲ๎と⇕

力学➨ἲ๎やࡑれ

らに㛵㐃する≧態ኚ

について理解し，

説明できる． 

⇕力学➨୍ἲ๎と⇕

力学➨ἲ๎やࡑれ

らに㛵㐃する≧態ኚ

について理解して

いない，࠾よび説明

できない． 

評価項目㸳 物㉁の≧態ኚに⇕

力学➨୍ἲ๎と⇕力

学➨ἲ๎を応用す

ることで෭ᬮᡣᶵჾ

について理解し，ṇし

いㄒྃを用してヲ

⣽に説明できる． 

物㉁の≧態ኚに⇕ 
力学➨୍ἲ๎と⇕力

学➨ἲ๎を応用す

ることで෭ᬮᡣᶵჾ

について理解し，説

明できる． 
 

物㉁の≧態ኚに⇕ 
力学➨୍ἲ๎と⇕力

学➨ἲ๎を応用す

ることで෭ᬮᡣᶵჾ

について理解してい

ない，࠾よび説明で

きない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

な分野の▱㆑と技⾡を理解し，」合的にά用するための視野をᣢっているࠎB-4(d-1)：ᵝ۔

こと． 

○B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  ๓期のỈ力学では，㟼Ṇࡲたは運動しているὶ体について㏿度，力，࢚

ネルࢠーなどのᡤ要な物理㔞の㛵ಀを力学的な面から考える．本科┠では

1) ὶ体の物理的ᛶ㉁，2) 㟼Ṇὶ体の㟼力学，3) ὶ体運動の基♏理ㄽ，

4) ⢓ᛶと࢚ネルࢠーᦆኻについて学ࡲ．ࡪた，これらの㡯┠に㛵㐃する

応用力を㌟にける． 

 後期の⇕力学では，⇕を用する実用ᶵჾに応用されている⇕力学の基

本的なἲ๎について考える．本科┠では，1)物㉁の≧態ኚ，2)⇕力学の

➨１ἲ๎，3) ⇕力学の➨ 2 ἲ๎，4)⇕ὶ体ᶵᲔについて学ࡲ．ࡪた，こ

れらの㡯┠に㛵㐃する応用力を㌟にける． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
๓期のỈ力学では，ㅮ⩏を中心とし，１ᅇ┠の授業ごとに๓ᅇの⡆₩な

習を行ってからᅇの要点をิᣲし，本㢟の学習にධる．ࡲた，ある程

度学習した時点で₇習ၥ㢟を実する．  

後期の⇕力学では，ᗙ学と⌜ูά動を行う．ᗙ学は授業の๓༙をㅮ⩏，
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後༙を₇習ၥ㢟とする．ุูά動はクラスを」ᩘの⌜に分けた後に⌜㛗࣭

Ⓨ⾲➼のᙺをỴめ，事๓にえられたテーマについてண習を行い，ⓙの

๓でⓎ⾲するものである．  

注意点  3ᖺḟࡲでのᩘ学や物理の▱㆑を有することがᮃࡲしい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 Ỉ力学のᴫ要と単位 Ỉ力学のᴫ要やⰋく用いる単位を理解するこ

とができる 

2 週 ᐦ度，ẚ㔜㔞，ẚ㔜 ᐦ度，ẚ㔜㔞，ẚ㔜を理解し，ồめることが

できる 

3 週 ᅽ力，ᅽ⦰⋡，体積ᙎᛶ

ಀᩘ 

⤯ᑐᅽ，ゲーࢪᅽ，ᅽ⦰⋡，体積ᙎᛶಀᩘを

理解し，ồめることができる 

4 週 ⢓度，動⢓度 ⢓度と動⢓度を理解し，ồめることができる 

5 週 ࣃス࢝ルのཎ理，࢜イラ

ーのᖹ⾮方程ᘧ，ᅽ力の

単位，マ࣓ࣀータ 

イラーのᖹ⾮方程ᘧ，ᅽ࢜，ルのཎ理࢝スࣃ

力の単位，マ࣓ࣀータのཎ理を理解し，ᅽ力

をồめることができる 

6 週 㟼Ṇὶ体中の物体にస

用する力 

㟼Ṇὶ体中の物体にస用する力とࡑのస用点

を理解し，ࡑれらをồめることができる 

7 週 アルࢹ࣓࢟スのཎ理と

ᾋᥭ体のᏳᐃᛶ 

アルࢹ࣓࢟スのཎ理を理解し，ᾋᥭ体のᏳᐃ

ᛶのุᐃができる 

8 週 ࠙๓期中㛫試㦂ࠚ  

9 週 ὶれの運動≧態 ὶれの運動≧態（ᒙὶとὶ，ᐃᖖὶと㠀ᐃ

ᖖὶ，୍ᵝὶと㠀୍ᵝὶ）を理解できる 

10 週 㐃⥆のᘧ ୍ḟඖὶれの㐃⥆のᘧを理解し，ࡑの応用が

できる 

11 週 ࣋ルࢾーイのᘧ ࣋ルࢾーイのᘧを理解し，ࡑの応用ができる 

12 週 ⢓ᛶに基࡙くせん᩿応

力，レイࣀルᩘࢬ 

⢓ᛶに基࡙くせん᩿応力はὶれの✀㢮によっ

てどのように⾲されるか，࠾よびレイࣀルࢬ

ᩘの意を理解し，ࡑれがどのような場合に

用いられるかを理解できる 

13 週 ㏿度分ᕸ ⟶➼に࠾けるᒙὶ࠾よびὶの場合の㏿度

分ᕸに㛵するᘧを理解しࡑࠊれらをうこと

ができる 

14 週 ᅽ力㝆ୗ ⟶➼に࠾けるᒙὶ࠾よびὶの場合のᅽ力
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㝆ୗ࠾よび⟶ᦶ᧿ಀᩘに㛵するᘧを理解しࠊ

 れらの応用ができるࡑ

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 テスト㏉༷と解説 

後期 

1 週 ⇕力学の基♏（⇕，⇕㔞，

 度，内㒊࢚ネルࢠー） 
⇕，⇕㔞， 度，内㒊࢚ネルࢠーについて理

解し，説明できる． 

2 週 ≧態㔞，㠀≧態㔞 ≧態㔞，㠀≧態㔞について理解し，説明でき

る． 

3 週 ≧態ኚ ≧態ኚについて理解し，説明できる． 

4 週 理気体と㺬㺼㺐㺷㺚㺊㺷㺷の

ἲ๎ 
理気体と㺬㺼㺐㺷㺚㺊㺷㺷のἲ๎について理解し，

事についてィ⟬できる． 

5 週 ⇕力学➨୍ἲ๎ ⇕力学➨୍ἲ๎について理解し，説明できる． 

6 週 㟼Ṇὶ体の࢚ネルࢠー

ኚ換 
㟼Ṇὶ体の࢚ネルࢠーኚ換࢚ンタルࣆーにつ

いて理解し，࢚ネルࢠーኚ換事をィ⟬でき

る． 

7 週 動సὶ体の࢚ネルࢠー

ኚ換と࢚ンタルࣆー 
動సὶ体の࢚ネルࢠーኚ換について理解し，

 ．ーኚ換事をィ⟬できるࢠネル࢚

8 週 ࠙後期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 ⇕力学➨ἲ๎ ⇕力学➨ἲ๎について理解し，説明できる． 

10 週 ྍ㏫ኚ࣭ྍ㏫ኚと

 ーࣆントロ࢚
ྍ㏫ኚ࣭ྍ㏫ኚと࢚ントロࣆーについ

て理解し，事についてィ⟬できる． 

11 週 ⇕サイクル（１） ➼ ኚ，➼容ኚ，➼ᅽኚについて理解

し，説明できる． 

12 週 ⇕サイクル（２） ポリトロープኚ，᩿⇕ኚについて理解し，

説明できる． 

13 週 ෭ᬮᡣᶵჾの応用

（１） 
ートポンプの動సཎ理について理解できࣄ

る． 

14 週 ෭ᬮᡣᶵჾの応用

（２） 
ートポンプの動సཎ理について説明できࣄ

る． 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 㧗電ᅽ工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E005 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 㧗電ᅽ工学：༖㇂Ꮥஓ，中⏣㡰㸭ࢥロࢼ社 

担当者 Ἑ野  

 
到達目標 

１．㧗電ᅽୗでⓎ生する物理現㇟を理解できるࠋ 
２．各✀ᨺ電のⓎ生ᶵᵓについて理解できるࠋ 
３．㧗電ᅽのⓎ生ἲと ᐃἲについて理解できるࠋ 
㸲．⤯⦕試㦂ἲについて理解できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㧗電ᅽୗでⓎ生する

物理現㇟についてヲ

⣽に説明できるࠋ 

㧗電ᅽୗでⓎ生する

物理現㇟について基

本的な事を説明で

きるࠋ 

㧗電ᅽୗでⓎ生する

物理現㇟について説

明できないࠋ 

評価項目２ 各✀ᨺ電のⓎ生ᶵᵓ

についてヲ⣽に説明

ができるࠋ 

各✀ᨺ電のⓎ生ᶵᵓ

について基本的な事

を説明できるࠋ 

各✀ᨺ電のⓎ生ᶵᵓ

について説明できな

いࠋ 

評価項目３ 㧗電ᅽのⓎ生ἲと 

ᐃἲについてヲ⣽に

説明できるࠋ 

㧗電ᅽのⓎ生ἲと 

ᐃἲについて基本的

な事を説明でき

るࠋ 

㧗電ᅽのⓎ生ἲと 

ᐃἲについて説明で

きないࠋ 

評価項目㸲 ⤯⦕試㦂ἲについて

ヲ⣽に説明できるࠋ 
⤯⦕試㦂ἲについて

基本的な事を説明

できるࠋ 

⤯⦕試㦂ἲについて

説明できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 
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 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 㧗電ᅽୗに࠾ける物理現㇟は，ప電ᅽに࠾ける電気ᅇ㊰とྠᵝにᢅうこと

ができない㠀⥺ᙧ現㇟で，⤯⦕物中の電⏺がある⮫⏺್に㐩すると⤯⦕◚

ቯがⓎ生するࠋ 
本科┠では，㧗電ᅽୗでⓎ生する物理現㇟と⤯⦕◚ቯ現㇟，⤯⦕ᵓᡂ，㧗

電ᅽのⓎ生ἲと ᐃἲ，⤯⦕◚ቯ試㦂について学習するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで行うࠋ 

注意点 物理学，電気ᅇ㊰，電気☢気学を履修していることࠋ電気ᮦᩱと電Ꮚ物ᛶ

の▱㆑も有していることがᮃࡲしいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価

方ἲなどについて理解できるࠋ 

2 週 基♏過程 1 電気ఏᑟ，⾪✺現㇟，ບ㉳現㇟について理解

できるࠋ 

3 週 基♏過程 2 電㞳（Șస用），電Ꮚ╔（Ȟస用），㔠ᒓか

らの電Ꮚᨺฟ（࢞ンマస用），⤖合について

理解できるࠋ 

4 週 ⅆⰼᨺ電 1 気体の電ᅽ電ὶ≉ᛶについて理解できるࠋ 

5 週 ⅆⰼᨺ電 2 タ࢘ンࢮントのᨺ電理ㄽについて理解でき

るࠋ 

6 週 ⅆⰼᨺ電  ࠋンのἲ๎について理解できる࢙ッシࣃ 3

7 週 ⅆⰼᨺ電 4 ⅆⰼ㐜れとストリーマ理ㄽについて理解でき

るࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ࢥロࢼᨺ電 ࢥロࢼᨺ電について理解できるࠋ 

10 週 ᐃᖖᨺ電 ࢢローᨺ電とアークᨺ電について理解でき

るࠋ 

11 週 ⤯⦕ᵓᡂ ⤯⦕ᵓᡂについて理解できるࠋ 

12 週 㧗電ᅽのⓎ生 㧗電ᅽのⓎ生方ἲについて理解できるࠋ 

13 週 㧗電ᅽの ᐃ 㧗電ᅽの ᐃ方ἲについて理解できるࠋ 
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14 週 ⤯⦕試㦂ἲ ⤯⦕試㦂ἲについて理解できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85    15  100 

基礎的能力        

専門的能力 85    15  100 

分野横断的能力        
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教科名 ࣡ࣃー࢚レクトロニクス 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 電気ᶵᲔ工学：電気学会 ⦅㸭࢜ーム社 

担当者 Ἑ野  

 
到達目標 

１．基本的な電力用༙ᑟ体⣲Ꮚについて理解できるࠋ 
２．基本的なᩚὶᅇ㊰と動సཎ理が理解できるࠋ 
３．基本的なインバータᅇ㊰と動సཎ理が理解できるࠋ 
㸲．基本的な┤ὶチࣙッࣃᅇ㊰と動సཎ理が理解できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 基本的な電力用༙ᑟ

体⣲Ꮚについてヲ⣽

に説明できるࠋ 

基本的な電力用༙ᑟ

体⣲Ꮚについて基本

的な事を説明でき

るࠋ 

基本的な電力用༙ᑟ

体⣲Ꮚについて説明

できないࠋ 

評価項目２ 基本的なᩚὶᅇ㊰と

動సཎ理についてヲ

⣽に説明ができるࠋ 

基本的なᩚὶᅇ㊰と

動సཎ理について基

本的な事を説明で

きるࠋ 

基本的なᩚὶᅇ㊰と

動సཎ理について説

明できないࠋ 

評価項目３ 基本的なインバータ

ᅇ㊰と動సཎ理につ

いてヲ⣽に説明でき

るࠋ 

基本的なインバータ

ᅇ㊰と動సཎ理につ

いて基本的な事を

説明できるࠋ 

基本的なインバータ

ᅇ㊰と動సཎ理につ

いて説明できないࠋ 

評価項目㸲 基本的な┤ὶチࣙッ

ᅇ㊰と動సཎ理にࣃ

ついてヲ⣽に説明で

きるࠋ 

基本的な┤ὶチࣙッ

ᅇ㊰と動సཎ理にࣃ

ついて基本的な事

を説明できるࠋ 

基本的な┤ὶチࣙッ

ᅇ㊰と動సཎ理にࣃ

ついて説明できな

いࠋ 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 㧗電ᅽୗに࠾ける物理現㇟は，ప電ᅽに࠾ける電気ᅇ㊰とྠᵝにᢅうこと

ができない㠀⥺ᙧ現㇟で，⤯⦕物中の電⏺がある⮫⏺್に㐩すると⤯⦕◚

ቯがⓎ生するࠋ 
本科┠では，㧗電ᅽୗでⓎ生する物理現㇟と⤯⦕◚ቯ現㇟，⤯⦕ᵓᡂ，㧗

電ᅽのⓎ生ἲと ᐃἲ，⤯⦕◚ቯ試㦂について学習するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで行うࠋ 

注意点 物理学，電気ᅇ㊰，電気☢気学を履修していることࠋ電気ᮦᩱと電Ꮚ物ᛶ

の▱㆑も有していることがᮃࡲしいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 ࢞イダンス 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価

方ἲなどについて理解できるࠋ 

2 週 電力用༙ᑟ体⣲Ꮚ 1 基本的な電力用༙ᑟ体⣲Ꮚの動స≉ᛶや図グ

号などを理解できるࠋ 

3 週 電力用༙ᑟ体⣲Ꮚ 2 サイリスタの動స≉ᛶとサイリスタによる位

┦ไᚚᅇ㊰について理解できるࠋ 

4 週 電力用༙ᑟ体⣲Ꮚ 動సやスࢢスタのスイッチンࢪートラン࣡ࣃ 3

イッチンࢢᦆについて理解できるࠋ 

5 週 ᩚὶᅇ㊰ 1 ᩚὶᅇ㊰の基本的事について理解できるࠋ 

6 週 ᩚὶᅇ㊰ 2 ᩚὶᅇ㊰とᖹリアクトルについて理解でき

るࠋ 
7 週 ᩚὶᅇ㊰ 3 電ὶの㔜なりと㑏ὶダイ࢜ードについて理解

できるࠋ 
8 週 中㛫試㦂  
9 週 ᩚὶᅇ㊰ 4 ὶ電※のもとで動సするサイリスタᅇ㊰に

ついて理解できるࠋ 

10 週 インバータ 1 インバータの基本的事について理解でき

るࠋ 
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11 週 インバータ 2 ୕┦ブリッࢪインバータᅇ㊰によるㄏᑟ電動

ᶵ㥑動とၥ㢟について理解できるࠋ 

12 週 インバータ 3 PWM インバータのཎ理とインバータの応用

について理解できるࠋ 

13 週 ┤ὶチࣙッࣃ 1 ┤ὶチࣙッࣃの基本的事と㝆ᅽチࣙッࣃᅇ

㊰の動సཎ理について理解できるࠋ 

14 週 ┤ὶチࣙッࣃ 2 ᪼ᅽチࣙッࣃ，᪼㝆ᅽチࣙッࣃの動సཎ理に

ついて理解できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85    15  100 

基礎的能力        

専門的能力 85    15  100 

分野横断的能力        
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教科名 電力㍺㏦工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E007 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 新ゞ∧ ㏦㓄電 ๓ᕝᖾ୍㑻ࠊⲨ⫄明 電ᶵ大ฟ∧ᒁ㸭 

担当者 ሯ本 ಇ 

 
到達目標 

１．㏦電⥺㊰と㓄電⥺㊰とࡑれらに᥋⥆されるㅖタഛのᙺを理解できるࠋ 
２．㏦電࣭㓄電࣭ኚ電のィ⟬ၥ㢟を解くことができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ㏦電⥺㊰と㓄電⥺㊰

とࡑれらに᥋⥆され

る ㅖ タ ഛ の ᙺ  を

80％௨上理解できるࠋ 

㏦電⥺㊰と㓄電⥺㊰

とࡑれらに᥋⥆され

るㅖタഛのᙺを

60％௨上理解でき

るࠋ 

㏦電⥺㊰と㓄電⥺㊰

とࡑれらに᥋⥆され

るㅖタഛのᙺを

60％௨上理解できな

いࠋ 

評価項目２ ㏦電࣭㓄電࣭ኚ電のィ

⟬ၥ㢟を 80％௨上解

くことができるࠋ 
 

㏦電࣭㓄電࣭ኚ電の

ィ⟬ၥ㢟を 60％௨上

解くことができるࠋ 
 

㏦電࣭㓄電࣭ኚ電の

ィ⟬ၥ㢟を 60％௨上

解くことができな

いࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

 

 

 

 

Ⓨ電ᡤでసられた電気࢚ネルࢠーを，ᩘ༑ときにはᩘⓒ km も㞳れた㈇

Ⲵ点ࡲで運ࡪために㏦電⥺が用いられるࠋ電気はⓎ電ᡤに㞄᥋するኚ電ᡤ

で≉ู㧗ᅽに᪼ᅽされ，㏦電⥺にฟていくࠋわがᅜの㏦電⥺の電ᅽは，ᚑ

᮶からの 220kV や 275kV に加え，最㧗電ᅽ 500kV が 48 ᖺにᑟධさ
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概要 れたࠋ現在では 500kV ⣔㏦電⥺は 4000km の㛗さに及んでいるࡲࠋた，

工場や人ᐙのᐦ集する㈇Ⲵ点㏆くࡲできた≉ู㧗ᅽを㧗ᅽ(6.6kV)に㝆ᅽ

するのが㓄電用ኚ電ᡤであり，㓄電用ኚ電ᡤから㟂要ᐙࡲで㓄電する⥺㊰

が㓄電⥺㊰であるࠋこれらの㏦電と㓄電の୧方に㛵する学ၥを電力㍺㏦工

学とんでいるࠋ 
 ᛌ㐺なᩥ明社会あるいは健な業ά動を㏵⤯えることのなく⥔ᣢす

るためには，ಙ㢗ᛶの㧗い電力㍺㏦の技⾡が必要であるࡑࠋういう意で，

この科┠は⏘業とẸ生୧方のᩥ明社会をささえるための㔜要な応用技⾡

を学ࡪ科┠であるࠋ 
 この科┠の授業┠ᶆの１␒┠は，わがᅜの㏦電⥺㊰と㓄電⥺㊰とࡑれら

に᥋⥆されるㅖタഛの現≧を認㆑することであるࠋ㓄電⥺㊰࣭㏦電⥺㊰を

つなࡄのはኚ電ᡤであるから，ᙜ↛ኚ電タഛの学習も行うࡑࠋれらのᶵჾ

のⓎ㐩のṔྐも理解しながらᖖにタഛの現≧を認㆑してもらいたいࠋ 
 授業┠ᶆの２␒┠は，必要なィ⟬力を㌟につけることであるࠋ電力㍺㏦

ィ⏬に࠾いては，ᨾ㞀ィ⟬が最も㔜要な㒊分であるࠋ㛗い㏦電⥺を考える

時には，分ᕸᐃᩘᅇ㊰のᴫᛕで考える必要があるし，１⥺地⤡事ᨾなどの

ᨾ㞀ィ⟬に࠾いては，ᑐ⛠ᗙᶆἲという≉ูなᴫᛕが必要であるࠋこれら

を理解し実㝿にィ⟬することによってィ⟬力をつけてḧしいࠋ 
 授業┠ᶆの３␒┠は，理ㄽࡔけにとどࡲらず現場のタഛを実㝿に┠にし

て，視ぬからも多くのሗをとりこんでもらうことであるࡑࠋのために，

ᰯ⯋内にタഛのサンプルのシࣙー࢘インドーもタ⨨しているࡑࠋのかኚ

電ᡤやⓎ電ᡤの工場ぢ学時，あるいはⓏୗᰯ時に࠾ける電力会社の電ᰕタ

ഛなど，ᶵ会はたくさんあるࠋ自分の┠でⰋくぢてḧしいࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
主としてㅮ⩏方ᘧで行うࠋ 
 

注意点 ィ⟬力の必要ᛶからᩘ学は大いに㛵㐃があり，ࡑれࡲでฟてきた分野に

加えᑐ⛠ᗙᶆἲについてもきちんと理解することが大ษであるࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 科┠ᴫ要と授業の進め

方➼の࢞イダンス 
 

2 週 㓄電方ᘧ（１） 㓄電と㏦電のቃ⏺を理解することができるࠋ 

3 週 㓄電方ᘧ（２） Ǽ⤖⥺࣭Y ⤖⥺࣭V ⤖⥺のᛶ㉁を理解するこ

とができるࠋ 

4 週 㓄電⥺㊰のィ⏬ 㟂要⋡࣭➼⋡࣭㈇Ⲵ⋡࣭᪥ຠ⋡に㛵する
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ィ⟬ができるࠋ 

5 週 㓄電⥺㊰のィ⟬（１） 単┦ 3 ⥺ᘧの有ᛶを㓄電⥺㊰の電⥺㔜㔞か

ら♧すことができるࠋ 

6 週 㓄電⥺㊰のィ⟬（２） V ⤖⥺ኚᅽჾの≉ᚩを理解し，V ⤖⥺時のኚ

ᅽჾ用⋡をィ⟬できるࠋ 

7 週 㓄電⥺㊰のィ⟬（３） 力⋡ᨵၿ用ࢥンࢹンサの容㔞ィ⟬ができるࠋ 

8 週 ࠙๓期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 㓄電⥺㊰のィ⟬（㸲） バランサのཎ理と用┠的を理解できるࠋ 

10 週 㓄電⥺㊰のಖㆤ⨨

（１） 
㈇Ⲵ電ὶの大きさと事ᨾ電ὶの㐽᩿᮲௳を

えられて過電ὶ⥅電ჾ：OCRのᩚᐃができるࠋ 

11 週 㓄電⥺㊰のಖㆤ⨨

（２） 
地⤡ಖㆤのための᳨ฟ方ἲであるḟഃ㛤ᨺ

Ǽኚᅽჾや㞽┦ኚὶჾのཎ理を理解できるࠋ 

12 週 㓄電⥺㊰のᘓタとಖᏲ 電気タഛ技⾡基‽にᐃめられている᥋地工事

の✀㢮とᢠ್の್，主なタഛ⟠ᡤを㏙る

ことができるࠋ 

13 週 㓄電電ᅽと各✀電気方

ᘧ（１） 
ᯫ✵⥺とࢣーブル⥺㊰の㛗さがえられて，

必要なᰕ上ኚᅽჾのḟഃ᥋地ᢠ್のィ⟬

ができるࠋ 

14 週 㓄電電ᅽと各✀電気方

ᘧ（２） 
㓄電電ᅽと㓄電方ᘧの現≧を理解することが

できるࠋ 

15 週 ࠙๓期期ᮎ試㦂ࠚ  
16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ㏦電⥺の⥺㊰ᐃᩘ（１） ㏦電⥺の⥺㊰ᐃᩘをᵓᡂする要⣲について

理解できるࠋ 
2 週 ㏦電⥺の⥺㊰ᐃᩘ（２） ㏦電⥺の⥺㊰ᐃᩘについてᴫ␎の್をồめ

る方ἲを理解できるࠋ 
3 週 ㏦電⥺の電気≉ᛶ（１） ㏦電⥺の電ᅽ電ὶを㹒ᅇ㊰やȧᅇ㊰の␎⟬

でィ⟬できるࠋ 
4 週 ㏦電⥺の電気≉ᛶ（２） %インࣆーダンスをって㏦電⥺体のイ

ンࣆーダンスをィ⟬できるࠋ 
5 週 ㏦電⥺の電力⥺図

（１） 
必要なࢹータをえられて，電力⥺図を

ᥥくことができるࠋ 
6 週 ㏦電⥺の電力⥺図

（２） 
電力⥺図から，最大電力，ㄪ┦容㔞，㏦

ཷ୧➃の位┦ᕪ➼をồめることができるࠋ 
7 週 ㏦電⥺のᨾ㞀ィ⟬ἲ ㄪ┦タഛの✀㢮と≉ᚩを理解できるࠋ 
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（１） 
8 週 ࠙後期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 ㏦電⥺のᨾ㞀ィ⟬ἲ 

（２） 
ἲを用いて，୕┦▷⤡電ὶࢪンテイࢭーࣃ

のィ⟬ができるࠋ 
10 週 ㏦電⥺のᨾ㞀ィ⟬ἲ 

（３） 
ᑐ⛠ᗙᶆἲのᴫ要が理解できるࠋ 

11 週 ㏦電⥺のᨾ㞀ィ⟬ἲ 
（㸲） 

ᑐ⛠ᗙᶆἲを用いて，1 ⥺地⤡電ὶをồめる

ことができるࠋ 
12 週 ㏦電⥺のᨾ㞀ィ⟬ἲ 

（５） 
ᑐ⛠ᗙᶆἲを用いて，1 ⥺地⤡電ὶをồめる

ことができるࠋ 
13 週 ➨୕㧗ㄪἼと中ᛶ点᥋

地方ᘧ 
ኚᅽჾの⤖⥺方ἲで➨୕㧗ㄪἼをᢚไでき

ることが理解できるࠋ 
14 週 Ⓨ電ᶵの自ᕫບ☢とフ

 ランチຠᯝ࢙
Ⓨ電ᶵの自ᕫບ☢とフ࢙ランチ現㇟を説明

することができるࠋ 
15 週 ࠙後期期ᮎ試㦂ࠚ  
16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電力Ⓨ生工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ科書：Ⓨ電࣭ኚ電 （ᨵゞ∧）電気学会Ⓨ行 㸺Ⓨඖ：࢜ーム社㸼 

参考書：必要の㒔度，プリント㓄 

担当者 ᕞ電力からの㠀ᖖㅮᖌ 

 
到達目標 

１．Ỉ力Ⓨ電のཎ理について理解しࠊỈ力Ⓨ電の主要タഛを説明できるࠋ 
２．ⅆ力Ⓨ電のཎ理について理解しࠊⅆ力Ⓨ電の主要タഛを説明できるࠋ 
３．ཎᏊ力Ⓨ電のཎ理について理解しࠊཎᏊ力Ⓨ電の主要タഛを説明できるࠋ 
㸲．ࡑのの新࢚ネルࢠー࣭生ྍ能࢚ネルࢠーを用いたⓎ電のᴫ要を説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Ⰻዲな฿㐩Ỉ‽に加

えࠊỈ力Ⓨ電のㄢ㢟を

理解しているࠋ 

Ỉ力Ⓨ電のⓎ電方ᘧࠊ

タഛのᙺを説明で

きࠊฟ力ࠊẚ㏿度のィ

⟬を理解しているࠋ 

Ỉ力Ⓨ電のⓎ電方ᘧࠊ

タഛのᙺの説明ࠊฟ

力のィ⟬を理解して

いないࠋ 

評価項目２ Ⰻዲな฿㐩Ỉ‽に加

えࠊⅆ力Ⓨ電のㄢ㢟を

理解しているࠋ 

ⅆ力Ⓨ電のⓎ電ཎ理ࠊ

タഛの✀㢮ࠊᙺ及び

⇕サイクルを理解し

ているࠋ 

ⅆ力Ⓨ電のⓎ電ཎ理ࠊ

タഛの✀㢮ࠊᙺࠊ⇕

サイクルを理解して

いないࠋ 

評価項目３ Ⰻዲな฿㐩Ỉ‽に加

えࠊཎᏊ力がᢪえるㄢ

㢟を理解しているࠋ 

ཎᏊ力Ⓨ電のⓎ電ཎ

理ࠊタഛのᙺࠊᏳ

ᑐ⟇ࠊཎᏊ⇞ᩱサイク

ルを理解しているࠋ 

ཎᏊ力Ⓨ電のⓎ電ཎ

理ࠊタഛのᙺࠊᏳ

ᑐ⟇ࠊཎᏊ⇞ᩱサイク

ルを理解していないࠋ 

評価項目㸲 Ⰻዲな฿㐩Ỉ‽に加

えࠊ新࢚ネルࢠーがᢪ

えるၥ㢟を理解してい

るࠋ 

ኴ㝧ගⓎ電ࠊ㢼力Ⓨ

電ࠊ地⇕Ⓨ電ࠊ⇞ᩱ電

ụのⓎ電ཎ理と≉ᚩ

を理解しているࠋ 

ኴ㝧ගⓎ電ࠊ㢼力Ⓨ

電ࠊ地⇕Ⓨ電ࠊ⇞ᩱ電

ụのⓎ電ཎ理と≉ᚩ

を理解していないࠋ 

72



 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要  クリーンでかつ用用㏵もᖜᗈくࠊ社会をᨭえる基┙࢚ネルࢠーである

「電気」をⓎ生する組みについてṇしく理解できることࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 ୗグ授業ィ⏬の内容にᚑい授業を行うࠋỈ力Ⓨ電ࠊⅆ力Ⓨ電に࠾けるࠊ

Ⓨ電の組み࣭≉ᛶを理解するにはࠊὶ体力学࣭⇕力学➼の物理学でⓏ場

するཎ理࣭ἲ๎を理解することがྍḞであるࡲࠋたࠊཎᏊ力Ⓨ電に࠾い

てはࠊ加えて᰾応による࢚ネルࢠー用について理解することが必要で

あるࠋ 

注意点  HP や図書館などを積極的にά用してࠊ時㛫እの事๓学習や習にດめ

てḧしいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢚ネルࢠー࣭電力勢 国内外のエネルギー情勢について説明できる 

2 週 Ỉ力Ⓨ電のᴫ要 水力発電の必要性や特徴を説明できる 

3 週 
Ỉ力Ⓨ電の基♏理ㄽ 

流体力学を中心に水力発電に用いられている理

論を説明できる 

4 週 Ỉ力Ⓨ電ᡤタഛ(取Ỉタ

ഛ) 
水力発電所を構成している取水設備について役

割や構造を説明できる 

5 週 Ỉ力Ⓨ電ᡤタഛ(Ỉ㌴Ⓨ

電ᶵ) 
水力発電所を構成している水車の種類や構造を

説明できる 

6 週 Ỉ力Ⓨ電ᡤの運転࣭ಖᏲ 水力発電所の運転・保守について説明できる 

7 週 これࡲでの習 ๓期中㛫ࡲでの内容について説明できる 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ⅆ力Ⓨ電のᴫ要 火力発電の必要性や特徴を説明できる 

10 週 ⅆ力Ⓨ電の基♏理ㄽ ձ 熱力学、熱機関、燃焼について説明できる 

11 週 ⅆ力Ⓨ電の基♏理ㄽ ղ 熱力学、熱機関、燃焼について説明できる 

12 週 
ⅆ力Ⓨ電ᡤタഛ(ボイラ) 

火力発電の主要設備であるボイラの種類、構造に

ついて説明できる 

13 週 ⅆ力Ⓨ電ᡤタഛ (タービ

ン) 
火力発電の主要設備であるタービンの種類、構造

について説明できる 
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14 週 これࡲでの習 ๓期ᮎࡲでの内容について説明できる 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ⅆ力Ⓨ電ᡤタഛ(Ⓨ電ᶵ) タービン発電機の特徴について説明できる 

2 週 ⅆ力Ⓨ電ᡤタഛ(ᡤ内電

気タഛ) 
火力発電所の電源構成について説明できる 

3 週 
ⅆ力Ⓨ電ᡤの運転࣭ಖᏲ 

発電所の運転・保守が説明でき、熱効率の計算が

できる 

4 週 
ⅆ力Ⓨ電ᡤの⎔ቃᑐ⟇ 

火力発電所に設置されている環境対策機器の目

的と原理を説明できる 

5 週 ཎᏊ力Ⓨ電の≉ᚩとᏳ

ᑐ⟇ 

原子力発電の必要性や特徴、しくみ、安全に対す

る取り組み等について説明できる。 

6 週 ཎᏊ⇞ᩱサイクルとᨺ

ᑕᛶᗫᲠ物のฎ理 

原子燃料サイクルの概念、放射性廃棄物の処理

処分等について説明できる。 

7 週 これࡲでの習 後期中㛫ࡲでの内容について説明できる 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ࢥンバインドサイクル

Ⓨ電ձ 

コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電と違

いを説明できる 

10 週 ࢥンバインドサイクル

Ⓨ電ղ 

コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電と違

いを説明できる 

11 週 新࢚ネルࢠー用Ⓨ電 再生可能エネルギーの原理と特徴を説明できる 

12 週 ࢚ネルࢠー㧗用度技

⾡ 

高効率発電等エネルギーの有効利用について説

明できる 

13 週 電力㈓ⶶ技⾡ 電力貯蔵の必要性とその技術を説明できる 

14 週 これࡲでの習 学ᖺᮎࡲでの内容について説明できる 

15 週 期ᮎ試㦂  
16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電Ꮚᅇ㊰ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 わかるࢪࢹタル電Ꮚᅇ㊰：⛅㇂，ᖹ㛫，㒔⠏，㛗⏣，ᖹ⏣ඹⴭ，᪥新ฟ∧ 

担当者 㧘ᯇ ❳ 

 
到達目標 

 ࠋルスᅇ㊰の基♏が理解できるࣃ．１
 ࠋルスⓎ生ᅇ㊰，Ἴᙧᩚᙧᅇ㊰が理解できるࣃ．２
３．ㄽ理⣲Ꮚのᵓᡂ࠾よびࡑの≉ᚩが理解できるࠋ 
㸲．㡰ᗎᅇ㊰，フリップフロップ，࢘࢝ンタについて理解できるࠋ 

５．ADኚ換，DAኚ換について理解できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࣃルスᅇ㊰の基♏を理

解し，ࣃルス応⟅のィ

⟬ができるࠋ 

ルスᅇ㊰の基♏がࣃ

理解できるࠋ 
ルスᅇ㊰の基♏がࣃ

理解できないࠋ 

評価項目２ ࣃルスⓎ生ᅇ㊰，Ἴᙧ

ᩚᙧᅇ㊰を理解し，動

సཎ理が説明できるࠋ 

ルスⓎ生ᅇ㊰，Ἴᙧࣃ

ᩚᙧᅇ㊰が理解でき

るࠋ 

ルスⓎ生ᅇ㊰，Ἴᙧࣃ

ᩚᙧᅇ㊰が理解でき

ないࠋ 

評価項目３ ㄽ理⣲Ꮚのᵓᡂ࠾よび

ࡑ，の≉ᚩを理解しࡑ

の動సཎ理が説明でき

るࠋ 

ㄽ理⣲Ꮚのᵓᡂ࠾よ

びࡑの≉ᚩが理解で

きるࠋ 

ㄽ理⣲Ꮚのᵓᡂ࠾よ

びࡑの≉ᚩが理解で

きないࠋ 

評価項目㸲 㡰ᗎᅇ㊰，フリップフ

ロップ，࢘࢝ンタにつ

いて理解し，✀ࠎのィ

⟬やタィができるࠋ 

㡰ᗎᅇ㊰，フリップフ

ロップ，࢘࢝ンタにつ

いて理解できるࠋ 

㡰ᗎᅇ㊰，フリップフ

ロップ，࢘࢝ンタにつ

いて理解できないࠋ 

評価項目㸳 AD ኚ換，DA ኚ換につ AD ኚ換，DA ኚ換に AD ኚ換，DA ኚ換に
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いて理解し，✀ࠎのᅇ

㊰の動సཎ理を説明で

きるࠋ 

ついて理解できるࠋ ついて理解できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ࠋB-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 最㏆のࢪࢹタル技⾡を中心とする電Ꮚ技⾡は，電Ꮚ࣭通ಙの分野ࡔけ

でなく，の分野に࠾いても㠀ᖖに㔜要な技⾡となっているࠋ本科┠で

は，ࢪࢹタル技⾡を電Ꮚᅇ㊰というほ点からᤊえ，主としてࣃルスᅇ

㊰とࢪࢹタルᅇ㊰について学習するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで行うࡲࠋた，㐺ᐅ，ၥ㢟₇習➼を行うࠋ 

注意点 電気ᅇ㊰，電気☢気学，電Ꮚࢹバイス，電Ꮚᅇ㊰Ϩ，ㄽ理ᅇ㊰を履修し

ていることࡲࠋた，୍⯡科┠のうち，理ᩘ⣔に㛵する科┠を履修してい

ることࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，ࣃルスἼᙧ 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価

方ἲなどについて理解できるࠋ 
 ࠋルスἼᙧについて理解できるࣃ

2 週 RC ᅇ㊰のࣃルス応⟅ RC ᅇ㊰のࣃルス応⟅について理解し，ィ⟬が

できるࠋ 

3 週 ༙ᑟ体のスイッチンࢢ

≉ᛶ 
༙ᑟ体のスイッチンࢢ≉ᛶについて理解でき

るࠋ 

4 週 ↓Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ 
↓Ᏻᐃマルチバイブレータについて，ࡑの動

సཎ理を理解し，ィ⟬ができるࠋ 

5 週 単Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ 
単Ᏻᐃマルチバイブレータについて，ࡑの動

సཎ理を理解し，ィ⟬ができるࠋ 

6 週 Ᏻᐃマルチバイブレ

ータ 
Ᏻᐃマルチバイブレータについて，ࡑの動

సཎ理が理解できるࠋ 

7 週 IC を用いたマルチバイ

ブレータ 
IC を用いたマルチバイブレータについて，ࡑ

の動సཎ理を理解し，ィ⟬ができるࠋ 
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8 週 中㛫試㦂  
9 週 Ἴᙧᩚᙧᅇ㊰ 各✀のἼᙧᩚᙧᅇ㊰について理解できるࠋ 

10 週 ゲートᅇ㊰ ゲートᅇ㊰について理解できるࠋ 

11 週 DTL ᅇ㊰ DTL ᅇ㊰についてࡑの動సཎ理を理解でき

るࠋ 

12 週 DTL ᅇ㊰ DTL ᅇ㊰についてࡑの動సཎ理を理解でき

るࠋ 

13 週 TTL ᅇ㊰ TTL ᅇ㊰についてࡑの動సཎ理を理解でき

るࠋ 

14 週 TTL ᅇ㊰ TTL ᅇ㊰についてࡑの動సཎ理を理解でき

るࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ECL ᅇ㊰ ECL ᅇ㊰についてࡑの動సཎ理を理解でき

るࠋ 

2 週 各✀ฟ力ᅇ㊰ 各✀ฟ力ᅇ㊰について理解し，説明できるࠋ 

3 週 CMOS インバータとࡑ

の≉ᛶ 
CMOS インバータについて理解し，ࡑの≉ᛶ

を説明できるࠋ 

4 週 CMOS による NAND，

NOR ᅇ㊰，フリップフ

ロップ 

CMOS による NAND，NOR ᅇ㊰についてࡑ

の動సཎ理を理解できるࠋフリップフロップ

について説明できるࠋ 

5 週 ྠ期࣭㠀ྠ期ᅇ㊰，各✀

FF ᅇ㊰ 
ྠ期࣭㠀ྠ期ᅇ㊰，各✀ FF ᅇ㊰について理解

し，説明できるࠋ 

6 週 シュミットトリ࢞ シュミットトリ࢞について動సཎ理を理解

し，説明できるࠋ 

7 週 ᶆ‽ロࢪック IC ᶆ‽ロࢪック ICについて理解し，説明できるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 㡰ᗎᅇ㊰ 㡰ᗎᅇ㊰について説明することができるࠋ 

10 週 ྠ期ᘧ࢘࢝ンタ，㠀ྠ期

ᘧ࢘࢝ンタ 
ྠ期ᘧ࢘࢝ンタ，㠀ྠ期ᘧ࢘࢝ンタについて

理解し，タィすることができるࠋ 

11 週 レࢪスタ，シフトレࢪス

タ，シフト࢘࢝ンタ 
レࢪスタ，シフトレࢪスタ，シフト࢘࢝ンタ

について理解し，説明することができるࠋ 

12 週 AD ኚ換と DA ኚ換 AD ኚ換，DA ኚ換のཎ理を理解し，説明する

ことができるࠋ 

13 週 各✀ AD ኚ換ᅇ㊰ 各✀ AD ኚ換の動సཎ理を理解し，ィ⟬する
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ことができるࠋ 

14 週 各✀ DA ኚ換ᅇ㊰ 各✀ DA ኚ換の動సཎ理を理解し，ィ⟬する

ことができるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 
基礎的能力        
専門的能力 80    20  100 
分野横断的能力        
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教科名 通ಙ工学 I 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E010 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 電Ἴ工学：，ࢥロࢼ社 

担当者 ΎỈ ᬡ生 

 
到達目標 

１． 㧗࿘Ἴఏ㏦⥺㊰について説明できるࠋ 
２． 電☢Ἴについて説明できるࠋ 
３． ⤥電⥺とᩚ合ᅇ㊰について説明できるࠋ 
㸲． アンテࢼについて説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電ಙ方ᘧの解をồめ

られるࠋ電ᅽἼ࣭電ὶ

Ἴのㅖ㔞をィ⟬でき

るࠋ 

電ಙ方ᘧを説明でき

るࠋ電ᅽἼ࣭電ὶἼ

の✀ࠎのᛶ㉁を説明

できるࠋ 

電ಙ方ᘧを説明でき

ないࠋ電ᅽἼ࣭電ὶ

Ἴの✀ࠎのᛶ㉁を説

明できないࠋ 

評価項目２ ᖹ面Ἴに㐺したマク

ス࢙࢘ル方程ᘧを解

けるࠋᖹ面Ἴのᣢつ

のᛶ㉁のㅖ㔞をࠎ✀

ィ⟬できるࠋ 

マクス࢙࢘ルの電☢

方程ᘧから基♏的な

ㅖ㔞をィ⟬できるࠋ

ᖹ面Ἴのᣢつ✀ࠎの

ᛶ㉁について説明で

きるࠋ 

マクス࢙࢘ルの電☢

方程ᘧから基♏的な

ㅖ㔞をィ⟬できな

いࠋᖹ面Ἴのᣢつ

のᛶ㉁についてࠎ✀

説明できないࠋ 

評価項目３ 各✀ఏ㏦⥺㊰࠾よび

ᩚ合ᅇ㊰に必要なㅖ

㔞をィ⟬できるࠋ 

各✀ఏ㏦⥺㊰࠾よび

ᩚ合ᅇ㊰について説

明できるࠋ 

各✀ఏ㏦⥺㊰࠾よび

ᩚ合ᅇ㊰について説

明できないࠋ 

評価項目㸲 フリスのఏ㐩බᘧを

用いてࠊ㏦ཷಙ㛫のᅇ

⥺タィに㛵わるㅖ㔞

のィ⟬ができるࠋ 

ᚤᑠダイポールアン

テ࠾ࢼよび༙Ἴ㛗ア

ンテࢼのᣢつ✀ࠎの

≉ᛶについて説明で

ᚤᑠダイポールアン

テ࠾ࢼよび༙Ἴ㛗ア

ンテࢼのᣢつ✀ࠎの

≉ᛶについて説明き

80



きࠊㅖ㔞をィ⟬でき

るࠋ 
ないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 本科┠では電☢Ἴ࠾よびアンテࢼの基本的なᛶ㉁についてࠊ基♏的な事㡯

の説明࠾よび必要なㅖ㔞をィ⟬できる能力を㣴いࠊ本᱁的な通ಙ工学を学

 ࠋための基♏力を㣴うࡪ

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで行うࡲࠋた，㐺ᐅ，₇習ၥ㢟などを行うࠋ 

注意点 電気☢気学を履修していることࡲࠋた，୍⯡科┠のうち，理ᩘ⣔に㛵する

科┠を履修していることࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，各❶の位⨨

࡙け 
学習内容やὀ意事㡯，ᡂ⦼の評価方ἲについ

て理解できるࠋ通ಙ工学 I で学ࡪ各❶の㛵ಀ

を理解できるࠋ 

2 週 電Ἴと電☢Ἴ 電Ἴと電☢Ἴの㛵ಀを理解できるࠋᖹ面Ἴに

ついて理解できるࠋ 

3 週 電Ἴの分㢮 電Ἴのྡ๓とἼ㛗࠾よび࿘Ἴᩘの㛵ಀや≉ᚩ

を理解できるࠋ 

4 週 分ᕸᐃᩘ⥺㊰ 分ᕸᐃᩘ⥺㊰と集中ᐃᩘ⥺㊰の㐪いを理解

しࠊ分ᕸᐃᩘ⥺㊰ࣔࢹルを理解できるࠋఏᦙ

ᐃᩘと≉ᛶインࣆーダンスを理解できるࠋ 

5 週 ↓ᦆኻ⥺㊰の電ᅽと電

ὶ 
↓ᦆኻ⥺㊰の電ᅽと電ὶのᘧからࠊ↓ᦆኻ⥺

㊰の≉ᚩを理解できるࠋ 

6 週 ཷ➃からの㊥㞳による

電ᅽ࣭電ὶ⾲♧ 
ཷ➃からの㊥㞳で電ᅽと電ὶを⾲現できࠊ⥺

㊰のインࣆーダンスをồめることができるࠋ 

7 週 ↓ᦆኻ⥺㊰に࠾ける

ᑕとᐃ在Ἴ 
ఏ㏦⥺㊰のインࣆーダンスと㈇Ⲵインࣆーダ

ンスの㛵ಀからᑕಀᩘ࠾よびᐃ在Ἴẚをồ

められるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
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9 週 電☢Ἴの基本ἲ๎ 電☢Ἴの基本ἲ๎を理解できるࠋ 

10 週 ᖹ面電☢Ἴ ᖹ面Ἴの」⣲⾲♧を理解しࠊマクス࢙࢘ル方

程ᘧからἼ動方程ᘧをᑟฟできるࠋ 

11 週 ┿✵中のᖹ面Ἴ ┿✵中に࠾けるἼ動方程ᘧから電⏺を⾲現で

きるࠋἼ動インࣆーダンスを理解できるࠋ 

12 週 ↓ᦆኻ፹㉁中のᖹ面Ἴ ↓ᦆኻ፹㉁に࠾けるἼ動方程ᘧから電⏺を⾲

現できるࠋ 

13 週 ᖹ行⥺ᘧ⥺㊰とྠ㍈

⥺㊰ 
ᖹ⾮⥺ᘧ⥺㊰とྠ㍈⥺㊰の≉ᚩを理解でき

るࠋインࣆーダンスのᩚ合について理解でき

るࠋ 

14 週 ඹ用ᅇ㊰と電力分㓄ჾ ඹ用ᅇ㊰と電力分㓄ჾについて理解できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂  
16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ▴ᙧᑟἼ⟶ ▴ᙧᑟἼ⟶のᵓ㐀と⟶内をఏᦙする電☢Ἴに

ついて理解できるࠋ 

2 週 ᙧᑟἼ⟶ ᙧᑟἼ⟶のᵓ㐀と⟶内をఏᦙする電☢Ἴに

ついて理解できるࠋ 

3 週 ᑟἼ⟶ᅇ㊰⣲Ꮚ ྠ㍈ᑟἼ⟶ኚ換ჾ࠾よび✵Ὕඹჾࠊ方向ᛶ

⤖合ჾについて理解できるࠋ 

4 週 マࢪック T マࢪック T のᵓ㐀とࡑの内㒊をఏᦙする電⏺

について理解できるࠋ 

5 週 ᚤᑠダイポールからの

電Ἴのᨺᑕ 
ᚤᑠダイポールからᨺᑕされる電⏺と☢⏺を

理解できるࠋ 

6 週 ᨺᑕ⏺のᛶ㉁ ᚤᑠダイポールのᨺᑕ⏺のᛶ㉁を理解でき

るࠋᨺᑕ電力をồめられるࠋ 

7 週 ᨺᑕ⏺のᛶ㉁ ᨺᑕᢠ࠾よびᣦ向ᛶಀᩘをồめられるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ༙Ἴ㛗アンテࢼ ༙Ἴ㛗アンテࢼのᵓᡂを理解できるࠋ 

10 週 ༙Ἴ㛗アンテࢼのᨺᑕ

≉ᛶ 
༙Ἴ㛗アンテࢼのᨺᑕ≉ᛶを理解できるࠋ 

11 週 実ຠ㛗 実ຠ㛗について理解し༙ࠊἼ㛗アンテࢼの実

ຠ㛗をồめられるࠋ 

12 週 ධ力インࣆーダンスと

ᨺᑕインࣆーダンス㸭

᥋地アンテࢼ 

༙Ἴ㛗アンテࢼのධ力インࣆーダンスとᨺᑕ

インࣆーダンスを理解できるࠋ᥋地アンテࢼ

について理解できるࠋ 
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13 週 アンテࢼの得 アンテࢼの得のᐃ⩏を理解できるࠋ 

14 週 ཷಙアンテࢼ ཷಙアンテࢼのཷಙ電力をồめられるࠋ㈇リ

スのබᘧを理解できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂  
16 週 ⟅㏉༷࠾よび解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 ィ⟬ᶵ工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 「図解ࢥンࣆュータアー࢟テクチࣕධ㛛 ➨ 2 ∧」㸹ᇼ᱇ኴ㑻 ⴭ㸭 ᳃ฟ

∧ 2011 

担当者 ᑜᮌ ಙ୍ 

 
到達目標 

 テクチࣕに㛵する基本的なᴫᛕを理解できる࢟ュータアーࣆンࢥ．１
 ュータのṔྐについて理解できるࣆンࢥ．２

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࢥンࣆュータアー࢟テ

クチࣕに㛵する基本的

なᴫᛕを理解し，ᵓᡂ

要⣲ごとに説明でき

る． 

࢟ュータアーࣆンࢥ

テクチࣕに㛵する基

本的なᴫᛕを理解で

きる． 

࢟ュータアーࣆンࢥ

テクチࣕに㛵する基

本的なᴫᛕを理解で

きない． 

評価項目２ ࢥンࣆュータのⓎᒎの

ὶれを理解し，大ࡲか

な分㢮を説明できる． 

ュータのⓎᒎࣆンࢥ

のὶれを理解できる． 
ュータのⓎᒎࣆンࢥ

のὶれを理解できな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要   本科┠は，これࡲでのࢥンࣆュータを⾲ィ⟬やᩥ書సᡂなどの㐨ලとし

てう❧場からもう୍Ṍ㋃み㎸んで，ࢥンࣆュータの組みであるࢥンࣆ

ュータアー࢟テクチࣕについて理解することを┠的とする．ࢥンࣆュータ

をᵓᡂ要⣲ẖに，令ࢭットアー࢟テクチࣕ，₇⟬アー࢟テクチࣕ，ไᚚ
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アー࢟テクチࣕ，࣓ࣔリアー࢟テクチࣕ，システムアー࢟テクチࣕなどに

分し，ࡑれࡒれの組みを学習する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
  ィ⟬ᶵ工学はࢥンࣆュータ࣭ハード࢙࢘アのしくみ࠾よび࣌࢜レーテ

 ．ア➼について学習する࢙࢘フトࢯシステムをẆとした基本ࢢン

注意点   ィ⟬ᶵ工学を学習する上で，ሗฎ理(ሗ通ಙ技⾡の基本用ㄒ࠾よびリ

テラシー)࠾よびㄽ理ᅇ㊰の基♏的な▱㆑が必要である． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢥンࣆュータのⓎᒎ  ࢥンࣆュータのⓎᒎのṔྐについて理解で

きるࠋ 

2 週 ࣀイマン型ࢥンࣆュー

タ 
ュータの基本ᵓᡂ，基本動ࣆンࢥイマン型ࣀ 

సについて理解できるࠋ 

3 週 令ࢭットアー࢟テク

チࣕ 
 ᶵᲔㄒ令について理解できるࡲࠋた，アド

レッシンࢢについても理解できるࠋ 

4 週 ₇⟬アー࢟テクチࣕ  ࢹータの⾲現方ἲについて理解できるࡲࠋ

た，₇⟬アルゴリࢬムについても理解できるࠋ 

5 週 ไᚚアー࢟テクチࣕ  ࣡イࣖードロࢪックไᚚ方ᘧについて理解

できるࠋ 

6 週 ࣓ࣔリアー࢟テクチࣕ

１ 
IC ࣓ࣔリについて理解できるࡲࠋた，⿵ຓグ

᠈⨨についても理解できるࠋ 

7 週 ࣓ࣔリアー࢟テクチࣕ

２ 
テクチࣕについて理࢟ッシュ࣓ࣔリアーࣕ࢟

解できるࡲࠋた，௬࣓ࣔリアー࢟テクチࣕに

ついても理解できるࠋ 

8 週 ࠙中㛫試㦂ࠚ  
9 週 ㎸みアー࢟テクチࣕ ㎸みのᴫ要と動సについて理解できるࠋ 

10 週 ࣃイプラインアー࢟テ

クチࣕ 
ࠋイプラインฎ理の基本について理解できるࣃ

 ࠋた，㧗㏿技⾡についても理解できるࡲ

11 週 システムアー࢟テクチ

ࣕ１ 
プロࢭス⟶理の方ἲについて理解できるࠋ 

12 週 システムアー࢟テクチ

ࣕ２ 
マルチプロࢢラミンࢢについて理解できるࠋ 

13 週 システムアー࢟テクチ

ࣕ３ 
グ᠈⟶理について理解できるࡲࠋた，フイル

システムとフイルᵓᡂを理解できるࠋ 

14 週 システムアー࢟テクチ システムのಙ㢗ᛶについて理解できるࠋ 
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ࣕ㸲 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 60    20  80 

専門的能力 20      20 

分野横断的能力        
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教科名 電気ᮦᩱ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 電力ࢥース 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 新インターࣘニバーシテ 電気電Ꮚᮦᩱ：㕥⨨ಖ㞝 ⦅ⴭ，࢜ーム社 

担当者 㧘ᯇ ❳ 

 
到達目標 

１．電気ᮦᩱに࠾ける必要な基♏▱㆑が理解できるࠋ 
２．ᑟ電ᮦᩱのᛶ㉁や≉ᚩを理解し，各✀ᮦᩱについて説明できるࠋ 
３．ㄏ電体ᮦᩱのᛶ㉁や≉ᚩを理解し，各✀ᮦᩱについて説明できるࠋ 
㸲．⤯⦕ᮦᩱのᛶ㉁や≉ᚩを理解し，各✀ᮦᩱについて説明できるࠋ 
５．☢ᛶᮦᩱのᛶ㉁や≉ᚩを理解し，各✀ᮦᩱについて説明できるࠋ 
㸴．ࡑののᮦᩱのᛶ㉁や≉ᚩを理解し，各✀ᮦᩱについて説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電気ᮦᩱに࠾ける必

要な基♏▱㆑を理解

し，応用することがで

きるࠋ 

電気ᮦᩱに࠾ける必

要な基♏▱㆑が理解

できるࠋ 

電気ᮦᩱに࠾ける必

要な基♏▱㆑が理解

できないࠋ 

評価項目２ ᑟ電ᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦᩱ

についてࡑの✀㢮，ᛶ

㉁，用㏵などを説明で

きるࠋ 

ᑟ電ᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

るࠋ 

ᑟ電ᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

ないࠋ 

評価項目３ ㄏ電体ᮦᩱのᛶ㉁や

≉ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについてࡑの✀㢮，

ᛶ㉁，用㏵などを説明

できるࠋ 

ㄏ電体ᮦᩱのᛶ㉁や

≉ᚩを理解し，各✀

ᮦᩱについて説明で

きるࠋ 

ㄏ電体ᮦᩱのᛶ㉁や

≉ᚩを理解し，各✀

ᮦᩱについて説明で

きないࠋ 

評価項目㸲 ⤯⦕ᮦᩱのᛶ㉁や≉ ⤯⦕ᮦᩱのᛶ㉁や≉ ⤯⦕ᮦᩱのᛶ㉁や≉
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ᚩを理解し，各✀ᮦᩱ

についてࡑの✀㢮，ᛶ

㉁，用㏵などを説明で

きるࠋ 

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

るࠋ 

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

ないࠋ 

評価項目㸳 ☢ᛶᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦᩱ

についてࡑの✀㢮，ᛶ

㉁，用㏵などを説明で

きるࠋ 

☢ᛶᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

るࠋ 

☢ᛶᮦᩱのᛶ㉁や≉

ᚩを理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明でき

ないࠋ 

評価項目㸴 ࡑののᮦᩱのᛶ㉁

や≉ᚩを理解し，各✀

ᮦᩱについてࡑの✀

㢮，ᛶ㉁，用㏵などを

説明できるࠋ 

ののᮦᩱのᛶ㉁ࡑ

や≉ᚩを理解し，各

✀ᮦᩱについて説明

できるࠋ 

ののᮦᩱのᛶ㉁ࡑ

や≉ᚩを理解し，各

✀ᮦᩱについて説明

できないࠋ 

 
 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要 本科┠では，電気ᮦᩱを学ࡪ上での基♏▱㆑や電気ᶵჾをᵓᡂするᑟ電ᮦ

ᩱ，⤯⦕ᮦᩱ，☢気ᮦᩱについて学ࠋࡪ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで行うࠋ㐺ᐅ，レポートもしくはᑠテストを行うࠋ 

注意点 物理（㔞Ꮚ力学）や学，電気ᅇ㊰，電気☢気学，電Ꮚࢹバイスを履修し

ていることがᮃࡲしいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，電気ᮦᩱの

基♏ 
本科┠の必要ᛶ，内容，評価方ἲ➼が理解で

きるࠋ 
電気ᮦᩱを学ࡪ上での必要な▱㆑について理

解できるࠋ 

2 週 電気ᮦᩱの基♏ 電気ᮦᩱを学ࡪ上での必要な▱㆑について理

解できるࠋ 

3 週 ᑟ電ᮦᩱ ᑟ電ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ
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について説明することができるࠋ 

4 週 ᑟ電ᮦᩱ ᑟ電ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

5 週 ᑟ電ᮦᩱ ᑟ電ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

6 週 ㄏ電体ᮦᩱ ㄏ電体ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明することができるࠋ 

7 週 ㄏ電体ᮦᩱ ㄏ電体ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦ

ᩱについて説明することができるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ⤯⦕ᮦᩱ ⤯⦕ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

10 週 ⤯⦕ᮦᩱ ⤯⦕ᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

11 週 ☢ᛶᮦᩱ ☢ᛶᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

12 週 ☢ᛶᮦᩱ ☢ᛶᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

13 週 ☢ᛶᮦᩱ ☢ᛶᮦᩱの基♏的なᛶ㉁を理解し，各✀ᮦᩱ

について説明することができるࠋ 

14 週 ࡑののᮦᩱ ࡑののᮦᩱについて，ࡑのᛶ㉁と≉ᚩを説

明できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 電気ἲつ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E013 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 電気ἲつと電気タ⟶理：➉野ṇⴭ，ᮾி電ᶵ大学ฟ∧ᒁ 

担当者 ỌᏲ ▱ぢ 

 
到達目標 

１．電気事業やタのಖᏳ，ィ㔞に㛵するもの，ᅜの≉ูな⟇にかかわるἲᚊの必要ᛶを

理解し，ࡑのᴫ要を説明できるࠋ 
２．電気工స物や電気用ရに㛵して，ಖᏳ上㔜要な技⾡基‽のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電気事業やタのಖ

Ᏻ，ィ㔞に㛵するも

の，ᅜの≉ูな⟇に

かかわるἲᚊについ

て，必要ᛶとᴫ要をṇ

確に（㸶௨上）説明

することができるࠋ 

電気事業やタのಖ

Ᏻ，ィ㔞に㛵するも

の，ᅜの≉ูな⟇

にかかわるἲᚊにつ

いて，必要ᛶとᴫ要

をࡰṇ確に（㸴

௨上）説明すること

ができるࠋ 

電気事業やタのಖ

Ᏻ，ィ㔞に㛵するも

の，ᅜの≉ูな⟇に

かかわるἲᚊについ

て，必要ᛶとᴫ要を説

明できないࠋ 

評価項目２ 電気工స物や電気用

ရに㛵して，ಖᏳ上

㔜要な技⾡基‽のᴫ

要をṇ確に（㸶௨

上）説明することが

できるࠋ 

電気工స物や電気

用ရに㛵して，ಖᏳ

上㔜要な技⾡基‽

のᴫ要をࡰṇ確

に（㸴௨上）説明

することができるࠋ 

電気工స物や電気用

ရに㛵して，ಖᏳ上㔜

要な技⾡基‽のᴫ要

を説明できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔
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教育方法等 

概要 電気はᅜẸ生άと⤒῭にとって必要ྍḞな࢚ネルࢠーであるࡑࠋのため

㟂要ᐙの┈をಖㆤするとඹに電気を౪⤥する電気事業⪅の健なⓎᒎ

を図る必要があるࡲࠋたࠊ電気は感電や₃電ⅆ⅏という༴㝤な面もありࠊ

電気を౪⤥する⪅ࠊᶵჾを〇సする⪅ࠊ電気工事をする⪅にᑐしてつไす

る必要があるࠋ 
授業では電気事業のṔྐと㛵ಀἲ令のᴫ要を説明しࠊ電気事業ࠊ電気工స

物に㛵するἲつࠊ基‽及び電気ಖᏳに㛵するᴫ要，ࡲた⤒῭⏘業┬が実

している࢚ネルࢠーᨻ⟇ࠊ電力タഛ運用などに㛵するሗをᥦ౪すること

によりࠊ電気事業の実㝿面の▱㆑と応用力の㣴ᡂにດめるࠋ 
タ⟶理ではࠊⓎ電ᡤ➼電気タの運Ⴀ, ಖᏲ, ᣑについてᶵ能を合理

的にⓎさせるためࠊ電気タ体の⟶理運用についてᴫ要をㅮ⩏するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業は，ᩍ科書とᯈ書を中心に行うので，ࣀートの実を各自はかることࠋ

 ࠋでの用ㄒとは␗なるㄒྃが多いので，ண習࣭習を行うことࡲた，ࡲ

注意点 本科┠は認ᐃで電気主௵技⾡⪅の㈨᱁を取得するための必㡲科┠ですࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価方

ἲなどについて理解できるࠋ 

2 週 電気事業とἲつのኚ㑄 ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

3 週 電気事業ἲと事業つไ ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
4 週 ィ㔞ἲと電※㛤Ⓨ ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
5 週 生ྍ能࢚ネルࢠーㄪ

㐩に㛵する≉ูᥐ⨨ἲ 
ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

6 週 電気工స物のಖᏳ ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
7 週 電気主௵技⾡⪅࣭電気工

事ኈἲ࣭電気用ရᏳ

ἲ࣭電気工事業ἲ 

ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 電気工స物の技⾡基‽

のኚ㑄と用ㄒのᐃ⩏ 
ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

10 週 Ⓨ電ᡤ࣭ኚ電ᡤ➼の工

స物 
ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

11 週 電⥺㊰ ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
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12 週 電気㕲㐨࠾よび㗰⣴㕲

㐨 
ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 

13 週 電気に㛵するᶆ‽つ᱁ ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
14 週 電気タ⟶理 ᕥグ㡯┠のᴫ要を理解し，説明できるࠋ 
15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 㛫㐪った⟠ᡤを理解できるࠋ 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 20      20 

専門的能力 50      50 

分野横断的能力 30      30 
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教科名 電気応用 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E014 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 「ᨵゞ電気応用 1」㸹῝ᑿಖ，ቑ⏣参୍㑻，雨ᐑṊ⏨，బᅵ᰿⠊ḟඹⴭ ࢥ

ロࢼ社㸭 

担当者 ሯ本 ಇ 

 
到達目標 

１．㺀照明工学㺁㺀電⇕工学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑれࡒれの分野に࠾いて，基本的な事を理解する

ことができるࠋ 
２．㺀照明工学㺁㺀電⇕工学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑれࡒれの分野に࠾いて，㛵㐃するィ⟬ၥ㢟を解く

ことができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑれ

，いて࠾れの分野にࡒ

基本的な事を 80％
௨上理解することが

できるࠋ 

㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑ

れࡒれの分野に࠾い

て，基本的な事を

60％௨上理解するこ

とができるࠋ 

㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑ

れࡒれの分野に࠾い

て，基本的な事を

60％௨上理解するこ

とができないࠋ 

評価項目２ 㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑれ

，いて࠾れの分野にࡒ

㛵㐃するィ⟬ၥ㢟を

80％௨上解くことが

できるࠋ 

㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑ

れࡒれの分野に࠾い

て，㛵㐃するィ⟬ၥ

㢟を 60％௨上解くこ

とができるࠋ 

㺀照明工学㺁㺀電⇕工

学㺁㺀電気㕲㐨㺁のࡑ

れࡒれの分野に࠾い

て，㛵㐃するィ⟬ၥ

㢟を 60％௨上解くこ

とができないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔
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教育方法等 

概要 電気応用というᩍ科┠ྡから分かるように，この科┠は電気工学の応用

分野の学習であるࠋ電気は人㛫生άのᵝࠎなところで応用されているが，

，このうち㺀ග㺁ࠋの用ᙧ態は㺀ග㺁，㺀⇕㺁，㺀動力㺁，㺀ሗ㺁などであるࡑ

㺀⇕㺁，㺀動力㺁３分野の電気の応用のしかたを習得しようというのがこの

科┠であるࠋ 
 ගに㛵しては㺀照明工学㺁，⇕に㛵しては㺀電⇕工学㺁，動力に㛵しては㺀電

気㕲㐨㺁という分野について授業するࡑࠋれࡒれの分野に࠾いて，ࡑの分

野の基本的な事の理解に加え，電気というものがࡑれࡒれの工業分野で

どのようなᙧで用されているかを習得することが，大きな授業┠ᶆであ

るࠋ 
 ල体的な授業┠ᶆの１␒┠は，照明の基♏事㡯を理解するということで

あるࡲࠋた✀ࠎの照明ჾලについて，ࡑの点ⅉの࣓࢝ニࢬム，照明≉ᛶ➼

について理解を῝めるࠋ ගἲの理解に加え照明ィ⟬についても習得す

るࠋ 
 授業┠ᶆの 2 ␒┠は，電⇕に㛵する୍⯡事㡯を理解することであるࠋ 

度と⇕の単位にጞࡲり，⇕㔞࣭⇕容㔞などの基♏的事㡯を理解したうえで，

電気加⇕の学習を行い，電⇕ィ⟬を習得するࠋ 
 授業┠ᶆの 3 ␒┠は，電気㕲㐨のᴫ要を理解することであるࠋ⏘業Ⓨ㐩

のṔྐと㕲㐨Ⓨ㐩のṔྐには，ᐦ᥋な㛵ಀがあるࠋある時は電気㕲㐨が⏘

業のⓎ㐩を≌ᘬしてきたし，ある時は⏘業のⓎ㐩が電気㕲㐨を進させて

きたࠋこのようなṔྐを学習するとともに，電気㕲㐨の基本的な㒊分を学

習するࠋ㌴୧については㛗い㛫用されてきた┤ὶ┤ᕳࣔータを用した

電㌴から，最新のインバータと VVVF をഛえたㄏᑟ電動ᶵ用の新ᖿ⥺電

㌴ࡲで，ࡲた電力౪⤥については┤ὶき電とὶき電方ᘧの୧方について

学習するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
主としてㅮ⩏方ᘧで行うࠋ 
 

注意点 ᩍ科書は１ᣦᐃしているࠋこのᏊには照明工学࣭電⇕工学分野はグ

㍕されているが，電気㕲㐨分野はグ㏙がないࠋᩍဨのᯈ書がすてである

から，きちんとࣀートをとることが大ษであるࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

 

1 週 科┠ᴫ要と授業の進め

方➼の࢞イダンス 
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後期 

2 週 照明工学（１） 照明工学の基本的な事を理解できるࠋ 

3 週 照明工学（２） 照度の㏫ἲ๎とవᘻ๎を用して照度ィ

⟬ができるࠋ 

4 週 照明工学（３） 照明ჾලの点ⅉཎ理を理解して，⺯ගⅉの点

ⅉᅇ㊰をᥥくことができるࠋ 

5 週 照明工学（㸲） ❧体ゅᢞᑕのἲ๎をって，照度をồめるこ

とができるࠋ 

6 週 照明工学（５） JIS にᐃめられている照度基‽の್を理解しࠊ

主なᘓᒇ内の照度基‽をぬえることができ

るࠋ 

7 週 照明工学（㸴） 照明ィ⟬の考え方を理解して，⡆単なᘓ物の

照明タィができるࠋ 

8 週 ࠙๓期中㛫試㦂ࠚ  
9 週 電⇕工学（１） 電⇕工学の基本的な事を理解できるࠋ 

10 週 電⇕工学（２） 加⇕に必要な電気ࣄータの容㔞ィ⟬ができ

るࡲࠋた，⇕ὶを電ὶに⨨き換えて考え，Ⓨ

⇕ィ⟬ができるࠋ 

11 週 電気㕲㐨工学（１） 電気㕲㐨のṔྐを理解できるࠋ㕲㐨⥺㊰のᵓ

㐀を理解して，᭤⥺㉮行時のิ㌴のཷける㐲

心力をィ⟬できるࠋ 

12 週 電気㕲㐨工学（２） 電気㌴に積ࡲれている主電動ᶵの✀㢮を▱

り，┤ὶ┤ᕳき電動ᶵの≉ᛶを理解できるࠋ 

13 週 電気㕲㐨工学（３） 電㌴⥺㊰の✀㢮࣭㤢電ᅇ㊰の✀㢮とࡑの≉ᚩ

を㏙ࡑ，れࡒれのᅇ㊰図をᥥくことができ

るࠋ 

14 週 電気㕲㐨工学（㸲） ┤ὶ電༊㛫に࠾ける電㣗のཎᅉとᑐ⟇を理

解できるࠋ 

15 週 ࠙๓期期ᮎ試㦂ࠚ  
16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        
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専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電気タィ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E015 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 電気タィ学㸹➉内ᑑኴ㑻࢜ーム社㸭㓄する各✀㈨ᩱ 

担当者 ๓期：ỌᏲ ▱ぢ，後期：ሯ本 ಇ 

 
到達目標 

１．タィに必要な事㡯が理解できるࠋ 
２．タィᵝにあわせて，期㝈ࡲでに┤ὶᶵ࣭ኚᅽჾのタィができるࠋ 
３．タィした内容について，ሗ࿌書をసᡂし，説明することができるࠋ 
㸲．ಙ㢗ᛶ工学に㛵する基本的な事㡯を理解できるࠋ 
５．ရ㉁⟶理に㛵する基本的な事㡯を理解できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ タィに必要な事㡯を理

解し，説明できるࠋ 
タィに必要な事㡯を

理解できるࠋ 
タィに必要な事㡯を

理解できないࠋ 

評価項目２ タィᵝにあわせて，

ຓゝなどなしに期㝈ࡲ

でに各✀ᅇ㊰のタィ࣭

〇సができるࠋるࠋ  

タィᵝにあわせて，

期㝈ࡲでに各✀ᅇ㊰

のタィ࣭〇సができ

るࠋ 

タィᵝにあわえて，

期㝈ࡲでに各✀ᅇ㊰

のタィ࣭ 〇సができな

いࠋ  

評価項目３ 

 

タィ࣭〇సした内容に

ついて，期㝈ࡲでにሗ

࿌書をṇしい᪥本ㄒを

用いてㄽ理的にࡲとめ

ることができるࠋ 

タィ࣭ 〇సした内容に

ついて，期㝈ࡲでにሗ

࿌書をࡲとめること

ができるࠋ 

タィ࣭ 〇సした内容に

ついて，期㝈ࡲでにሗ

࿌書をࡲとめること

ができないࠋ 

評価項目㸲 

 

ಙ㢗ᛶ工学に㛵する基

本的な事㡯を 80％௨

上理解できるࠋ 

ಙ㢗ᛶ工学に㛵する

基本的な事㡯を 60％
௨上理解できるࠋ 

ಙ㢗ᛶ工学に㛵する

基本的な事㡯を 60％
௨上理解できないࠋ 

評価項目㸳 ရ㉁⟶理に㛵する基本 ရ㉁⟶理に㛵する基 ရ㉁⟶理に㛵する基
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 的な事㡯を 80％௨上

理解できるࠋ 
本的な事㡯を 60％௨

上理解できるࠋ 
本的な事㡯を 60％௨

上理解できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

○C-1(d-3)：自らㄢ㢟をⓎぢし，ࡑの本㉁を理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ๓期：電気ᶵჾや電気ᮦᩱで学んࡔ▱㆑をもとにᶵჾのタィを行い，タィ

に㛵する▱㆑の習得をするࠋ 
後期：ಙ㢗ᛶ工学の基♏࣭ရ㉁⟶理の基♏を中心に，ISO や PL ἲに加え

▱的㈈⏘ᶒに㛵しても▱㆑の習得にດめるࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
๓期：ᶵჾのタィに必要な▱㆑のㅮ⩏を行い，各人でえられたテーマに

ついてのタィを行うࠋタィテーマについては，ࡑれࡒれᵝの␗なるᶵჾ

のタィをㄢし，レポートをసᡂするࠋ ㄢ㢟 1：┤ὶ電動ᶵ  ㄢ㢟 2：ኚ

ᅽჾ 
後期：₇習ၥ㢟もධれながらㅮ⩏中心で行うࠋ 

注意点 レポートはタィのసရࡑのものであるので，ᥦฟなき場合は評価できない

ので，ᮍ履修とする（๓期）ࠋኚᅽჾのタィはኟఇみ中のㄢ㢟とするࠋ 
後期は試㦂 100％で評価するࠋ๓期の試㦂 50％࣭ポートフ࢛リ࢜ 50％と，

後期の試㦂 のࡑ100％࣭ 0％をᖹᆒして，通ᖺの評価合を試㦂 75％࣭

ポートフ࢛リ࢜ 25％と⾲♧していることにὀ意することࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

 

 

 

 

 

๓期 

1 週 ࢞イダンス 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価方

ἲなどについて理解できるࠋ 

2 週 ᶵჾのᑍἲと容㔞 タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 

3 週 ᶵჾのᑍἲと容㔞 タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 
4 週 㕲ᶵᲔと㖡ᶵᲔ タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 
5 週 ┦ఝᛶの理ㄽ タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 
6 週 ┦ఝᛶの理ㄽ タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 
7 週 ᚤቑ加ẚἲの理ㄽ タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 
8 週 中㛫試㦂  
9 週 ┤ὶ電動ᶵのタィ ㄢ㢟にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝに

98



あわせてタィ࣭〇సができるࠋ  
10 週 ┤ὶ電動ᶵのタィ ㄢ㢟にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝに

あわせてタィ࣭〇సができるࠋ  
11 週 ┤ὶ電動ᶵのタィ ㄢ㢟にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝに

あわせてタィ࣭〇సができるࠋ  
12 週 ┤ὶ電動ᶵのタィ ㄢ㢟にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝに

あわせてタィ࣭〇సができるࠋ  
13 週 ┤ὶ電動ᶵのタィ ㄢ㢟にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝに

あわせてタィ࣭〇సができるࠋ  
14 週 ኚᅽჾの㕲心とᕳ⥺ タィに㛵㐃する▱㆑を理解し，説明できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 㛫㐪った⟠ᡤを理解できるࠋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
後期 

1 週 ಙ㢗ᛶ工学の基♏（１） ಙ㢗ᛶ࣭ಖᛶの意を理解できるࠋ 

2 週 ಙ㢗ᛶ工学の基♏（２） ア࣋イラࣅリテーの意を理解できるࠋ 

3 週 ಙ㢗ᛶ工学の基♏（３） ᨾ㞀の✀㢮とᾎᵴ᭤⥺を理解できるࠋ 

4 週 ಙ㢗ᛶ工学の基♏（㸲） MTBF と MTTR を理解して，システムのア࣋

イラࣅリテーをィ⟬することができるࠋ 

5 週 ಙ㢗ᛶ工学の基♏（５） ┤ิシステムと୪ิシステムのಙ㢗度をࡑれ

 ࠋれồめることができるࡒ

6 週 ಖࢹータの解ᯒ方ἲ

（１） 
理ㄽ分ᕸの✀㢮を▱り，ಙ㢗度のィ⟬に応用で

きることを理解できるࠋ 

7 週 ಖࢹータの解ᯒ方ἲ

（２） 
ṇつ分ᕸをったಙ㢗度のィ⟬を実行できるࠋ 

8 週 後期中㛫試㦂  
9 週 ရ㉁⟶理の基♏（１） JIS にᐃ⩏されたရ㉁⟶理に㛵する用ㄒについ

て理解できるࠋ 

10 週 ရ㉁⟶理の基♏（２） ရ㉁⟶理にわれる QC㸵つ㐨ලについて理解

できるࠋ 

11 週 ရ㉁⟶理の基♏（３） 新 QC㸵つ㐨ලについて理解できるࠋ 

12 週 ရ㉁⟶理の基♏（㸲） ISO9000 シリー࣭ࢬ 14000 シリーࢬについてࡑ

のᴫ要を説明することができるࠋ 

13 週 ရ㉁⟶理の基♏（５） ▱的㈈⏘ᶒについてࡑの✀㢮とᴫ要を説明す

ることができるࠋ 

14 週 ရ㉁⟶理の基♏（㸴） PL ἲのᴫ要について説明することができるࠋ 

15 週 後期期ᮎ試㦂  
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16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 75    25  100 

基礎的能力        

専門的能力 75    25  100 

分野横断的能力        
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教科名 ィ⟬ᶵ工学≉ㄽ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E016 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 自సプリント， 
参考書：「アࢭンブラゝㄒ CASLII」㸹ᮾ⏣ᖾᶞか㸭工学図書ᰴᘧ会社 

担当者 ᑜᮌ ಙ୍ 

 
到達目標 

１．アࢭンブラゝㄒ CASLII を理解できる 
２．ICT 技⾡のトレンドについて理解できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ア ࢭ ン ブ ラ ゝ ㄒ

CASLII を理解し，ࡑ

れを用いて応用プロࢢ

ラムをసᡂできるࠋ 

ア ࢭ ン ブ ラ ゝ ㄒ

CASLII の基本的な

令を理解できるࠋ 

ア ࢭ ン ブ ラ ゝ ㄒ

CASLII の基本的な

令を理解できないࠋ 

評価項目２ 最新の ICT技⾡のトレ

ンドについて理解でき

るࠋ 

これࡲでの ICT 技⾡

の基本的なⓎᒎのὶ

れを理解できるࠋ 

これࡲでの ICT 技⾡

の基本的なⓎᒎのὶ

れを理解できないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要   ィ⟬ᶵ工学≉ㄽでは，ࢥンࣆュータ内㒊，≉に CPU の組みと基本的

な動సを理解することが┠ᶆである．ල体的には，アࢭンブラゝㄒの基本，

及びアࢭンブラゝㄒを用いたプロࢢラミンࢢの基本的ᡭἲの理解するこ

とである． 

授業の進め方と   
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授業内容・方法 

注意点   㝈られた授業時㛫内では分な技⾡は㌟につかない．授業中にฟすㄢ㢟

を中心に，ఇみ時㛫やᨺㄢ後を用して積極的に₇習を行なうことで理解

を῝めてḧしい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 ࢥンࣆュータ࠾よび ICT
技⾡のᴫ要１ 

主要な CPU や OS について説明できるࠋ 

2 週 ࢥンࣆュータ࠾よび ICT
技⾡のᴫ要２ 

ࢥで，最㏆のࡲスクトップからࣔバイル➃ᮎࢹ

ンࣆュータや ICT 技⾡のトレンドについて説

明できるࠋ 

3 週 プレࢮンテーシࣙンの

‽ഛ 
᪤Ꮡの ICT 技⾡を理解し，ࡑれらを組み合わ

せて新たな〇ရをᥦしてⓎ⾲するための‽

ഛをするࠋ 

4 週 プレࢮンテーシࣙン１ ᥦする〇ရをⓎ⾲することができるࠋ 

5 週 プレࢮンテーシࣙン２ ᥦする〇ရをⓎ⾲することができるࠋ 

6 週 ア ࢭ ン ブ ラ ゝ ㄒ 
CASLII のᴫ要 

COMMETII のᵝについて説明できるࠋ 

7 週 ハ ー ド ࢘ ࢙ ア 
COMETII のᵝ 

ᩘやᩥᏐの⾲現方ἲを説明できるࡲࠋた，CPU 
のレࢪスタᵓᡂを説明できるࠋ 

8 週 ࠙中㛫試㦂ࠚ  
9 週 アࢭンブラ CASLII の

書き方 
ᐃᩘ，㡿ᇦの確ಖ，㠀実行ᩥの書き方を，ࡑれ

 ࠋれ説明できるࡒ

10 週 CASLII の令１ CASLII の令ᙧᘧを説明できるࡲࠋた，ロー

ド࣭ストア令，ロードアドレス令を説明で

きるࠋ 

11 週 CASLII の令２ ⟬⾡₇⟬令，ㄽ理₇⟬令を説明できるࠋ 

12 週 CASLII の令３ ẚ㍑₇⟬令，シフト₇⟬令を説明できるࠋ 

13 週 CASLII の令㸲 分ᒱ令を説明できるࠋ 

14 週 CASLII の令５ スタック᧯స令，ࢥール࣭リターン令，マ

クロ令を説明できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 40    30  70 

専門的能力 20    10  30 

分野横断的能力        
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教科名 電Ꮚ工学≉ㄽ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E017 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 なし（㐺ᐅ，㈨ᩱを㓄する） 

担当者 ▼ ᬛኈ 

 
到達目標 

１．ሗ通ಙに必要となるኚㄪᅇ㊰について理解できること． 
２．ᛴ㏿に進Ṍしているマルチ࣓ࢹア㛵㐃ᶵჾの基♏技⾡について理解できること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習するすてのኚ

ㄪ理ㄽやᅇ㊰について

≉ᚩもྵめて説明でき

る． 

いくつかのኚㄪ方

ᘧの理ㄽやᅇ㊰のᴫ

要を説明できる． 

いくつかのኚㄪ方

ᘧの理ㄽやᅇ㊰につ

いてᴫ要を説明でき

ない． 

評価項目２ マルチ࣓ࢹア㛵㐃ᶵ

ჾのཎ理や≉ᚩを説明

できる． 

マルチ࣓ࢹア㛵㐃

ᶵჾのᴫ要を説明で

きる． 

マルチ࣓ࢹア㛵㐃

ᶵჾのᴫ要を説明で

きない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解している۔

 
教育方法等 

概要 ࢚レクトロニクス技⾡は㌟㏆なᐙᗞ用電〇ရから人工⾨ᫍにいたるࡲ

で，現௦社会のᖜᗈい分野で進ᒎし，必要ྍḞな技⾡のࡦとつとなって

いる． 
本科┠では，ሗ通ಙやマルチ࣓ࢹアᶵჾに㛵㐃する分野について学修

する． 

授業の進め方と ㅮ⩏を中心とする．ࡲた，ᩍᮦとして㓄するプリントを用いてண習࣭
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授業内容・方法 習を行うこと． 

注意点 電気ᅇ㊰࠾よび電Ꮚᅇ㊰の▱㆑を有していること． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ᖜኚㄪ理ㄽ ኚㄪ࠾よびㄪについて説明できること．ࡲ

た，ࡑの方ᘧの୍つであるᖜኚㄪ࣭ㄪ理ㄽ

について説明できること． 

2 週 ᖜኚㄪᅇ㊰ ᖜኚㄪ࣭ㄪᅇ㊰について説明できること． 

3 週 ࿘Ἴᩘኚㄪ理ㄽ ࿘Ἴᩘኚㄪ࣭ㄪ理ㄽについて説明できるこ

と． 

4 週 ࿘Ἴᩘኚㄪᅇ㊰ ࿘Ἴᩘኚㄪ࣭ㄪᅇ㊰について説明できるこ

と． 

5 週 ࣃルスኚㄪ ࣃルスኚㄪ࣭ㄪ理ㄽ࠾よびࡑのᅇ㊰について

説明できること． 

6 週 ග通ಙ技⾡１ ග通ಙ技⾡の必要ᛶや技⾡のⓎᒎについて説

明できること． 

7 週 ග通ಙ技⾡２ ගフイバのしくみやගフイバを用いた通

ಙ技⾡のᴫ要について理解できること． 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 ᫎീᶵჾ１ ീ⣲Ꮚの✀㢮や組みについて説明できる

こと． 

10 週 ᫎീᶵჾ２ ࢹスプレイの✀㢮や組みについて説明で

きること． 

11 週 㡢㡪ᶵჾ１ 㡢と⫈ぬの㛵ಀとࡑのᩘ್について理解で

きること． 

12 週 㡢㡪ᶵჾ２ マイクロ࣍ンの✀㢮や組みについて説明で

きること．ࡲた，スࣆー࢝ーの✀㢮や組みに

ついて説明できること． 

13 週 ಙ号のグ㘓࣭生 ✀ࠎのグ㘓࣓ࢹアとグ㘓方ἲ，生方ἲにつ

いて説明できること． 

14 週 ಙ号のఏ㏦方ἲ 㟼Ṇ⏬や動⏬のఏ㏦方ἲについて説明できる

こと． 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 通ಙ工学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E018 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ科書：「新ሗ通ಙᴫㄽ」㸹ሗ通ಙ技⾡◊✲会⦅㸭電気通ಙ༠会 
参考書：「通ಙサーࣅス用࢞イドブック」㸭᪥⤒㹀㹎社 

担当者 NTT からの㠀ᖖㅮᖌ 

 
到達目標 

１．通ಙシステムのಙ㢗ᛶ基‽ ，すなわちရ㉁の✀㢮ࠊ考え方ࠊ実現方ἲを説明できるࠋ 
２．通ಙネット࣡ークのᵓᡂとࠊネット࣡ークを実現する技⾡を説明できるࠋ 
３．通ಙサーࣅスࠊ通ಙ技⾡に࠾いては，最新の通ಙ技⾡࣭各✀サーࣅスの組み㺂実現方ἲ

を説明できるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 通ಙシステムのಙ㢗ᛶ

基‽ ，すなわちရ㉁の

✀㢮ࠊ考え方ࠊ実現方

ἲをヲ⣽に説明でき

るࠋ 

通ಙシステムのಙ㢗

ᛶ基‽ ，すなわちရ

㉁の✀㢮ࠊ考え方ࠊ実

現方ἲを説明できるࠋ 

通ಙシステムのಙ㢗

ᛶ基‽ ，すなわちရ

㉁の✀㢮ࠊ考え方ࠊ実

現方ἲを説明できな

いࠋ 

評価項目２ 通ಙネット࣡ークのᵓ

ᡂとࠊネット࣡ークを

実現する技⾡をヲ⣽に

説明できるࠋ 

通ಙネット࣡ークの

ᵓᡂとࠊネット࣡ーク

を実現する技⾡を説

明できるࠋ 

通ಙネット࣡ークの

ᵓᡂとࠊネット࣡ーク

を実現する技⾡を説

明できないࠋ 

評価項目３ 通ಙサーࣅスࠊ通ಙ技

⾡に࠾いては，最新の

通ಙ技⾡࣭各✀サーࣅ

スの組み㺂実現方ἲ

をヲ⣽に説明できるࠋ 

通ಙサーࣅスࠊ通ಙ技

⾡に࠾いては，最新の

通ಙ技⾡࣭ 各✀サーࣅ

スの組み㺂実現方ἲ

を説明できるࠋ 

通ಙサーࣅスࠊ通ಙ技

⾡に࠾いては，最新の

通ಙ技⾡࣭ 各✀サーࣅ

スの組み㺂実現方ἲ

を説明できないࠋ 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること۔

 
教育方法等 

概要  本科┠のᴫ要は௨ୗのと࠾りであるࠋ 
（１）システムのಙ㢗ᛶ基‽ 
 通ಙシステムは社会インフラのࡦとつであり㧗いಙ㢗ᛶがồめられるࠋ

この要ồに応えるⅭのရ㉁つᐃについてࠊရ㉁の✀㢮ࠊ考え方ࠊ実現方ἲ

を理解するࠋ 
（２）通ಙネット࣡ークのᵓᡂࠊ実現技⾡  
 通ಙネット࣡ークのᵓᡂとࠊネット࣡ークを実現する技⾡を理解するࠋ

通ಙネット࣡ークはᪧ᮶の電ヰを主体としたアࢼロࢢ⥙からࢹ࣓ࠊアに

ᑐするᰂ㌾ᛶの㧗いࢪࢹタル⥙⛣行し㺂᭦にマルチ࣓ࢹア通ಙࠊ㧗㏿

❧の生い⥙ࢢロࢼここではアࠋኚしつつある⥙ータ通ಙ向けに㹇㹎ࢹ

ちからࢪࢹࠊタル⥙ࠊ㹇㹎⥙の動向を過ཤࠊ現在ࠊ㏆ᮍ᮶の通ಙとして⤂

するࠋ 
（３）通ಙサーࣅスࠊ通ಙ技⾡  
 最新の通ಙ技⾡࣭サーࣅスのしくみを理解するࠋ通ಙサーࣅスは通ಙシ

ステムを用してಶ人㹼ಶ人ࠊಶ人㹼各✀サーࣅスࢭンタࢥࠊンࣆュータ

㹼ࢥンࣆュータࢭンタなど多ᵝな end to end 通ಙを行うࠋ≉に現在は IP
通ಙが༨めるサーࣅスのẚ㔜が㣕㌍的にቑ大しているࠋこでは IP 通ಙ

技⾡に大きなẚ㔜を⨨いて各✀サーࣅスの組み㺂実現方ἲを理解するࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 上グを授業と⨨のぢ学により行うࠋ必要に応ࡌてタぢ学を実す

るࠋ 

注意点  インターネットの࣍ーム࣌ーࢪで㞧多な最新のሗが得られるので᳨

⣴サイトを用して⯆ある分野の▱㆑῝めてもらいたいࡲࠋたࠊ図書館

などを積極的にά用してࠊ時㛫እの事๓学習や習にດめてḧしいࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 通ಙ業⏺の動向ࠊ 
通ಙ⥙技⾡ձ 

通ಙ業⏺の動向について説明できるࠋ 

2 週 通ಙ⥙技⾡ղ 通ಙ⥙技⾡について説明できるࠋ 

3 週 通ಙᶵჾ技⾡ 通ಙᶵჾ技⾡について説明できるࠋ 

4 週 アクࢭス技⾡ձ アクࢭス技⾡について⡆単に説明できるࠋ 

5 週 アクࢭス技⾡ղ アクࢭス技⾡について説明できるࠋ 
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6 週 通ಙᅵᮌ技⾡ 通ಙᅵᮌ技⾡について説明できるࠋ 

7 週 タഛぢ学 通ಙタഛの実物について説明できるࠋ 

8 週 中㛫試㦂  
9 週 換ࣀード技⾡ձ 換ࣀード技⾡について⡆単に説明できるࠋ 

10 週 換ࣀード技⾡ղ 換ࣀード技⾡について説明できるࠋ 

11 週 リンク技⾡ リンク技⾡について説明できるࠋ 

12 週 ࣡イࣖレス技⾡ࠊ 
通ಙ࢚ネルࢠー技⾡ 

࣡イࣖレス技⾡と通ಙ࢚ネルࢠー技⾡につい

て説明できるࠋ 

13 週 ࢹータ通ಙネット࣡ー

ク技⾡ 
ータ通ಙネット࣡ーク技⾡について説明でࢹ

きるࠋ 

14 週 㹇㹎ネット࣡ークアプ

リࢣーシࣙン技⾡ࠊ 
⏬ീ通ಙ技⾡ 

㹇㹎ネット࣡ークアプリࢣーシࣙン技⾡と⏬

ീ通ಙ技⾡について説明できるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電Ꮚタィ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E019 科目区分 選択 

授業形式 授業，実習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電Ꮚሗࢥー

ス） 
対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に㓄するプリント 

担当者 㧘ᯇ ❳ 

 
到達目標 

１．タィに必要な事㡯が理解できるࠋ 
２．タィᵝにあわえて，期㝈ࡲでに各✀ᅇ㊰のタィ࣭〇సができるࠋ 
３．タィ࣭〇సした内容について，期㝈ࡲでにሗ࿌書をࡲとめることができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ タィに必要な事㡯を

理解し，説明できるࠋ 
タィに必要な事㡯が

理解できるࠋ 
タィに必要な事㡯が

理解できないࠋ 

評価項目２ タィᵝにあわせて，

ຓゝなどなしに期㝈

でに各✀ᅇ㊰のタࡲ

ィ࣭〇సができるࠋ 

タィᵝにあわえ

て，期㝈ࡲでに各✀

ᅇ㊰のタィ࣭〇సが

できるࠋ 

タィᵝにあわえ

て，期㝈ࡲでに各✀

ᅇ㊰のタィ࣭〇సが

できないࠋ 

評価項目３ タィ࣭〇సした内容に

ついて，期㝈ࡲでにሗ

࿌書をṇしい᪥本ㄒ

を用いてㄽ理的にࡲ

とめることができるࠋ 

タィ࣭〇సした内容

について，期㝈ࡲで

にሗ࿌書をࡲとめる

ことができるࠋ 

タィ࣭〇సした内容

について，期㝈ࡲで

にሗ࿌書をࡲとめる

ことができないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となる内容を理解していること۔

○C-1(d-3)：自らㄢ㢟をⓎぢし，ࡑの本㉁を理解できること． 
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教育方法等 

概要 本科┠では，ㄽ理ᅇ㊰や電Ꮚᅇ㊰で学んࡔ▱㆑をもとにᅇ㊰のタィを行

い，実㝿に〇సをすることで理ㄽのより῝い理解とᅇ㊰タィに㛵する▱㆑

の習得をするࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
電Ꮚᅇ㊰やㄽ理ᅇ㊰➼のタィに必要な▱㆑のㅮ⩏とᅇ㊰タィに㛵する実

習を行うࠋ実習については，⤊後にレポートをㄢすࠋ 
ㄢ㢟 1：トランࢪスタቑᖜჾ 
ㄢ㢟 2：組み合わせㄽ理ᅇ㊰ 
ㄢ㢟 3：㡰ᗎᅇ㊰ 
ㄢ㢟 4：マイࢥン 

注意点 えられたㄢ㢟にᑐしてタィ࣭〇సをしない，ࡲたはレポートをᥦฟしな

い場合は評価を 30 点ᮍ‶とするࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イダンス，ㄢ㢟 1 本科┠の位⨨࡙け，必要ᛶ，฿㐩┠ᶆ，評価

方ἲなどについて理解できるࠋ 
ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

2 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

3 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

4 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

5 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

6 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

7 週 ㄢ㢟 1 ㄢ㢟 1 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

8 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

9 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

10 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ
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にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

11 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

12 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

13 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

14 週 ㄢ㢟 2 ㄢ㢟 2 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

2 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

3 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

4 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

5 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

6 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

7 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

8 週 ㄢ㢟 3 ㄢ㢟 3 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

9 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

10 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

11 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

12 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 
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13 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

14 週 ㄢ㢟 4 ㄢ㢟 4 にᑐして，必要な▱㆑を理解し，ᵝ

にあわせてタィ࣭〇సができるࠋ 

15 週 期ᮎ試㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    30 10 100 

基礎的能力      10 10 

専門的能力 60    30  90 

分野横断的能力        
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教科名 学እ実習 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E020 科目区分 選択 

授業形式 ₇習 単位数 1Ѹ2 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数  
教科書／教材  
担当者 5E ᢸ௵ 

 
到達目標 

１．実習ඛでえられたㄢ㢟について，ࡑの本㉁を理解できるࠋ 
２．実習ඛでえられたㄢ㢟にᑐし，自ら取り組むことができるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 実習ඛでえられたㄢ

㢟について，ࡑの本㉁

をヲ⣽に説明できるࠋ 

実習ඛでえられた

ㄢ㢟について，ࡑの本

㉁を理解できるࠋ 

実習ඛでえられた

ㄢ㢟について，ࡑの本

㉁を理解できないࠋ 

評価項目２ 実習ඛでえられたㄢ

㢟にᑐし，積極的に自

ら取り組むことができ

るࠋ 

実習ඛでえられた

ㄢ㢟にᑐし，自ら取り

組むことができるࠋ 

実習ඛでえられた

ㄢ㢟にᑐし，自ら取り

組むことができないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．の本㉁を理解できることࡑ，C-1(d-4)：自らㄢ㢟をⓎぢし۔
۵A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解࣭⾲現ができること．  
۵B-2(d-1)：ᑓ㛛分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  ኟ期ఇᬤ中に，業の生⏘現場やᐁබᗇの各現場に࠾いて 1~2 週㛫の実

習を⤒㦂するࠋ本科┠の≺いは，実習現場でᑓ㛛▱㆑がどのようにά用さ

れているか理解し，ᑓ㛛分野に࠾ける自ᕫၨⓎ࣭向上能力を育ᡂすること，

ᑗ᮶⫋業にᑵく㝿に必要な能力を㌟にけることであるࡲࠋた，実習で得
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られた▱㆑や⤒㦂は，ᑗ᮶の進㊰選択の㝿に大ኚ参考になるであろうࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
評価方ἲ：上グの۔学習࣭ᩍ育฿㐩┠ᶆに࠾いて，ḟの 2㡯┠について，

実習ሗ࿌会，実習ሗ࿌書，実習ド明書により，E科ᩍဨが 5ẁ㝵で評価し，

 ࠋᶆの評価点とする┠۔のᖹᆒをࡑ

ձ 実習内容やㄢ㢟の理解ができているか 

ղ 実習に積極的に取り組むことができたか 

た，上グの○学習࣭ᩍ育฿㐩┠ᶆに㛵して，ḟのࡲ 3㡯┠について，実習

ሗ࿌会により，E 科ᩍဨが 5 ẁ㝵で評価し，ࡑのᖹᆒを○┠ᶆの評価点

とするࠋ 

ճ Ⓨ⾲㈨ᩱは㐺ษにసᡂされていたか 

մ 実習内容➼を説明することができたか 

յ ㉁にᑐする応⟅は㐺ษであったか 

ͤⓎ⾲㈨ᩱには，実習内容，実習にᑐする自分の取り組み方（姿勢），ᑓ

㛛分野との㛵㐃ᛶ，実習で得られたᡂᯝや⤒㦂，⫋業体㦂にᑐする考ᐹに

ついての㡯┠は必ずධれることࠋ 

評価基‽：上グの۔学習࣭ᩍ育฿㐩┠ᶆの評価点，࠾よび，○学習࣭ᩍ育

฿㐩┠ᶆの評価点が，て 3 ௨上を合᱁とするࠋ 

注意点 ⫋業人としての社会ᩍ育であるところはの科┠と␗なった㊃がある

が，実習ඛに࠾いて⤒㦂する事は，ᑓ㛛科┠で習得したことを実㊶でき

るチࣕンスであり，さらにࡑの分野のຮ学を῝めるᶵ会となるࠋ 
実習期㛫௨๓は，の態勢で実習が㛤ጞできるようཷけධれඛのヲ⣽

についてሗを集するࠋ 
実習期㛫中は，ཷけධれඛのスࢪࢣュールにᚑい，ᣦ♧される時㛫࣭内

容で学習や実習を行うࠋ 
実習期㛫⤊後は，学እ実習ሗ࿌書の学ᰯのᥦฟを⩏ົけるࡲࠋた，

学እ実習Ⓨ⾲会では，実習内容のሗ࿌࠾よびⓎ⾲にᑐする㉁応⟅を行

うࠋ 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 1 週 [1] 業࣭ᐁබᗇなどに

 ける実習࠾

 

 

 

 

実習ඛでえられるㄢ㢟を理解し，㐺ษなᑐ応

ができるࠋ 
実習内容について理解できるࠋ 
実習に積極的に取り組むことができるࠋ 
ᑓ㛛▱㆑が実社会でどのようにά用されてい

るか理解できるࠋ 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 
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7 週  

 

[2] 実習ሗ࿌書のసᡂ，

実習ሗ࿌会 

社会人としての在り方について理解できるࠋ 
 
実習内容や実習を通ࡌて学んࡔことを，わかり

やすく説明できるࠋ 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

後期 1 週 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

 
 
 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50    50 100 

基礎的能力        

専門的能力  50    50 100 

分野横断的能力        
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教科名 ㄢ㢟◊✲ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E021 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １ 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数  
教科書／教材 必要に応ࡌてᢸᙜᩍဨがᣦ♧するࠋ 

担当者 㹃科ᩍဨ 

 
到達目標 

１．◊✲ㄢ㢟にᑐして，現≧を進ᒎさせるためのㄢ㢟の᥈ồ࣭理解ができるࠋ 
２．◊✲ㄢ㢟にᑐして，これࡲで㌟につけた考ᐹ力࣭工学の▱㆑࣭実㊶力➼を総合してά用

し，現≧での解をᑟきฟせるࠋ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ◊✲ㄢ㢟にᑐして，現

≧を進ᒎさせるため

のㄢ㢟の᥈ồ࣭理解が

主体的にできるࠋ 

◊✲ㄢ㢟にᑐして，

現≧を進ᒎさせるた

めのㄢ㢟の᥈ồ࣭理

解ができるࠋ 

◊✲ㄢ㢟にᑐして，

現≧を進ᒎさせるた

めのㄢ㢟の᥈ồ࣭理

解ができないࠋ 

評価項目２ ◊✲ㄢ㢟にᑐして，こ

れࡲで㌟にけた考

ᐹ力࣭工学の▱㆑࣭実

㊶力➼を⤫合してά

用し，現≧でのよりよ

い解をᑟきฟせるࠋ 

◊✲ㄢ㢟にᑐして，

これࡲで㌟にけた

考ᐹ力࣭工学の▱

㆑࣭実㊶力➼を総合

してά用し，現≧で

の解をᑟきฟせるࠋ 

◊✲ㄢ㢟にᑐして，

これࡲで㌟にけた

考ᐹ力࣭工学の▱

㆑࣭実㊶力➼を⤫合

してά用できず，現

≧での解をᑟきฟせ

ないࠋ 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．C-2(e)：㌟につけたᩍ㣴と実㊶力をά用し，ㄢ㢟を解Ỵできること۔

○C-1(d-3)：自らㄢ㢟をⓎぢし，ࡑの本㉁を理解できること． 
○C-2(h)：㌟につけたᩍ㣴と実㊶力をά用し，ㄢ㢟を解Ỵできること． 
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教育方法等 

概要 ᢸᙜᩍဨからえられた◊✲ㄢ㢟について，◊✲の┠的をᢕᥱし，自主

的に◊✲を㐙行するࠋ「⤖ᯝを分ᯒ࣭考ᐹ」，「ᡂᯝをⓎ⾲」，「ሗ࿌書をࡲ

とめる」という୍㐃のὶれにより，学生のၥ㢟解Ỵ能力࠾よび自主学習能

力を育ᡂすることを┠的としているࠋ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
評価方ἲ：ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書࠾よびㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲会でのⓎ⾲などにより，総

合的な評価をするࠋ 

評価基‽：評価は 5 ẁ㝵評価で行い，評価 3௨上を合᱁とするࡲࠋとめな

どをྵめて 45時㛫௨上◊✲をすることࠋ 

注意点 㸺ཷㅮに㝿する␃意事㡯㸼 

࣭ཷㅮ時期について 

㛗期ఇᬤ中にཷㅮすることࠋ基本的にはኟᏘఇᬤ中に実するࠋな࠾，

ཷㅮをᕼᮃするものは 7᭶中᪪ࡲでにᢸ௵に┦ㄯすることࠋ 

࣭単位認ᐃのための時㛫について 

◊✲時㛫やレポートをࡲとめる時㛫などの総ィが 45 時㛫௨上であるこ

とࠋ 

࣭ㄢ㢟◊✲ᡂᯝⓎ⾲会について 

ㄢ㢟◊✲ᡂᯝⓎ⾲会を実するࠋ実要㡿については，ู㏵ᣦ♧するࠋ 

࣭ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書について 

ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書をᣦᐃされた期᪥ࡲでに必ずᥦฟすることࠋ 

࣭◊✲実時㛫ሗ࿌書について 

ᡤᐃの書㢮にグ㍕し，ᣦᐃされた期᪥ࡲでに必ずᥦฟすることࠋ 

 

選択した分野に࠾けるㅮ⩏との㛵㐃はゝうࡲでもないが，自らㄪᰝ࣭◊

✲し，Ⓨ⾲を行いࠊさらにの学生のⓎ⾲を⫈ㅮすることにより，༞業◊

✲に⧅がる自主◊✲やプレࢮンテーシࣙン，㉁応⟅などの能力の育ᡂを

図るࠋ 

◊✲⤊後，ㄢ㢟◊✲についてのᡂᯝⓎ⾲会を行なうࠋ 
 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

or 

後期 

1 週 ◊✲方㔪の᳨ウ 事๓にᢸᙜᩍဨと打ち合わせしてきた◊✲の

┠的とᵓᡂ，進め方について認㆑できるࠋ 

2 週 ◊✲‽ഛ ◊✲テーマついて理解を῝めることができ

るࠋ 
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3 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

4 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

5 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

6 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

7 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

8 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

9 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

10 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

11 週 ◊✲ ◊✲を実できるࠋ 

12 週 ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨

ᩱのసᡂ 
実した◊✲内容をሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨ᩱにわか

りやすくࡲとめることができるࠋ 

13 週 ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨

ᩱのసᡂ 
実した◊✲内容をሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨ᩱにわか

りやすくࡲとめることができるࠋ 

14 週 ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨

ᩱのసᡂ 
実した◊✲内容をሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨ᩱにわか

りやすくࡲとめることができるࠋ 

15 週 ㄢ㢟◊✲ሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨

ᩱのసᡂ 
実した◊✲内容をሗ࿌書࣭Ⓨ⾲㈨ᩱにわか

りやすくࡲとめることができるࠋ 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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